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〉〉　JICAについて�
　独立行政法人 国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：JICA）は発展途

上国が抱える様々な問題や課題を改善・解決していけるよう、途上国や日本で多面的に事業を展

開している日本政府の専門機関です。JICAは数多くある事業の一つとして、途上国を含めた海外

や国際協力に対する理解を促進するための事業（国際理解教育/開発教育支援事業）を日本国内

で子供達や一般の方々向けに行っています。

〉〉　なぜ今、国際理解教育を学校現場に取り入れるのか？�
　子供たちが社会に出る時、身近な地域で外国の方達が住んだり働いたりすることが増えてい

ます。外国・外国の人たちに対する異文化/多文化理解や、世界に存在する問題・課題を知ること

は、今や自分に関係ないことではなく、知っておくべき身に付けておくべき一般教養となりつつあ

ります。

　そもそも、何のために学ぶのでしょうか？ 国際理解教育だけでなく、全ての教科はそもそもよ

り良い人生を生き、より良い社会や世界を築いていくために学ぶはずです。それが今は、グロー

バル化が進み、外国のことも知っていなければ、より良い地域社会・日本・世界を考える時に考え

がアンバランスになってしまう時代になっています。だからこそ、学校教育の中で、国際理解を意

識した取り組みが必要だとJICAは考えています。

〉〉　国際理解教育を使って目指す方向性�
　正解のない問いかけを通した主体的・対話的で深い学びから、既にグローバル化した地域・日

本の中で、いち地域人・日本人として、より良い社会・日本・世界をみんなで作っていく力を培うこ

とを目指します。

なぜ今、
国際理解教育が
大切なの？
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誰でもそのまま使える、真似できる、
国際理解教育のセット一式！

　JICA北陸の教師海外研修に参加された藤田実代子教諭（中学校 国語教諭）が作成された教

材一式を活用して、みなさんも負担を減らして出来るところから取り組んでみませんか？

　本冊子には指導案や子供の反応（感想）以外に、職員会議で提案した資料や、略案（他教員も

同時に進められるように）、使ったワークシート、教材も掲載しています。今回掲載しているものは

「総合的な学習の時間」を利用していますが、道徳や社会の中でも取り入れて頂ける内容が沢山

あります。

　藤田先生より著作権フリーで使わせて頂くことについて了承を得ております。JICA北陸のウェ

ブサイトにデータを掲載予定ですので、ダウンロード後上書きして活用下さい。また、関連する

ウェブサイトについてもリンクを掲載予定ですので、そちらもご参考下さい。

以下のページよりダウンロードページへのリンクを設置する予定です。（2019年5月ごろ）
https://www.jica.go.jp/hokuriku/enterprise/kaihatsu/index.html

どの時間にどうやって使えばいいの？ そんな時はJICA北陸までご相談ください
JICA北陸は“地域に開かれた教育”の一翼を担っています。多文化共生、国際交流、国際協力の流

れを皆さまと一緒に作っていきたいと思っています。自ら考え行動するグローバル人材育成の一

助としてJICA北陸が出来ることをご提案いたします。お気軽にJICA北陸までご相談下さい。

まずは知って、　理解して、　「じぶんごと」として捉える。

そして、主体的に自分のこと、日本のこと、世界の出来事を考える。

得た学びから自分はどう行動したらいいのか、自分に出来ることは何か、また考える。

日々の生活で出来ることから行動してみる。

大きな世界を変えていくのはこんな一人一人の学び、意識、行動から

JICA 北陸の教師海外研修に参加された藤田実代子教諭（中学校 国語教諭）が作成された教材

一式を活用して、みなさんも負担を減らして出来るところから取り組んでみませんか？

本冊子には指導案や子供の反応（感想）以外に、職員会議で提案した資料や、略案（他教員も

同時に進められるように）、使ったワークシート、教材も掲載しています。今回掲載しているものは

「総合的な学習の時間」を利用していますが、道徳や社会の中でも取り入れて頂ける内容が沢山

あります。

藤田先生より著作権フリーで使わせて頂くことについて了承を得ております。JICA 北陸のウェ

ブサイトにワードなど元データを掲載していますので、ダウンロード後上書きして活用下さい。

JICA 北陸　開発教育 検索
携帯から

QRコードでも
検索できます

ぜひ検索して
見つけて下さい！

誰でもそのまま使える、真似できる、
国際理解教育のセット一式！

　JICA北陸の教師海外研修に参加された藤田実代子教諭（中学校 国語教諭）が作成された教

材一式を活用して、みなさんも負担を減らして出来るところから取り組んでみませんか？

　本冊子には指導案や子供の反応（感想）以外に、職員会議で提案した資料や、略案（他教員も

同時に進められるように）、使ったワークシート、教材も掲載しています。今回掲載しているものは

「総合的な学習の時間」を利用していますが、道徳や社会の中でも取り入れて頂ける内容が沢山

あります。

　藤田先生より著作権フリーで使わせて頂くことについて了承を得ております。JICA北陸のウェ

ブサイトにデータを掲載予定ですので、ダウンロード後上書きして活用下さい。また、関連する

ウェブサイトについてもリンクを掲載予定ですので、そちらもご参考下さい。

以下のページよりダウンロードページへのリンクを設置する予定です。（2019年5月ごろ）
https://www.jica.go.jp/hokuriku/enterprise/kaihatsu/index.html

どの時間にどうやって使えばいいの？ そんな時はJICA北陸までご相談ください
JICA北陸は“地域に開かれた教育”の一翼を担っています。多文化共生、国際交流、国際協力の流

れを皆さまと一緒に作っていきたいと思っています。自ら考え行動するグローバル人材育成の一

助としてJICA北陸が出来ることをご提案いたします。お気軽にJICA北陸までご相談下さい。

まずは知って、　理解して、　「じぶんごと」として捉える。

そして、主体的に自分のこと、日本のこと、世界の出来事を考える。

得た学びから自分はどう行動したらいいのか、自分に出来ることは何か、また考える。

日々の生活で出来ることから行動してみる。

大きな世界を変えていくのはこんな一人一人の学び、意識、行動から



● 指導案、本時の展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1〜5ページ
● 本時の振返り、生徒の反応/変化、自己評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6〜14ページ

● 校内への提案 ： 職員会議、学年会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15ページ

● 展開計画 ： 略案、ワークシート、教材を時間毎に掲載
  1時間目 【世界を知ろう】 姉妹都市クイズ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  19ページ

  2時間目 【世界を知ろう】 国際理解が大事な理由を考える ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22ページ

  3時間目 【世界を知ろう】 世界の状況を知ろう  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  24ページ

  4時間目 【世界を知ろう】 無人島ゲームから生きるために必要なもの、当たり前に思っているものに気付こう ・・・  30ページ

  5時間目 【世界を知ろう】 字が読めないってどんなこと？　世界の識字率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  34ページ

  6時間目 【世界を知ろう】 私たちの生活とアフリカのつながりを考える ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  37ページ

  7時間目 【世界を知ろう】 私たちの生活と熱帯雨林のつながりを考える ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  41ページ

  8時間目 【世界を知ろう】 自分たちができることを考える ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  47ページ

  9時間目 【負の連鎖を断ち切るために ①】 貧困の負の連鎖を知る ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  50ページ

10時間目 【負の連鎖を断ち切るために ②】 よりよい地球を作るためのマニフェスト作成 ・・・・・・・・  52ページ

11時間目 【負の連鎖を断ち切るために ③】 地球大統領選を実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  54ページ

12時間目 【ともに生きる地球の未来】 持続可能な開発目標　SDGsを知る  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56ページ

13時間目 【ともに生きる地球の未来】 解決に向けた未来への提案を考える  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56ページ

14時間目 【ともに生きる地球の未来】 提案レポートまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56ページ

15時間目 【ともに生きる地球の未来】 卒業研究　レポート発表会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  57ページ

● JICA北陸 国際理解教育/開発教育メニュー紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58ページ

藤田実代子教諭による国際理解授業

CONTENTS

● 指導案、本時の展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1～5ページ
● 本時の振返り、生徒の反応/変化、自己評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6～14ページ

● 会年学、議会員職 ： 案提のへ内校  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15～18ページ

● 載掲に毎間時を材教、トーシクーワ、案略 ： 画計開展
まずは姉妹都市クイズから 】うろ知を界世【 目間時1   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  19ページ

るえ考を由理な事大が解理際国 】うろ知を界世【 目間時2   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22ページ

開発途上国の現状を知ろう 】うろ知を界世【 目間時3   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  24ページ

 】うろ知を界世【 目間時4  無人島ゲームから生きるために必要なもの、当たり前に思っているものに気付こう ・・・  30ページ

率字識の界世　？とこなんどてっいなめ読が字 】うろ知を界世【 目間時5   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  34ページ

るえ考をりがなつのカリフアと活生のちた私 】うろ知を界世【 目間時6   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  37ページ

るえ考をりがなつの林雨帯熱と活生のちた私 】うろ知を界世【 目間時7   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  40ページ

熱帯雨林を破壊しないために自分たちにできることを考える 】うろ知を界世【 目間時8  ・・・・・・・  44ページ

【負の連鎖を断ち切るために】貧困の負の連鎖を知る 目間時9   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  47ページ

【負の連鎖を断ち切るために】よりよい地球を作るためのマニフェスト作成 目間時01 ・・・・・・・・  49ページ

【負の連鎖を断ち切るために】地球大統領選挙を実施 目間時11  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  51ページ

 る知をsGDS　標目発開な能可続持 】来未の球地るき生にもと【 目間時21  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  53ページ

 選んだ課題について調べ学習を行う 】来未の球地るき生にもと【 目間時31  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  53ページ

解決に向けた未来への提案を考える 】来未の球地るき生にもと【 目間時41 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  53ページ

卒業研究　SDGs発表会 】来未の球地るき生にもと【 目間時51  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  54ページ

● JICA北陸 国際理解教育/開発教育 支援メニュー紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58ページ



1

「Share�Happy?」 〜 ともに生きる地球の未来�〜

氏 名 藤田　実代子 学 校 名 石川県白山市立松任中学校
担当教科 国語科 実践教科 総合的な学習の時間
時 間 数 １5 時間 対象学年 ３年生 人 数 ２５０名

実施概要
01 |  単元のテーマ・目標（評価の観点を意識して設定）

世界に目を向ける　「Share Happy?」　～ともに生きる　地球の未来～

世界はつながりの中で成り立っていることを理解し、持続可能な開発の視点をもちながら、他者と協働し、世界の幸せの実現

に向けて自分にできることを考える。

( ア ) 知識及び技能 持続可能な開発のための１７の目標を知り、世界はつながりの中で、関わり合い
ながら成り立っていることを理解する。

( イ ) 思考・判断・表現 多角的な視点で情報を分析したり、答えのない課題の解決方法を探ったりしながら、
整理・分析して、自分の考えをまとめる。

( ウ ) 学びに向かう力・人間性 主体的・協動的に課題解決に取り組むとともに、自他のよさを生かしながら、積極
的に社会に参画しようとする態度を養う。

02 |  単元の評価 規準

〈 生徒観 〉

本校の総合的な学習の時間を使って、生徒は１年生の時は金沢について、２年生の時は関西について学習してきた。関西に

関しては、テーマに分かれて調べた内容について、フィールドワークを修学旅行中に行った経験がある。これまで地元から日本

へと視野を広げてきたので、これらを踏まえ世界に目を向けさせたい。これまで、技術では環境問題やエネルギー問題を、社会

科ではさまざまな国際問題を、そして英語科では熱帯雨林の破壊とフェアトレードについて図書資料も活用しながら学んでき

た。ディベート後には、チョコレートの裏側にある児童労働をビデオ映像で学んだ。しかし、JICAのエッセイコンテストに参加し

たところ「世界の幸せのためにあなたができることは？」という問いに対する答えをみつけられない生徒が多かった。

人や世界とつながりながら生きている自分に気づき、そして日本・世界に存在する多種多様な出来事に対してさまざまな見

方・考え方を働かせていくには、答えのない問いに対しても積極的に考える姿勢や、学びを自分の行動へとつなげていく意識

を育むことが大切である。

〈 教材観 〉

世界の遠い国の話ではなく、自分の食卓や自分の日常生活が世界とつながっていることを実感できるような資料を準備す

る。世界の諸問題は答えのないものであるからこそ、一人ひとりが自分の言葉で思考し、判断できる場面を設定できる教材で

ある。また、過程においては、議論や話し合いの場を設定するのに適した教材でもある。

〈 指導観 〉

「知る」→「考える」→「行動する」につながるようグローカルな視点を身につけさせたい。将来にわたって世界の問題を自分事

としてとらえ、世界の幸せのために自分ができることを探し続けるような生徒を育てたい。また、他者と協働する態度を養いた

い。実生活や実社会の中で生きて働く力を育む一助となるよう課題解決的な学習を進めていきたい。

03 |  単元設定の理由
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04 |  展開計画（全１5時間）
時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1
１次【世界を知ろう】

「はじめに」
略案 19ページ

・ これから半年間の学習内容を知る。
・  フォトランゲージで「白山市の姉妹都市」クイズ

をする。

＊ 白山市の姉妹都市の
写真

2

１次【世界を知ろう】
「探検しよう　みんなの地球」①
略案 22ページ

・ フォトランゲージで世界の国クイズをする。
・ 「国際理解」という中心ワードからブレーン

ストーミングをする。
・  これから調べてみたいことや考えてみたいこと

を挙げる。

＊ 世界の国の写真９枚

＊ 「国際理解教育とは」
の資料

3

１次【世界を知ろう】
「探検しよう　みんなの地球」②
略案 24ページ

・ 「一度旅をしてみたい国」「友達がいたらいい
なあと思う国」「ずっと住んでみたい国」を挙げ、
その理由を書く。

・  スライドを見て、自分たちが挙げた国は「先進
国」と「途上国」のどちらに入っているか分類す
る。なぜ先進国ばかりなのか。

・ スライドを見て３つの問いについて考える。
Q1「なぜ世界に目を向けることが大事なので

しょうか？」
Q2「生まれる国は選べないのに生まれた場所が

違うだけでこんなにも差があることについ
てどう感じますか？」

Q3「あなたには何ができるでしょうか？」

＊  スライド
（５才までの死亡率や
ハンガーマップなどの
資料）

4

１次【世界を知ろう】
「Needs or Wants?」
略案 30ページ

・  無人島で暮らすとしたらどのアイテムを持って
いくか。ダイヤモンドグラムを用いて、優先順
位をつける。

・  選んだアイテムを「生活」「医療」「教育」に分け
てみる。

・ 気づいたことをまとめる。

＊  ダイヤモンドグラム
（班に１つ）

＊ アイテムカード
（班に１セット）

5

１次【世界を知ろう】
字が読めないってどんなこと？
略案 34ページ

・  外国語で「水」「毒」「薬」と書かれたラベルが
貼られた３つのボトルを用意する。

・ 世界の識字率を知る。
・  字が読めないとどんなことが起こりうるか、

考えたことや気づいたことをまとめる。

＊ ３つのペットボトル
（水・塩水・味つきの水）

＊ 識字率の世界地図

6

１次【世界を知ろう】
私たちの生活とアフリカのつなが
りを考える
略案 37ページ

・  １８個のアイテムの中からアフリカとつながって
いるものを見つける。

・ 気づいたことをまとめる。

＊ １８個のアイテム
ワークシート

＊ 「アフリカローズ」
の本

7

１次【世界を知ろう】
私たちの生活と熱帯雨林のつな
がりを考える
略案 41ページ

・  熱帯雨林について知っていることを挙げる。
クイズをする。

・  私たちの生活の物に、熱帯雨林が伐採されて
いる一因があることを知る。

・  平等な世界をつくるためにどうしたらよいか、
解決策を考える。

＊  ポテトチップス、
インスタントラーメン
などの実物

＊ 「ゾウの森と
ポテトチップス」の本

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材 

1 １次【世界を知ろう】 
はじめに 
まずは姉妹都市クイズから 
詳細：19 ページ 

・これからの半年間の学習内容を知る。 
・フォトランゲージで「白山市の姉妹都市」クイ
ズをする。 

＊ワークシート 
＊白山市の姉妹都
市の写真 

2 １次【世界を知ろう】 
探検しよう みんなの地球① 
なぜ、今、国際理解が大事な
の？ 
詳細：22 ページ 

・フォトランゲージで世界の国クイズをする。 
・「国際理解」という中心ワードからブレーンス
トーミングをする。 
・これから調べてみたいことや考えてみたいこ
とを挙げる。 

＊世界の国の写真
９枚 
＊付箋 

3 １次【世界を知ろう】 
探検しよう みんなの地球② 
開発途上国の現状を知ろう 
詳細：24 ページ 

・「一度旅をしてみたい国」「友達がいたらいいな
あと思う国」「ずっと住んでみたい国」を挙げ、そ
の理由を書く。 
・スライドを見て、自分たちが挙げた国は「先進
国」と「途上国」、どちらに入っているか分類す
る。 
・スライドを見て３つの問いについて考える。 
・「国際理解」の資料を読む。 

＊スライド 
５才未満児の死亡
率やハンガーマッ
プなどが載ってい
るパワーポイント
資料 
＊「国際理解教育 
とは」資料 

4 １次【世界を知ろう】 
Needs or Wants? 
詳細：30 ページ 

・無人島で暮らすとしたらどのアイテムを持っ
ていくか。ダイヤモンドグラムを用いて、優先順
位をつける。 
・選んだアイテムを「生活」「医療」「教育」に分
けてみる。 
・気づいたことをまとめる。 

＊ダイヤモンドグ
ラム 
（班に１つ） 
＊アイテムカード 
（班に１セット） 

5 １次【世界を知ろう】 
字が読めないってどんなこ
と？ 
詳細：34 ページ 

・外国語で「水」「毒」「薬」と書かれたラベルが
貼られた３つのボトルを用意する。 
・世界の識字率を知る。 
・字が読めないとどんなことが起こりうるか、考
えたことや気づいたことをまとめる。 

＊３つのペットボ
トル 
（水・塩水・いろは
す） 
＊識字率の世界地
図 

6 １次【世界を知ろう】 
私たちの生活とアフリカの
つながりを考える 
詳細：37 ページ 

・１８個のアイテムの中からアフリカとつなが
っているものを見つける。 
・スマホの裏側について知る。 
・気づいたことをまとめる。 

＊１８個のアイテ
ムワークシート 

7 １次【世界を知ろう】 
私たちの生活と熱帯雨林の
つながりを考える 
詳細：40 ページ 

・熱帯雨林クイズをする。 
・パーム油について知る。 
・パーム油が使われている製品を知る。 
・私たちの便利な日常生活と熱帯雨林の消失が
密接につながっていることを知る。 

＊ポテトチップス
やカップラーメン
などの実物 

8 １次【世界を知ろう】 
私たちの生活と熱帯雨林の
つながりを考える 
詳細：44 ページ 

・熱帯雨林をこれ以上伐採しないようにするに
は何ができるか考える。 
・パーム油農園で働くミーナちゃんの話を聞く。 
・ミーナちゃんを助けるために何ができるか考
える。 

＊油ヤシプランテ
ーション、油ヤシの
実などの写真 
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時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

8

１次【世界を知ろう】
自分たちができることを考える
略案 47ページ

・  熱帯雨林をこれ以上伐採しないようにするには
何ができるかを考える。

・ 「パーム油農園」で働くミーナちゃんの話から、
どんな支援ができるか考える。

＊  「パームヤシ」「パーム
油のプランテーション
農園」などの写真

9

２次【Share happy?】
負の連鎖を断ち切るために①
略案 50ページ

・ 「負の連鎖」を断ち切るためにどんな方策があ
るか、話し合う。

・  負の連鎖を断ち切るために、できるだけ多くの
方策を考えて、班でまとめる。

＊ 負の連鎖のカード

＊  書き込める負の連鎖の
大きな紙（班に１枚）

10
本時

２次【Share happy?】
負の連鎖を断ち切るために②
略案 52ページ

・ 「よりよい地球国」を作るにはどんな方策をとれ
ばよいか、マニフェストを練る。

・  マニフェストの理念を考え、それをもとに４つの
省庁（役割）に分かれて考える。

・ 話し合ってブラッシュアップする。

＊  シンキングツールと
なるワークシート

11

２次【Share happy?】
負の連鎖を断ち切るために③
略案 54ページ

・  さらに班で話し合ってマニフェストとしてまと
める。

・  どんな地球国にしたいか、理念に合わせてイ
メージカラーやイメージ図も盛り込んでマニ
フェストを模造紙に作成する。

・ 「地球大統領選」を実施し、１つに投票する。
それが良いと思った理由を述べる。

・ 「なぜそれが未だに実現しないのか、その理由
は何だと思うか」「今後、自分は世界の幸せの
ために何ができるか」を考える。

＊  各班で作成した
模造紙

12

３次【ともに生きる地球の未来】①
SDGｓとは何か
資料 56ページ

・  「なぜ世界の幸せは実現できていないのか」
考えを共有する。

・  SDGsという概念を知る。
・  司書のブックトークを聞いて、SDGｓ１７のゴー

ルからどの目標を選ぶか決める。

＊  国連のパワーポイント

13

３次【ともに生きる地球の未来】②
今、地球はどうなっているのか
資料 56ページ

・  レポートは「現状」「原因」「解決のために何がで
きるか」という観点で作成することを知る（グラ
フは必ず一つ以上入れる）。

・ 資料を調べる。

＊ 図書館からの資料
＊ 参考文献の書き方

14
３次【ともに生きる地球の未来】③
今、地球はどうなっているのか
資料 56ページ

・ 資料をまとめる。 ＊ 図書館からの資料
＊ 参考文献の書き方

15
３次【ともに生きる地球の未来】④
未来へ提案しよう
資料 57ページ

・ ワールドカフェ方式で発表会を行う。

9 ２次【負の連鎖を断ち切るた
めに】 
貧困の負の連鎖を知ろう 
詳細：47 ページ 

・貧困の負の連鎖を知る。 
・負の連鎖を断ち切るための方策を考える。 

＊負の連鎖を考え
るための８枚のカ
ード・班用の負の連
鎖を書き込むワー
クシート 
（班に１セット） 

10 
 

本
時 

２次【負の連鎖を断ち切るた
めに】 
地球大統領選挙に出よう！ 
マニフェスト・政策を考える 
詳細：49 ページ 

・「より良い地球国」を作るために地球大統領選
挙を行うことを知る。 
・どんな方策をとれば地球はより良くなるか考
え、マニフェストを練る。 
・マニフェストの理念を考え、それをもとに４つ
の省（役割）に分かれ、それぞれの省で取るべき
政策を考える。 
・理念に合わせてイメージカラーやイメージ図
も盛り込んでポスターを作成する。 

＊ シンキングツー
ルとなるワークシ
ート 

11 ２次【負の連鎖を断ち切るた
めに】 
地球大統領選挙を実施！ 
詳細：51 ページ 

・地球大統領選挙を実施し、１つに投票する。 
・それが良いと思った理由を述べる。 
・出てきた案が未だに実現していない理由を考
える。 

＊各班で作成した
発表用の模造紙 

12 ３次【ともに生きる 地球の
未来】 
ＳＤＧｓを知ろう 
詳細：53 ページ 

・ＳＤＧｓという世界が掲げている開発目標を
知る。 
・司書のブックトークを聞いて、ＳＤＧｓ１７の
ゴールの中から１つ調べ学習を行うゴールを決
める。 

＊国連のパワーポ
イントを生徒用に
作り直したものを
使用する（６０枚の
スライド） 

13 ３次【ともに生きる 地球の
未来】 
世界に存在する課題につい
て調べる 
詳細：53 ページ 

・レポートは「現状」「原因」「解決のために何が
できるか」という観点で作成することを知る。 
・課題を決め、調べ学習を行う。 

＊調べ学習を行う
ための図書館など
からの資料 
 

14 ３次【ともに生きる 地球の
未来】 
自分なりの未来への提案を
考えよう 
詳細：53 ページ 

・解決方法を探る。 
・個人レポートにまとめる。 
 

＊参考文献の書き
方マニュアル 

15 ３次【ともに生きる 地球の
未来】 
ＳＤＧｓ発表会 
詳細：54 ページ 

・ワールドカフェ方式で発表会を行う。  
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05 |  本時の展開

過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導入
（10 分）

・ 前回までの振り返りをする。どんな問
題がありましたか？

・みなさんの感想は ･･････
「世界は不平等すぎる！」
「なんとかしなければ」
「なにができるかな ･･･」

・ 世界の不平等さ貧富の差をどうしたら
なくせるか本気で考え、マニフェストを
作る。

・ 私たちの生活は、今、地球に生きる他の
地域の人々とも密接につながっていること
を確認する。

・黒板に前回の紙を貼る。

・前回の紙

展開
（20 分）

・ ４人で１チームとして「地球大統領選挙」
に立候補する。

・そのためにマニフェストを作る。
【思考活動：１】
・ グループで「どんな地球国にしたいか」

話し合って中心の理念を決める。
【思考活動：２】
・ 班でそれぞれの担当を分け、「文部科

学省」「貿易経済省」「保健人権省」「環
境食料省」の４つの役割に分かれて考
える。

【思考活動：３】
・担当ごとに集まって話し合う。
※エキスパート活動

【４人班の活動】
１． まずどんな「地球国」を実現したいか考

える。
２．担当を分けて、各担当で考える。
３．考えを共有する。
※ 一度思考したあと、エキスパート活動を取

り入れる。
４． 各班の同じ担当ごとに集まって考えを出

し合う。
５． 元の班に戻って考えをシェアし、ブラッシュ

アップする。
６．班ごとにマニフェストを練る。

・ワークシート
・シンキングツール

（10 分） 【まとめ】
・４人班で考えを共有する。
・考えをブラッシュアップする。
・マニフェストを練る。

まとめ
（10 分）

・各班の発表を聞く。
・ 今日の授業を通して自分の感じたこと

や考えたことを書く。

＊ 熱帯雨林の破壊に自分たちの日常生活が関わっていることを知り、「個人」「家庭」「学校」「国や世界」レベルで、「すぐに」「１

年以内に」「５０年以内に」それぞれ何かできることはないか考える。

＊途上国の「負の連鎖」を考え、どうすれば断ち切れるかを話し合う。

 授業実践の様子

より良い「地球国」にするには？

（例）改めて「平等」な世界の実現を目指せたら良いなと感じた。
　　 できることは意外にたくさんあると思った。

が
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＊「より良い『地球国』にするにはどんなことができるか？」班で「地球大統領選挙」に立候補するとして、各省庁担当に分

かれて政策を練り、その後班全員で話し合ってブラッシュアップする。

＊実現したい理想の地球をイメージしたカラーやイラストを工夫して盛込みマニフェストを作成する。

＊「地球大統領選挙」を実施する。マニフェストを前にＰＲする。
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06 |  本時の振返り
これまでさまざまな教科で学んできた知識を使いながら、答えのない問いに対して主体的・協動的に課題解決に取り組む

ことをねらいとした。できるだけ多くの他者とつながり、誰とでも分け隔てなく接することができる態度を養いたいと考えて

いるからである。これが将来、自他のよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度につながるのではないか

と思っている。

他の人の意見を聞くことで
新しい問題が見つかり、そ
れをきっかけにさらに思考
が深まっている。

これらの提案が実現するか
どうかを、「費用」「人との
信頼性」という観点から考
えている。

さまざまな見方や考え方、
文化や言語を統一するかど
うか議論していた班。それ
ぞれの文化や個性はそのま
まにしながらみんなが過ご
しやすい方向に工夫すれば
よいと気づいている。

さまざまな人と交流したこ
とが自分の思考を深めるの
に役立ったと感じている。
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違う考えを持つ人がお互い
を認め合って協力し合うこ
とが世界平和につながると
考え、自分は「他人を大切
にする」ことから行動して
いきたいとしている。

ねらいにせまるため、本時に至るまでに配慮したことが３点ある。１つ目は、マニフェストを作ることが目的ではないという

ことである。理想的なきれいなマニフェストを作ればよいのではなく、いろいろな立場で話し合ってみることや考えを共有す

ることを大事にするような本時の展開にしようと考えた。２つ目は、単に観念的・理念的にならないようにしたいということで

ある。そのために単元計画の１次「世界を知ろう」の学習を進める際、自分のこととして実感できるように、できるだけ具体

物を扱うように配慮した。また、「豊かな日本に生まれて良かった」という感想で終結してしまわぬよう、生徒に問いかけてい

くことを心がけた。３つ目は、「省庁」や「選挙」の学習を終えた後に本時を実施できるように、社会科教員に公民の学習進

度をたずねて時期を設定したことである。

本時を終えて感じることは、指導者の想定を生徒ははるかに超えて生徒は現実的に考えていたということである。具体策と

費用面を考えたり、「人間の信頼性」が実現には不可欠ではないかと話し合ったり、多様な文化・民族の存在について議論したり、

本当に実現させるには自分の行動からだと決意したりなど、これまでの学習をふまえて話し合い活動ができたと思う。

参観者から各省庁は教師主導で決定したが、「どんな省庁が必要か、生徒に決めさせてもよかったのではないか」「中３の

みんなの考えだけでもこんなにも良いものが出るのに、なぜそれが実現されないのか」と生徒に問うてもよかったのではな

いかという意見をいただいた。今後にいかしていきたい。

また、「地球大統領選挙」では非常にユニークな政策がたくさん挙げられた。「新しい仕事を作る」「教育格差をなくすた

めにインターネット授業をする」「グリーン化政策」「農園革命」「フェアトレードに参加する企業にポイントを加算」などである。

マニフェストの理念をイメージ化した色やイラストの工夫も含め、考えの交流によって理解に深まりが見られた。

07 |  単元を通した児童生徒の反応 / 変化

　単元末まで学習は終わっていないので、途中経過として学年でア

ンケートを実施した。その結果をグラフにした。「国際理解の学習を

やって良かったと思いますか」という設問に対する答えは YES: 99%、 

NO: 1% であった。YES の理由は「自分たちと関わりがあると強く感

じた」「視野が広くなった」等、NO の理由は「自分たちが知ったと

ころで世界は変わらない」というものだった。

より良い世界の実現には
「 自分 たち が 実 行 するこ
と」が一番大切なことだと
気づいている。
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「国際理解」の学習でどの学習が心

に残っているかを尋ねた結果であ

る。「自分の食卓や自分の日常生活」

が世界とつながっていることを生か

した教材は、こちらが意図した通り、

生徒にも印象強いことがわかる。

「国際理解の学習を通して、自分の感じ方や考え方がどのように変わりましたか」という設問に対しての生徒の記述は以下

のようなものである。
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「より良い社会を目指して参画する態度」を育てたいと願ってこの学習を進めてきたが、少しずつではあるが、生徒の中に

そのような態度が育っていることが分かった。
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 単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲

この学習を通して「もっと世界のいろいろなことを知りたくなった」という記述が一番多く見られた。違いを比べ「自分が

自由に学習できる環境にいる」ということを捉え直した生徒も多かった。「受験勉強で不満を抱いていたが、ぜいたくな悩み

だと捉えるようになった」「勉強できることが幸せなことだと思うようになった」という。また、「自分の見方・考え方」に関し

ても、「相手の立場になって物事を考えるようになった」「自分の当たり前は当たり前ではないと自覚するようになった」「知る

から考えて行動できるのだ」など、考え方が変わったという生徒も多く見られた。
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学習を進める中で「自分の意見を述べることが大切だと分かった」「自分と違う意見も同じように大事にすることでもっと良

い意見になる」「数学や理科のように答えはないけれど、答えのない問いに対して自分自身で考える力を働かせることが大切

だと分かった」という大切な気づきもたくさん見られた。

 途上国・異文化への意識の変容について
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 2.  改善点
・「知る」→「考える」→「行動する」という段階が必要なので、１学期からカリキュラム構成を整えることが肝心である。中

学三年に「国際理解」のテーマは適切な内容だと思うので、「松中スタイル」のような総合的な学習の時間のカリキュラム

が確立されるとよい。

・ 来年度以降も実施してもらうには、誰もが実践できる、一般化された指導案に手直ししていく必要がある。その際には、

教科専門性も生かせるように役割を配慮できることが理想である。

・ 学校の教育活動の中に定着させていくには提案と共通理解が必要不可欠である。職員会議や学年会への提案はできるだ

け具体的、なおかつ簡潔に行い、まずは教員がチームになって協同的に実践を続けていければよいと思う。

・ 今回、１クラスだけ、仁田所長と武田さんから貴重な感想をいただくことができた。多様な立場・年齢の人から、直接的に

お話を伺う機会は今後のアクティブ・ラーニングにおいて大事なことだと考えている。また、抽象的な話をいかに具体化し

ていくか、身近なものへと転換していくかということも大切なことだと考える。だから、予め、カリキュラムの中に国際交

08 |  自己評価

 １.  苦労した点
・ 同学年の担任の先生方が同じ授業を実施する想定であったため、単元構成を考える際には、サモアで見聞きしたことから

問題を述べるという個人的な経験に終始するのではなく、普遍性をもった国際理解教育へ一般化するためにはどうすればよ

いか悩んだ。

・ 答えのない問いを考える授業展開なので、誰でもできる使用する指導案を作成することが難しかった。生徒から出る答え

を予想し、どのように切り返すか、という点まで指導案に記載できなかった。

・ 中学校の強みである教科専門性を生かしきれなかった。社会科や英語科教員と話し合いながらカリキュラムや指導案を立

てることができれば、単元計画の途中においてＴＴの授業展開が実現できたかもしれない。

・「幸せ」「豊かさ」についての議論も考えたが、観念的なものにならないようにしたいという思いが強くなり、軌道修正した。「支

援」というのも個人レベルでできることや国レベルでできることが違って難しいと感じたので「社会に参画する態度」を育

てることを主眼とした。

・多様な人、多様な立場で議論することを単元計画の中でもう少し取り入れることができればよかった。

「途上国と日本は深く関わっていることが分かった」という生徒が多かった。家で自分が使っているスマホや携帯ゲーム機

を使うときの気持ちが変わったとか、ポテトチップスを以前と同じ気持ちでは食べられなくなった等という記述もあった。そして、

「日本はいろいろな国に助けられている」と考えるようになったという生徒が多かった。「だから日本も世界の国を助けない

といけない」「もっと良い世界になるように行動したい」という考えもたくさん書かれていた。

この学習を通して、生徒はそれぞれ、自身の中での変化があったと述べている。その変化が将来につながっていくものと

期待して、これからの授業も続けていきたい。
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 3.  成果が出た点
・ 同学年の若い担任の先生方も協力的で積極的だったため、学年全体で、すべてのクラスでほとんど同じ授業内容を実施す

ることができた。

・学期を通して、どのクラスも「国際理解」というテーマで継続的に授業を展開することができた。

・全体計画の見直し、単元計画、１時間ごとのワークシートと略案を作成できたので一例として次年度に残すことができる。

 4.  担当クラス以外での実践・報告について ( 内容・対象人数 )
・同学年他クラス（計７クラス）で本単元の授業（計 13 時間）を各担任が実施

対象人数：36 名×7 クラス

・学校図書館でサモアに関する工芸品と国際理解に関する図書を展示

対象人数：全校生徒（計 863 名）と教職員（計）

・報告書で還元

対象：教職員

 5.  備考（授業者による自由記述）
＊同学年の他クラスの担任がこの単元の授業を実施した感想＊

・ 知らないことを教えるのは難しいと感じた。道徳的な授業になることもあった。でも生徒と一緒に学べて楽しかった。生徒

は考える視野が広がっていった。

・ 個人的にとても興味深いテーマだったが、教師自身の知識不足が大きく、話題を掘り下げることが必要だったがなかなか

上手くできず悔しい。「世界は不平等だ」というネガティブな印象を生徒に与えてしまったかもしれない。

・ サモアでの体験がほとんど表に出てこないことがもったいないと感じた。国別や地域別で担当ということがあってもよかっ

た。できれば自分は東南アジアを担当したい。

・ 英語科では、１学期にはフェアトレード、２学期には人種問題、３学期にはマララ・ユスフザイさんのスピーチを扱う。社会

的なテーマが、いろいろな教科で関わっているので、横断的な学習となってよいと思う。

・ 英語で学んだフェアトレードと繋がっていると感じた生徒が多かった。パーム油は日本でも需要が高くたくさん輸入されて

いるのに作った人がもうからないのはなぜか、変だなどという感想があった。

・ 食べ物（特に普段、生徒たちが口にしている物）を扱う授業はインパクトがあった。実物を使う授業は、一番、印象に残っ

ているのではないかと思う。

・ 熱帯雨林の消失の授業で、２分間で某テーマパーク分の面積が消失していると話すと生徒は驚いていた。規模が大きい話

だとイメージしやすい例を示すと良いと感じた。

・ ミーナちゃんへの支援など、具体的に考える点は良かったが、募金という意見が多く、そのお金を「誰に使うのか」「何に

使うのか」まで深めることができなかった。自分事にとらえる＝自分たちにもできる支援ではないので、立場によってでき

ることが違うので立場でしっかりと考えさせたい。

・ 国際理解教育は本当に幅広いテーマだと思うので、毎月１つのトピックを扱い、その問題に対して自分たちができることは

何か探る、という型を作るのはどうだろうか。

例）①導入・ゲーム等→②問題の掘り下げ→③私たちの生活との比較→④私たちにできること

流員の方やジャイカボランティアの方から話を伺う場面の設定を取り入れることが望ましい。その際には、管理職に承認し

ていただき、年度当初から予算を立てておくことが必要である。

15
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【添付資料】

（次ページ以降参照：ワークシート、略案、資料など）

【参考資料】

・「アフリカローズ 幸せになる奇蹟のバラ」萩生田愛，ポプラ社，2017 年

・「ゾウの森とポテトチップス」横塚眞己人，そうえん社，2012 年

・「未来を変える目標 SDGs アイデアブック」Think the Earth, 2018 年

・「スマホから考える　世界・わたし・SDGs」開発教育協会，2018 年

・「パーム油のはなし～「地球にやさしい」ってなんだろう？」開発教育協会，改訂版 2016 年

・「マジカルバナナ v3」地球の木，改訂版 2010 年

・「コーヒーカップの向こう側　改訂新版」開発教育協会，改訂版 2015 年

・「新　貿易ゲーム　経済のグローバル化を考える」開発教育協会，改訂版 2009 年

・「国際理解教育実践資料集～世界を知ろう！考えよう！～」埼玉県立総合教育センター監修，国際協力機構（JICA）地球ひろば，

2015 年

・JICA 地球ひろば http://www.jica.go.jp/hiroba

・文部科学省 http://www.esd-jpnatcom.mext.go.jp
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職員会議 ： 「総合的な学習の時間」全体計画

－��－ 

総合的な学習の時間� � � � � 総合的な学習の時間全体計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第１学年 第２学年 第３学年 

探究課題 
・調べ方を学ぶ。 
・働くことについて考え

る。 

・わが町白山の良さを金

沢の町づくりから学ぶ。 
・職業や働く人の夢や願

いを考える。 

・関西研修における課題を

設定し、探究する。 
・社会に目を向けて課題を

発見し、自分の生き方を考

える。 
・職業の選択と社会への貢

献を考える。 

育
て
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力�

知
識
技
能�

 
・探究的な課題について解

決の仕方が分かる。 
・目標を持って学ぶことの

大切さが分かる。 
・身近な人の職業観から働

くことについて分かる。 

・金沢の町づくりの特徴が分

かる。 
・勤労や体験の探究的な学習

から様々な職業について分

かる。 

・探究的な課題の解決の仕

方を身に付けている。 
・進路の学習から現在及び

将来の自己の生き方につ

いて考えるための方法が

分かる。 

思
考
力
・
判
断
力 

表
現
力
等 

・問題状況の中から課題を

発見し、設定する。 
・必要な情報を収集し、得

た情報を比較したり関連

づけたりして整理する。 
・学習の仕方や進め方を振

り返り、学習や生活に生か

す。 
 

・目的に応じて手段を選択

し、必要な情報を収集、分析

する。 
・相手や目的に応じて論理的

で効果的な表現を工夫する。 
・学習を振り返り、今後の学

習や生活にいかそうとする。 

・多様な方法からより効率

的・効果的な手段を選択

し、確かな根拠を持って分

析をする。 
・論理的で効果的な表現を

工夫する。 
・学習を振り返り、今後の

生き方につなげる。 

学
び
に
向
か
う
力

人
間
性
等 

・異なる意見や他者の考え

を受け入れて尊重しよう

とする。 
・探究的な活動を通して、

自己の生き方を考え、夢や

希望などを持とうとする。 

・目標を明確にし、課題の解

決に向けて計画的に行動し

ようとする。 
・異なる立場の人や文化に進

んで関わろうとする。 

・主体的に考え、目標を持

って課題の解決に向けた

探究に取り組もうとする。 
・探究的な活動を通して、

進んで実社会・実生活の問

題の解決に取り組もうと

する。 

 

＜各学年のテーマ＞ 

第

１

学

年 

（身近な所から）発見する 
身近な人々や伝統文化に触れること

で、自分がどのように支えられてきた

かを知り、自分の将来像を考えるとと

もに、計画的に行動する。 

第

２

学

年 

（範囲を広げて）広げる創る 
身近な人々と関わり、その生き方に

触れることにより、自分の目標の再確

認をすることと、広い視野に立って考

え、行動する。 
第

３

学

年 

（自分を）見つめる 
社会の一員としての自分を見つめる

ことで、自分自身の生き方を考え、主

体的に行動する。 

＜学校教育目標＞ 
『価値ある汗と涙がさわやかに光り輝く学校』 

－生徒同士、先生同士、生徒と先生が響き合って－ 

＜生徒の実態＞ 
・県下有数の大規模校のため、

様々な特性をもった生徒集

団が存在する。 
・行事や部活動を通して、上級

生の姿を見て下級生が育ち、

学校生活の意欲へとつなが

っていると思われる。 
・自分の将来の生き方を考えて

いる生徒はまだまだ少ない。 
・主体的に課題を追求する姿勢

が弱く、積極性に欠ける。 
・考えを言葉で他や全体に伝え

るための表現が十分でない。 

＜地域の実態＞ 
・農村地区と新興住宅街、旧市

街地が共存していることに

加え、大型スーパーや遊興施

設が進出している。 
・地域の中心校であるため、地

域の強力なバックアップも

得られる環境にある。地域に

愛着を持ち、生徒を応援しよ

う、という地域の力が感じら

れる。 

＜保護者の願い＞ 
・他を思いやることのできる

優しい心を持つ生徒の育

成。 
＜教師の願い＞ 

・集団の一員として、自分を

大切にすると同時に、他も

尊重できるように、人の立

場になって考えたり、感じ

たり、行動したりすること

ができる生徒の育成。 

＜総合的な学習の時間の目標＞ 
探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行う

ことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えてい

くための資質・能力を育成することを目指す。 

＜育成することを目指す資質・能力＞ 
◆知識及び技能 
探究的な学習の過程において課題の解決に必要な知

識及び技能を身につけ，課題に関わる概念を形成し，

探究的な学習のよさを理解する。 
 
◆思考力・判断力・表現力等 
実社会や実生活の中から問いを見出し，自分で課題

を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表

現することができるようにする。 
 
◆学びに向かう力，人間性等 
探究的な学習に主体的・協動的に取り組むとともに， 
互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画し 
ようとする態度を養う。 

＜指導方法＞ 
・グループ学習や異年齢集団

による学習など多様な学習

形態を工夫し、他人の意見を

取り入れたり、自分の意見を

伝えたりする学習を行う。 
・外部の人と接するときのマ

ナー指導を徹底する。 
・課題意識を喚起させ、情報

収集、整理・分析、まとめ・

表現と、学習の過程を経由す

るように工夫する。 

＜指導体制＞ 
・必要に応じて外部人材を活

用する。 
・生徒の学習状況に応じた柔

軟的な指導体制をとる。 
 

＜学習の評価＞ 
・作文や作成したレポートな

どの制作物や振り返りのワ

ークシートなどを利用し、

生徒の良い点や進歩の状況

を積極的に評価する。 
・指導の過程や成果について

評価する。 

総合的な学習の時間       総合的な学習の時間 全体計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第１学年 第２学年 第３学年 

探究課題 
・調べ方を学ぶ。 
・働くことについて考え

る。 

・わが町白山の良さを金沢の

町づくりから学ぶ。 
・職業を知り、また働く人の

夢や願いを考える。 

・関西研修における課題を

設定し、探究する。 
・社会に目を向けて課題を

発見し、自分の生き方を考

える。 
・職業の選択と社会への貢

献を考える。 

育
て
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力 

知
識
・
技
能 

 
・探究的な課題について解

決の仕方が分かる。 
・目標を持って学ぶことの

大切さが分かる。 
・身近な人の職業観から働

くことについて分かる。 

・金沢の町づくりの特徴が分

かる。 
・勤労や体験の探究的な学習

から様々な職業について分

かる。 

・探究的な課題の解決の仕

方を身に付けている。 
・進路の学習から、現在及

び将来の自己の生き方に

ついて考えるための方法

が分かる。 

思
考
力
・
判
断
力
・ 

表
現
力
等 

・問題状況の中から課題を

発見し、設定する。 
・必要な情報を収集し、得

た情報を比較したり関連

づけたりして整理する。 
・学習の仕方や進め方を振

り返り、学習や生活に生か

す。 
 

・目的に応じて手段を選択

し、必要な情報を収集・分析

する。 
・相手や目的に応じて論理的

で効果的な表現を工夫する。 
・学習を振り返り、今後の学

習や生活にいかそうとする。 

・多様な方法からより効率

的・効果的な手段を選択

し、確かな根拠を持って分

析をする。 
・論理的で効果的な表現を

工夫する。 
・学習を振り返り、今後の

生き方につなげる。 

学
び
に
向
か
う
力
・ 

人
間
性
等 

・異なる意見や他者の考え

を受け入れて尊重しよう

とする。 
・探究的な活動を通して、

自己の生き方を考え、夢や

希望などを持とうとする。 

・目標を明確にし、課題の解

決に向けて計画的に行動し

ようとする。 
・異なる立場の人や文化に進

んで関わろうとする。 

・主体的に考え、目標を持

って、課題の解決に向けた

探究に取り組もうとする。 
・探究的な活動を通して、

進んで実社会・実生活の問

題の解決に取り組もうと

する。 

 

＜各学年のテーマ＞ 

第

１

学

年 

（身近な所から）発見する 
身近な人々や伝統文化に触れること

で、自分がどのように支えられてきた

かを知り、自分の将来像を考えるとと

もに、計画的に行動する。 

第

２

学

年 

（範囲を広げて）広げる創る 
身近な人々と関わり、その生き方に

触れることにより、自分の目標の再確

認をするとともに、広い視野に立って

考え、行動する。 
第

３

学

年 

（自分を）見つめる 
社会の一員としての自分を見つめる

ことで、自分自身の生き方を考え、主

体的に行動する。 

 

＜学校教育目標＞ 
『価値ある汗と涙がさわやかに光り輝く学校』 

－生徒同士、先生同士、生徒と先生が響き合って－ 

＜生徒の実態＞ 
・県下有数の大規模校のため、

様々な特性をもった生徒集団

が存在する。 
・上級生の姿を見て（行事や部

活動を通して）下級生が育つ

良いサイクルがある。また上

級生の姿は学校生活に意欲を

持つことにもつながっている

と思われる。 
・自分の将来の生き方を考えて

いる生徒はまだまだ少ない。 
・主体的に課題を追求する姿勢

が弱く、積極性に欠ける。 
・考えを他や全体に伝えるため

の言葉の表現力が十分でな

い。 

＜地域の実態＞ 
・農村地区と新興住宅街、旧市街

地が共存していることに加え、

大型スーパーや遊興施設が進

出している。 
・地域の中心校であるため、地域

の強力なバックアップを得ら

れる環境にある。生徒を応援し

よう、という地域に愛着を持つ

地元の方々の力を感じる。 

＜保護者の願い＞ 
・他を思いやることのでき

る優しい心を持つ生徒の

育成。 
＜教師の願い＞ 

・集団の一員として、自分

を大切にすると同時に、

他も尊重できるように、

人の立場になって考えた

り、感じたり、行動した

りすることができる生徒

の育成。 

 

＜総合的な学習の時間の目標＞ 
探究的な見方・考え方を働かせた横断的・総合的な学習を行う

ことを通し、よりよく課題を解決していくための、また自己の行

動や生き方を考えていくための資質・能力を育成する。 

 
＜育成することを目指す資質・能力＞ 

 
◆知識及び技能 
探究的な学習の過程において課題の解決に必要な知

識及び技能を身につけ、課題に関わる概念を形成し、

探究的な学習のよさを理解する。 
 
◆思考力・判断力・表現力等 
実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課題

を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表

現することができるようにする。 
 
◆学びに向かう力・人間性等 
探究的な学習に主体的・協動的に取り組むとともに、 
互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画し 
ようとする態度を養う。 

＜指導方法＞ 
・グループ学習や異年齢集

団による学習など多様な

学習形態を工夫し、他人

の意見を取り入れたり、

自分の意見を伝えたりす

る学習を行う。 
・外部の人と接するときの

マナー指導を徹底する。 
・課題意識を喚起させ、情 

報収集、整理・分析、ま 
とめ・表現と、学習の過 
程を経由するように工夫 
する。 

＜指導体制＞ 
・必要に応じて外部人材を

活用する。 
・生徒の学習状況に応じた 

柔軟的な指導体制をと 
る。 

＜学習の評価＞ 
・作文や作成したレポート

などの制作物や振り返り

のワークシートなどを利

用し、生徒の良い点や進

歩の状況を積極的に評価

する。 
・指導の過程や成果につい

て評価する。 
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白山市立松任中学校� ����������

３年� 総合的な学習の時間�

�

〈テーマ〉【国際理解】 
 
〈単元名〉世界に目を向ける「Share Happy? � ～ともに生きる� 地球の未来～」 
 
〈目標〉 
・国際的な問題に関わる内容に触れ、持続可能な開発・発展のための視点を認識する。【知識・技能】 
・多角的な視点から情報を分析したり課題の解決方法を探ったりしながら、世界の問題の解決のために何がで

きるかを考える。【思考力・判断力・表現力】 
・学習を通して豊かな人間性や社会性を養い、またグローカルな視点を身につけ、進んで実社会に参画しようと

する態度を育む。【学びに向かう力・人間性】�

 
〈評価の観点〉 

① 知識技能 
② 思考力・判断力・表現力 
③ 学びに向かう力・人間性 

� ※詳細は別紙提案 
 
〈学習の注意点〉 
＊探究的な学習を行う。 
＊３つの配慮事項 
１）他者と協働 

� � ・多様な立場の他者と 
� � ・多様な意見のやりとり 
� � ・双方向のコミュニケーション 
２）言語による表現 
� ・情報の整理や分析の場面で 
� ・レポートやプレゼンの場面で 
� ・聞き手になった場面では質問やアドバイスを 
３）考えるための技法 
� ・多様な考え方（比較、分類、関連づけなど）を意図的に 
� ・実社会・実生活の場面でも活用できるように 
� ・他教科で身についた力も横断的に 

 
〈学習の流れ〉 
＊第１次：世界の諸問題を知る 
＊第２次：「自分事」としてとらえて解決方法を考える 
＊第３次：個人レポートでまとめる、掲示 

学年会 ： 松任中３年「国際理解」総合的な学習の時間　1/3

白山市立松任中学校 2018/8/28 

３年 総合的な学習の時間 

 

〈テーマ〉【国際理解】 
 
〈単元名〉世界に目を向ける「Share Happy?  ～ともに生きる 地球の未来～」 
 
〈目標〉 
・国際的な問題やその内容に触れ、持続可能な開発・発展のための視点を認識する。【知識・技能】 
・多角的な視点から情報を分析したり課題の解決方法を探ったりしながら、世界の問題の解決のために何がで

きるかを考える。【思考力・判断力・表現力】 
・学習を通して豊かな人間性や社会性を養い、またグローカルな視点を身につけ、進んで実社会に参画しようと

する態度を育む。【学びに向かう力・人間性】 

 
〈評価の観点〉 

① 知識・技能 
② 思考力・判断力・表現力 
③ 学びに向かう力・人間性 
詳細は別紙提案 

 
〈学習の注意点〉 

＊探究的な学習を行う 
＊３つの配慮事項 
１）他者と協働 

  ・多様な立場の他者と 
  ・多様な意見をやりとり 
  ・双方向のコミュニケーション 

２）言語による表現 
 ・情報の整理や分析の場面で 
 ・レポート作成やプレゼンの場面で 
 ・聞き手になった場面では質問やアドバイスを 
３）考えるための技法 
 ・多様な考え方（比較、分類、関連づけなど）を意図的に 
 ・実社会・実生活の場面でも活用できるように 
 ・他教科で身についた力も横断的に 

 
〈学習の流れ〉 

＊第１次：世界の諸問題を知る 
＊第２次：「自分事」としてとらえ、解決方法を考える 
＊第３次：個人でレポートにまとめる、掲示 
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９月からの単元構想（案）�

 
 

次 時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材・資料 

１ １ 【世界を知ろう】 
 

・これから半年間の学習内容を知る。 
・「国際理解」という word からブレーン

ストーミングをしてみる。 

ワークシート 
付箋 

２ 【世界を知ろう】 
「探検しよう� みんなの地球」① 

・フォトランゲージで世界の国クイズ。 
・「友達がいたらいいなあと思う国」「ちょ

っと旅をしてみたい国」「ずっと住んでみ

たい国」を挙げ、その理由を書く。【残す】 

写真１２枚程 

３ 【世界を知ろう】 
「探検しよう� みんなの地球」② 

・前回の振り返りをする。【残した紙使用】 
・途上国と先進国があることに気づく。 
 

＊５才までの死

亡率と死因 
＊紛争地域の分

布図 
＊水など 

４ 【世界を知ろう】 
「need or want?」 

・無人島で暮らすとしたらどのアイテム

を持っていくか、優先順位をつける。 
・アイテムを「生活」「医療」「教育」に分

けてみる。 
・気づいたことをまとめる。 

＊ダイヤモンド

グラムを班１つ 
＊アイテムカー

ド 

５ 【世界を知ろう】 
字が読めないってどんなこと？ 

・外国語で「水」「毒」「薬」と書かれたラ

ベルが貼られた３つのボトルを用意する。 
・世界の識字率を知る。 
・字が読めないとどんなことが起こりう

るか、考えたことや気づいたことをまとめ

る。 

＊３つのペット

ボトル 
（水・塩水・いろ

はす） 

６ 【世界を知ろう】 
見つけよう、外国から来たもの 

・自分たちの生活の中から外国とつなが

っているものを見つける。 
・１８個のアイテムのうちアフリカとつ

ながっているものを考える。 
・パーム油 or スマホ or コーヒーor ファ

ストファッションなどを取り上げ、どの国

と関係が深いか知る。 
・気づいたことをまとめる。 

＊他の国とつな

がるもの（実物） 

７ 【世界を知ろう】 
フェアなトレードって何か？ 
� or 
世界がもし１００人の村だったら

のワークショップ 

・貿易ゲームをする。 
 
・富の格差について知る。 
・平等な世界をつくるためにどうしたら

よいか、解決策を考える。 

＊貿易ゲームカ

ード 
 
＊世界が～のカ

ード（１人１枚） 

学年会 ： 松任中３年「国際理解」総合的な学習の時間　2/3

 

９月からの単元構想 

次 時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材・資料 

1 1 【世界を知ろう】 
はじめに 
まずは姉妹都市クイズから 

・これからの半年間の学習内容を知る。 
・フォトランゲージで「白山市の姉妹都市」ク

イズをする。 

＊ワークシート 
＊白山市の姉妹都

市の写真 
2 【世界を知ろう】 

探検しよう みんなの地球① 
なぜ、今、国際理解が大事な

の？ 

・フォトランゲージで世界の国クイズをする。 
・「国際理解」という中心ワードからブレーン

ストーミングをする。 
・これから調べてみたいことや考えてみたい

ことを挙げる。 

＊世界の国の写真

９枚 
＊付箋 

3 【世界を知ろう】 
探検しよう みんなの地球② 
開発途上国の現状を知ろう 
 

・「一度旅をしてみたい国」「友達がいたらいい

なあと思う国」「ずっと住んでみたい国」を挙

げ、その理由を書く。 
・スライドを見て、自分たちが挙げた国は「先

進国」と「途上国」、どちらに入っているか分

類する。 
・スライドを見て３つの問いについて考える。 
・「国際理解」の資料を読む。 

＊スライド 
５才未満児の死亡

率やハンガーマッ

プなどが載ってい

るパワーポイント

資料 
＊「国際理解教育 
とは」資料 

4 【世界を知ろう】 
Needs or Wants? 

・無人島で暮らすとしたらどのアイテムを持

っていくか。ダイヤモンドグラムを用いて、優

先順位をつける。 
・選んだアイテムを「生活」「医療」「教育」に

分けてみる。 
・気づいたことをまとめる。 

＊ダイヤモンドグ

ラム 
（班に１つ） 
＊アイテムカード 
（班に１セット） 

5 【世界を知ろう】 
字が読めないってどんなこ

と？ 

・外国語で「水」「毒」「薬」と書かれたラベル

が貼られた３つのボトルを用意する。 
・世界の識字率を知る。 
・字が読めないとどんなことが起こりうるか、

考えたことや気づいたことをまとめる。 

＊３つのペットボ

トル 
（水・塩水・いろは

す） 
＊識字率の世界地

図 
6 【世界を知ろう】 

私たちの生活とアフリカのつ

ながりを考える 

・１８個のアイテムの中からアフリカとつな

がっているものを見つける。 
・スマホの裏側について知る。 
・気づいたことをまとめる。 

＊１８個のアイテ

ムワークシート 

7 【世界を知ろう】 
私たちの生活と熱帯雨林のつ

ながりを考える 

・熱帯雨林クイズをする。 
・パーム油について知る。 
・パーム油が使われている製品を知る。 
・私たちの便利な日常生活と熱帯雨林の消失

が密接につながっていることを知る。 

＊ポテトチップス

やカップラーメン

などの実物 
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次 時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材・資料 

２ 
 

８ 【Share happy?】 
「世界における日本の役割」 

・日本は世界の中で必要とされる国の第2
位であることを知る。 
・ボランティアの中身を知る。 
・「ぼくのお父さんは◯◯というやつに殺

されました」を読む。 
・世界における日本の役割について考え

る。 

＊「僕のお父さん

はボランティア

というやつに殺

されました」 

９ 【Share happy?】 
負の連鎖を断ち切るために① 

・負の連鎖を知る。 
・断ち切るための方策を考える。 
・日本人として何ができるか考える。 

 

��� 【Share happy?】 
負の連鎖を断ち切るために② 

・寄付２００万円をもらったら何をした

いか考える。 
・「保健省」「教育省」「産業経済省」「農業

省」の４つの役割に分かれて考える。 

 

��� 【Share happy?】 
マニュフェストをつくる 

・あなたがもし地球大統領だったらどの

ようなマニュフェストをかかげるか。 
 

３ 
 

��� 【ともに生きる 地球の未来】 ・ＳＤＧｓという概念を知る。 
・１００年後の地球を考え、優先順位をつ

ける。その理由も考える。 

 

13 【ともに生きる 地球の未来】 ・自分が一番取り組みたいもの、取り組め

そうなものは何か。 
・自分ＳＤＧｓを作成する。 

 

14 【ともに生きる 地球の未来】 ・ＳＤＧｓからテーマを決める。 
・課題を決め、現状を調べる。 
 

 

15 【ともに生きる� 地球の未来】 ・解決方法を探る。 
・個人レポートにまとめる。 
・発表会をする。 

 

ける。その理由も考える。

学年会 ： 松任中３年「国際理解」総合的な学習の時間　3/3

次 時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材・資料 

1 8 【世界を知ろう】 
私たちの生活と熱帯雨林のつ

ながりを考える 

・熱帯雨林をこれ以上伐採しないようにす

るには何ができるか考える。 
・パーム油農園で働くミーナちゃんの話を

聞く。 
・ミーナちゃんを助けるために何ができる

か考える。 

＊油ヤシプランテー

ション、油ヤシの実な

どの写真 

2 9 【負の連鎖を断ち切るために】 
貧困の負の連鎖を知ろう 

・貧困の負の連鎖を知る。 
・負の連鎖を断ち切るための方策を考え

る。 

＊負の連鎖を考える

ための８枚のカード・

班用の負の連鎖を書

き込むワークシート 
（班に１セット） 

10 【負の連鎖を断ち切るために】 
地球大統領選挙に出よう！ 
マニフェスト・政策を考える 

・「より良い地球国」を作るために地球大統

領選挙を行うことを知る。 
・どんな方策をとれば地球はより良くなる

か考え、マニフェストを練る。 
・マニフェストの理念を考え、それをもと

に４つの省（役割）に分かれ、それぞれの省

で取るべき政策を考える。 

＊ シンキングツール

となるワークシート 

11 【負の連鎖を断ち切るために】 
地球大統領選挙を実施！ 

・地球大統領選挙を実施し、１つに投票す

る。 
・それが良いと思った理由を述べる。 
・出てきた案が未だに実現していない理由

を考える。 

＊各班で作成した発

表用の模造紙 

3 

 

12 【ともに生きる 地球の未来】 
ＳＤＧｓを知ろう 

・ＳＤＧｓという世界が掲げている開発目

標を知る。 
・ＳＤＧｓ１７のゴールの中から１つ調べ

学習を行うゴールを決める。 

＊ＳＤＧｓを理解す

るための本や資料 

13 【ともに生きる 地球の未来】 
世界に存在する課題について

調べる 

・レポートは「現状」「原因」「解決のために

何ができるか」という観点で作成すること

を知る。 
・課題を決め、調べ学習を行う。 

＊調べ学習を行うた

めの図書館などから

の資料 
 

14 【ともに生きる 地球の未来】 
自分なりの未来への提案を考

えよう 

・解決方法を探る。 
・個人レポートにまとめる。 
 

＊参考文献の書き方

マニュアル 

15 【ともに生きる 地球の未来】 
ＳＤＧｓ発表会 

・発表会をする。  
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【
３
年
】
�
９
月
１
０
日
（
月
）
６
限
目
�
：
各
ク
ラ
ス
�

★
ね
ら
い
：
今
後
の
学
習
テ
ー
マ
を
知
り
、
最
後
ま
で
の
見
通
し
を
持
つ
。

�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
５
分

 
        １
０
分

 

①
 
２
学
期
か
ら
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

 
学
習
テ
ー
マ
は
「
国
際
理
解
」
で
す
。

 
②

 
 １

年
生
で
は
「
太
鼓
や
狂
言
な
ど
地
元
の
芸
能
」「

金
沢
研
修
に
む
け
て

金
沢
の
こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。

 
２
年
生
で
は
「
地
域
の
職
場
に
で
か
け
て
地
域
の
仕
事
を
知
る
」「

修
学

旅
行
に
む
け
て
関
西
に
つ
い
て
知
る
」
こ
と
を
し
ま
し
た
。

 
３
年
生
で
は
金
沢
と
関
西
を
比
較
し
て
良
さ
を
み
つ
け
ま
し
た
。

 
ど
ん
ど
ん
視
野
が
広
が
っ
て
き
た
の
が
わ
か
り
ま
す
か
？

 
次
は
日
本
を
出
て
世
界
へ
目
を
向
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 
③

 
･･
･と

い
っ
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
ま
ず
は
ク
イ
ズ
で
す
。

 
④

 
第
１
問
「
白
山
市
の
姉
妹
都
市
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」

 
＊
答
え
は
６
つ
（
国
内
１
、
国
外
５
）

 
→
黒
板
に
地
図
を
貼
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。

 
→
◯
番
◯
◯
国
、
都
市
名
は
◯
◯
�

⑤
 
第
２
問
「
次
の
Ａ
～
Ｆ
の
写
真
は
、
そ
の
６
つ
の
国
の
ど
れ
か
？
そ
う
判

断
し
た
理
由
は
何
か
？
」

 
→
黒
板
に
写
真
を
貼
る
。

 

�
 

 ●
地
元
→
地
域
→
関
西
→
世
界
と
い
う

視
点
の
広
が
り
を
実
感
さ
せ
る
。

 
      ●
自
由
な
発
言
を
す
る
雰
囲
気
を
大
事

に
す
る
。

 
 

展
開
①

 
２
０
分

 
              １
０
分

 
 

⑥
 
６
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

 
・
Ａ
～
Ｆ
の
写
真
を
３
分
ず
つ
回
す
。（

３
分

×４
回
）

 
�
�
・
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
を
書
か
せ
る
。

 
   （
プ
リ
ン
ト
を
ま
と
め
る
時
間
＋
黒
板
に
書
き
に
行
く
時
間
）

 
 

⑦
 
班
ご
と
に
答
え
を
黒
板
に
書
く
。

 
�
（
例
）

 
 

②
 

 
②

 
③

 
 

④
 

⑥
 

 ⑥
 

１
班

 
Ｂ

 
Ｄ

 
Ｅ

 
Ｃ

 
･･
･ 

 
２
班

 
Ａ

 
Ｄ

 
Ｂ

 
Ｃ

 
･･
･ 

 
３
班

 
Ｂ

 
Ｄ

 
Ｅ

 
Ｆ

 
･･
･ 

 
･･
･ 

 
 

 
 

 
 

 ⑧
 
そ
う
判
断
し
た
理
由
を
発
表
す
る
。

 
⑨
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

 

●
先
生
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
す
る
。

●
先
生
は
黒
板
に
、
写
真
を
次
は
ど
の

班
に
渡
せ
ば
よ
い
か
班
の
番
号
を
書
く

な
ど
し
て
示
す
。

 
�
（
例
）
�
前

 
�
�
□
�
�
□
�
�
□
�

�
�
□
�
�
□
�
�
□

 
  

 ま
と
め

 
５
分

 

 ⑨
 
次
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
テ
ー
マ
を
知
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
目
標
を
知
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
流
れ
を
知
る
。

 
最
後
は
１
人
１
レ
ポ
ー
ト
（
卒
業
レ
ポ
ー
ト
）
を
作
成
す
る
こ

と
を
知
る
。

 

 ◎
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
枚
を
�

ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
。

 
 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

1時
間

目

松
任

中
学

校
３

年
�

総
合

的
な

学
習

の
時

間
�

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�

�
組

�
�

�
番

�
氏

名
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�  

  � �

今
後

の
学

習
に

つ
い

て
�

� � � � � � � � � � �

�

� � � �

       

� � �

 

３
年

�
【

世
界

を
知

ろ
う

】
�

＜
目

標
＞

�

・
現

在
、

地
球

上
に

は
ど

の
よ

う
な

問
題

や
課

題
が

あ
る

か
を

知
り

、
そ

の
解

決
に

む
け

た
持

続
可

能
な

開
発

を
行

う
た

め
の

視
点

や
グ

ロ
ー

カ
ル

な
視

点
を

 

身
に

つ
け

る
。

�

・
多

角
的

な
視

点
か

ら
情

報
を

分
析

し
た

り
�

課
題

の
解

決
方

法
を

探
っ

た
り

し
な

が
ら

、
�

国
際

的
な

問
題

の
解

決
の

た
め

に
何

が
で

�

き
る

か
を

考
え

る
。

�

・
主

体
的

、
協

働
的

に
課

題
解

決
的

な
学

習
に

取
�

り
組

む
こ

と
を

通
し

て
、

豊
か

な
人

間
性

や
�

社
会

性
を

養
い

、
進

ん
で

実
社

会
に

参
画

し
�

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

。
�

＜
流

れ
＞

�
◇

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・

白
山

市
の

姉
妹

都
市

に
つ

い
て

�

◇
地

球
に

は
ど

ん
な

人
々

が
暮

ら
し

て
い

る
か

を
知

る
�

◇
世

界
の

諸
問

題
を

「
自

分
事

」
と

し
て

と
ら

え
る

�

◇
世

界
に

お
け

る
日

本
の

役
割

を
考

え
る

�

◇
「

負
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
た

め
に

」
何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
�

◇
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

観
点

を
一

人
一

つ
選

び
、

調
べ

学
習

を
す

る
�

◇
一

人
ず

つ
卒

業
レ

ポ
ー

ト
（

１
人

１
研

究
レ

ポ
ー

ト
）

を
作

成
す

る
�

※
自

ら
課

題
を

見
つ

け
、

研
究

す
る

。
�

※
調

べ
、

ま
と

め
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

、
発

信
す

る
。

�

※
三

年
間

の
学

習
を

す
べ

て
踏

ま
え

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
て

発
信

す
る

。
�

�

「
１

人
１

研
究

レ
ポ

ー
ト

」
の

テ
ー

マ
�

国
際

的
な

問
題

の
解

決
の

た
め

、
「

『
世

界
の

幸
せ

の
た

め
』

に
�

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
か

考
え

、
発

信
、

提
言

を
行

う
。

 

展
開

計
画

　
1時

間
目

 ： 
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

松
任

中
学

校
３

年
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
 

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
o
.
1
 

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と

も
に

生
き

る
地

球
の

未
来

 

 
 

 
組

 
 

 
番

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

今
後

の
学

習
に

つ
い

て
 

           

 

    

       

   

 

３
年

 
【

世
界

を
知

ろ
う

】
 

＜
目

標
＞

 

・
現

在
、

地
球

上
に

は
ど

の
よ

う
な

問
題

や
課

題
が

あ
る

か
を

知
り

、
そ

の
解

決
に

む
け

た
持

続
可

能
な

開
発

を
行

う
た

め
の

視
点

や
グ

ロ
ー

カ
ル

な
視

点
を

 

身
に

つ
け

る
。

 

・
多

角
的

な
視

点
か

ら
情

報
を

分
析

し
た

り
 

課
題

の
解

決
方

法
を

探
っ

た
り

し
な

が
ら

、
 

国
際

的
な

問
題

の
解

決
の

た
め

に
何

が
で

 

き
る

か
を

考
え

る
。

 

・
主

体
的

、
協

働
的

に
課

題
解

決
的

な
学

習
に

取
 

り
組

む
こ

と
を

通
し

て
、

豊
か

な
人

間
性

や
 

社
会

性
を

養
い

、
進

ん
で

実
社

会
に

参
画

し
 

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

。
 

＜
流

れ
＞

 
◇

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・

白
山

市
の

姉
妹

都
市

に
つ

い
て

 

◇
地

球
に

は
ど

ん
な

人
々

が
暮

ら
し

て
い

る
か

を
知

る
 

◇
世

界
の

諸
問

題
を

「
自

分
事

」
と

し
て

と
ら

え
る

 

◇
世

界
に

お
け

る
日

本
の

役
割

を
考

え
る

 

◇
「

負
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
た

め
に

」
何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
 

◇
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

観
点

を
一

人
一

つ
選

び
、

調
べ

学
習

を
す

る
 

◇
一

人
ず

つ
卒

業
レ

ポ
ー

ト
（

１
人

１
研

究
レ

ポ
ー

ト
）

を
作

成
す

る
 

※
自

ら
課

題
を

見
つ

け
、

研
究

す
る

。
 

※
調

べ
、

ま
と

め
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

、
発

信
す

る
。

 

※
三

年
間

の
学

習
を

す
べ

て
踏

ま
え

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
て

発
信

す
る

。
 

「
１

人
１

研
究

レ
ポ

ー
ト

」
の

テ
ー

マ
 

国
際

的
な

問
題

の
解

決
の

た
め

、
「

『
世

界
の

幸
せ

の
た

め
』

に
 

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
か

考
え

、
発

信
、

提
言

を
行

う
。

 

【
３
年
】
 
９
月
１
０
日
（
月
）
６
限
目
 
：
各
ク
ラ
ス
 

★
ね
ら
い
：
今
後
の
学
習
テ
ー
マ
を
知
り
、
最
後
ま
で
の
見
通
し
を
持
つ
。

 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
５
分

 
        １
０
分

 

①
 
２
学
期
か
ら
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

 
学
習
テ
ー
マ
は
「
国
際
理
解
」
で
す
。

 
②

 
１
年
生
で
は
「
太
鼓
や
狂
言
な
ど
地
元
の
芸
能
」「

金
沢
研
修
に
む
け
て

金
沢
の
こ
と
」
を
学
び
ま
し
た
。

 
２
年
生
で
は
「
地
域
の
職
場
に
で
か
け
て
地
域
の
仕
事
を
知
る
」「

修
学

旅
行
に
む
け
て
関
西
に
つ
い
て
知
る
」
こ
と
を
し
ま
し
た
。

 
３
年
生
で
は
金
沢
と
関
西
を
比
較
し
て
良
さ
を
み
つ
け
ま
し
た
。

 
ど
ん
ど
ん
視
野
が
広
が
っ
て
き
た
の
が
わ
か
り
ま
す
か
？

 
次
は
日
本
を
出
て
世
界
へ
目
を
向
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 
③

 
･･
･と

い
っ
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
ま
ず
は
ク
イ
ズ
で
す
。

 
④

 
第
１
問
「
白
山
市
の
姉
妹
都
市
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」

 
＊
答
え
は
６
つ
（
国
内
１
、
国
外
５
）

 
→
黒
板
に
地
図
を
貼
る
。
６
つ
と
知
っ
た
後
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す

る
。

 
→
◯
番
◯
◯
国
、
都
市
名
は
◯
◯
 

⑤
 
第
２
問
「
次
の
Ａ
～
Ｆ
の
写
真
は
、
そ
の
６
つ
の
国
の
う
ち
ど
れ
か
？
そ

う
判
断
し
た
理
由
は
何
か
？
」

 
→
黒
板
に
写
真
を
貼
る
。

 

 
 

 ●
地
元
→
地
域
→
関
西
→
世
界
と
い
う

視
点
の
広
が
り
を
実
感
さ
せ
る
。

 
      ●
自
由
な
発
言
を
す
る
雰
囲
気
を
大
事

に
す
る
。

 
 

展
開
①

 
２
０
分

 
              １
０
分

 
 

⑥
 
６
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

 
・
Ａ
～
Ｆ
の
写
真
を
３
分
ず
つ
回
す
。（

３
分
×
６
回
）

 
 
 
・
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
を
書
か
せ
る
。

 
   （
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
る
時
間
＋
黒
板
に
書
き
に
行
く
時
間
）

 
 

⑦
 
班
ご
と
に
答
え
を
黒
板
に
書
く
。

 
 
（
例
）

 
 

①
 

 
②

 
 

③
 

 
④

 
 

⑤
 

 
⑥

 
 

１
班

 
Ｂ

 
Ｄ

 
Ｅ

 
Ｃ

 
･･
･ 

 
２
班

 
Ａ

 
Ｄ

 
Ｂ

 
Ｃ

 
･･
･ 

 
３
班

 
Ｂ

 
Ｄ

 
Ｅ

 
Ｆ

 
･･
･ 

 
･･
･ 

 
 

 
 

 
 

 ⑧
 
そ
う
判
断
し
た
理
由
を
発
表
す
る
。

 
⑨

 
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

 

●
先
生
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
す
る
。

●
写
真
を
次
は
ど
の
班
に
渡
せ
ば
よ
い

か
指
示
す
る
。

 
 
（
順
番
例
）
 
前

 
 
 
□
 
 
□
 
 
□
 

 
 
□
 
 
□
 
 
□

 
  

 ま
と
め

 
５
分

 

 ⑩
 
次
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
テ
ー
マ
を
知
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
目
標
を
知
る
。

 
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
流
れ
を
知
る
。

 
最
後
は
１
人
１
レ
ポ
ー
ト
（
卒
業
レ
ポ
ー
ト
）
を
作
成
す
る
こ

と
を
知
る
。

 

 ◎
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
枚
を
ポ
ケ
ッ
ト
フ
 

ァ
イ
ル
に
綴
る
。
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 総
合

的
な
学

習
の

時
間

の
ポ

ケ
ッ

ト
フ

ァ
イ

ル
が

 
届

き
ま

し
た

！
！

 
（

不
登

校
生

徒
、

た
け

の
こ

生
徒

分
も

入
っ

て
い

ま
す

）
 

来
な

い
生
徒

に
も

渡
し

て
く

だ
さ

い
。
何
に

で
も

使
え

る

フ
ァ

イ
ル
な

の
で

家
の

人
に

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

 
 ク

ラ
ス

�

番
号

�

氏
名

�

を
記

名
さ
せ

て
、

 
フ
ァ

イ
ル

の
１

つ
め

の
ポ

ケ
ッ

ト
に

�

左
開

き
※
英

語
、
数
学
、
社
会
、
理
科
の
教
科
書
と
同
じ
向
き

�

で
綴

ら
せ
て

く
だ

さ
い

。
 

  

展
開

計
画

　
1時

間
目

 ： 
フ

ァ
イ

ル
の

表
紙

　
2/

2

３
年

 総
合

的
な

学
習

の
時

間
�

 国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」

�

 

S
h
a
r
e
 

H
a
p
p
y
？

 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 
                 松

任
中
学
校

�
３
年
�

�
�
�
組

�
�
�
�

番
�

� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
氏
名

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

展
開

計
画

　
1時

間
目

 ： 
フ

ァ
イ

ル
の

表
紙

　
1/

2
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� ☆
班

で
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

�

次
の

写
真

Ａ
～

Ｆ
は

そ
れ

ぞ
れ

①
～

⑥
の

ど
の

姉
妹

都
市

か
？

そ
う

考
え

た
理

由
も

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

 ①
 �

� � 理
由
�
�
�
�
�
�
�
�
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松
任
中
学
校
３
年

�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

は
じ
め
に
�

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来
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�
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�

�

� ３
年

生
で

は
「

国
際

理
解

」
に

関
す

る
学

習
を

行
い

ま
す

。
世

界
に

は
ど

ん
な

国
が

あ
っ

て
、
ど

の
よ

う
な

世
界

的
規

模
の

問
題

が
起

き
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
世

界
へ

と
ど

ん
ど

ん
視

野
を

ひ
ら

い
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
そ

の
導

入
と

し
て

、
ま

ず
、
み

な
さ

ん
に

白
山

市
の

姉
妹

都
市

に
つ

い
て

尋
ね

ま
す

。
ど

れ
く

ら
い

知
っ

て
い

る
で

し
ょ

う

か
。

そ
れ

ぞ
れ

に
あ

て
は

ま
る

国
・

都
市

を
選

び
ま

し
ょ

う
。

そ
の

都
市

の
写

真
も

わ
か

る
で

し
ょ

う
か

。
�

白
山
市
の
姉
妹
都
市
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
�
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 ☆
班

で
話

し
合

い
ま

し
ょ

う
。

 

次
の

写
真

Ａ
～

Ｆ
は

そ
れ

ぞ
れ

①
～

⑥
の

ど
の

姉
妹

都
市

か
？

そ
う

考
え

た
理

由
も
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き

ま
し

ょ
う

。
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  � 【
探

検
し

よ
う

�
み

ん
な

の
地

球
①

】
～

こ
れ

は
ど

こ
の

国
？

～
�

写
真

を
よ

く
見

て
み

ま
し

ょ
う

。
１

枚
の

写
真

に
た

く
さ

ん
の

情
報

が
隠

れ
て

い
ま

す
。

�

ど
こ

の
国

で
し

ょ
う

か
。

写
っ

て
い

る
物

と
選

択
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か
ら

考
え

ま
し

ょ
う
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画

　
2時

間
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 ： 
世

界
の

国
ク

イ
ズ

　
1/

2

【
３
年
①
】
�
９
月
１
９
日
（
水
）
６
限
目
�
：
各
ク
ラ
ス
�

★
ね
ら
い
：
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
（
な
ぜ
「
国
際
理
解
」
が
大
事
な
の
か
な
？
）�

★
準
備
物
：
班
活
動
用
の
ふ
せ
ん
、
磁
石
（
９
枚
の
写
真
を
貼
る
た
め
）
�

�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
８
分

 
      

①
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
テ
ー
マ
は
「
国
際
理
解
」
で
す
。

 
②

 
今
日
は
地
図
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。（

世
界
の
言
葉
で
「
あ
り
が
と
う
」）

 
知
っ
て
い
る
国
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
→
「
あ
り
が
と
う
」
を
い
ろ
い
ろ
な
言
語
で
や
っ
て
み
て
も
よ
い
。

 
�
★
後
半
重
た
い
の
で
さ
く
さ
く
と
！
出
来
て
も
２
つ
ま
で
。
あ
と
は
地
図
を

教
室
掲
示
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

 
③
今
日
の
課
題
は
「
探
検
し
よ
う
�
み
ん
な
の
地
球
」
で
す
。

 
�
世
界
の
国
々
の
こ
と
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
�
と
い
う
わ
け
で
今
日
は
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
、
一
枚
の
写
真
か
ら

 
�
ど
の
国
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

 
�
一
枚
の
写
真
の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
情
報
が
隠
れ
て
い
る
の
で

 
�
よ
く
見
て
何
が
写
っ
て
い
る
か
書
き
留
め
ま
し
ょ
う
。

 

�
 

  ●
自
由
な
発
言
を
す
る
雰
囲
気
を
大
事

に
す
る
。

 
 ★
「
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
と
は

 
�
写
真
＆
言
語
と
い
う
意
味
で
、

 
�
写
真
に
載
っ
て
い
る
情
報
を

 
�
読
み
取
る
と
い
う
方
法
で
す
。

 

展
開
①

 
１
５
分

 
     ５
分

 
 

④
４
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

 
・
Ａ
～
Ｉ
の
写
真
を
３
分
ず
つ
回
す
。（

１
分

×９
回
）

 
�
�
・
写
真
に
何
が
写
っ
て
い
る
か
を
よ
く
み
て
書
か
せ
る
。

 
 ⑤
答
え
あ
わ
せ
を
す
る
。

 
�
★
答
え
合
わ
せ
も
さ
く
さ
く
と
。

 
 ⑥
意
外
だ
っ
た
国
は
ど
こ
で
す
か
？
（
国
の
名
前
を
書
か
せ
る
）

 
⑦
意
外
に
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
（
理
由
を
書
か
せ
る
）

 

●
先
生
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
す
る
。

 
★
後
半
重
た
い
の
で
さ
く
っ
と
。

 
 ●
先
生
は
黒
板
に
、
写
真
を
次
は
ど
の

班
に
渡
せ
ば
よ
い
か
班
の
番
号
を
書
く

な
ど
し
て
示
す
。

 
�
（
例
）
前

 
�
�
□
�
�
□
�
�
□
�

�
�
□
�
�
□
�
�
□
�

�
�
□
�
�
□
�
�
□

 
展
開
②

 
 ２
０
分

 
 

⑧
と
こ
ろ
で
。
先
生
達
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
「
国
際
理
解
」
が
大
事
に
な
る

と
考
え
て
こ
の
授
業
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
、
な
ぜ
、「

国
際
理
解
」

が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
の
予
想
を
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
★
あ
ま
り
書
け
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
良
い
。

 
 ⑨
で
は
。
あ
ま
り
書
け
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
・
・
・

 
�
そ
も
そ
も
「
国
際
理
解
」
っ
て
何
だ
ろ
う
ね
？

 
�
「
国
際
理
解
」
と
い
う
言
葉
か
ら
思
い
つ
く
こ
と
は
何
か
な
。

 
�
ふ
せ
ん
に
た
く
さ
ん
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
�
Ａ
３
の
紙
に
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

 
★
あ
ま
り
書
け
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
良
い
。

 

       ★
同
じ
活
動
を
単
元
末
に
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Be
fo

re
と

Af
te

rが
で
き

る
と
よ
い
。
だ
か
ら
、
今
回
は
、
全
然

書
け
て
い
な
く
て
も
よ
い
。

 

 ま
と
め

 
２
分

 

 ⑩
「
国
際
理
解
」
っ
て
何
か
を
、

 
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
け
れ
ば
よ
い
で
す
。

 
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ◎
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
の
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
枚
を
合
わ
せ
て
回

収
し
て
く
だ
さ
い
。
�

（
次
回
ま
で
先
生
が
保
管
）

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

2時
間

目

【
３
年
①
】
 
９
月
１
９
日
（
水
）
６
限
目
 
：
各
ク
ラ
ス
 

★
ね
ら
い
：
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
（
な
ぜ
「
国
際
理
解
」
が
大
事
な
の
か
な
？
） 

★
準
備
物
：
班
活
動
用
の
ふ
せ
ん
、
磁
石
（
９
枚
の
写
真
を
貼
る
た
め
）
 

 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
８
分

 
      

①
 
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
テ
ー
マ
は
「
国
際
理
解
」
で
す
。

 
②

 
今
日
は
世
界
地
図
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。（

 J
IC
A
北
陸
 世

界
の
言
葉
で
「
あ

り
が
と
う
」「

こ
ん
に
ち
は
」）

 
＜
JI
CA

北
陸
の
世
界
地
図
 参

照
先
＞
 

ht
tp
s:
//
ww
w.
ji
ca
.g
o.
jp
/h
ok
ur
ik
u/
en
te
rp
ri
se
/k
ai
ha
ts
u/
in
de
x.
ht
ml
 

知
っ
て
い
る
国
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
→
「
あ
り
が
と
う
」
を
い
ろ
い
ろ
な
言
語
で
や
っ
て
み
て
も
よ
い
。

 
 
 
後
半
重
た
い
の
で
さ
く
さ
く
と
！
出
来
て
も
２
つ
ま
で
。
あ
と
は
地
図
を
教

室
に
掲
示
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

 
③

 
今
日
の
課
題
は
「
探
検
し
よ
う
 
み
ん
な
の
地
球
」
で
す
。

 
 
 
世
界
の
国
々
の
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
と
い
う
わ
け
で
今
日
は
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
し
ま
す
。
一
枚
の
写
真
か
ら

 
 
 
ど
の
国
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

 
 
 
一
枚
の
写
真
の
中
に
た
く
さ
ん
の
情
報
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

 
 
 
よ
く
見
て
何
が
写
っ
て
い
る
か
書
き
留
め
ま
し
ょ
う
。

 

 
 

●
JI
CA

北
陸
の
世
界
地
図
は
問
い
合

わ
せ
る
と
現
物
(無

料
)を

郵
送
し
て

も
ら
え
る
。

 
 ●
自
由
な
発
言
を
す
る
雰
囲
気
を
大

事
に
す
る
。

 
 ★「

フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
と
は

 
 
写
真
＆
言
語
と
い
う
意
味
で
、

 
 
写
真
に
載
っ
て
い
る
情
報
を

 
 
読
み
取
る
と
い
う
方
法
で
す
。

 

展
開
①

 
１
５
分

 
     ５
分

 
 

④
 
４
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

 
・
Ａ
～
Ｉ
の
写
真
を
１
分
ず
つ
回
す
。（

１
分
×
９
回
）

 
 
 
・
写
真
に
何
が
写
っ
て
い
る
か
、
書
か
せ
る
。

 
 ⑤

 
答
え
あ
わ
せ
を
す
る
。

 
 
 
★答

え
合
わ
せ
も
さ
く
さ
く
と
。

 
 ⑥

 
意
外
だ
っ
た
国
は
ど
こ
で
す
か
？
（
国
の
名
前
を
書
か
せ
る
）

 
⑦

 
意
外
に
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
（
理
由
を
書
か
せ
る
）

 

●
先

生
は

タ
イ

ム
キ

ー
パ

ー
を

す

る
。

 
★後

半
重
た
い
の
で
さ
く
っ
と
。

 
●
写
真
を
次
は
ど
の
班
に
渡
せ
ば
よ

い
か
分
か
る
よ
う
、
黒
板
に
順
番
の

番
号
を
書
く
な
ど
し
て
示
す
。

 
 
（
例
）
前

 
 
 
□
 
 
□
 
 
□
 

 
 
□
 
 
□
 
 
□
 

 
 
□
 
 
□
 
 
□

 
展
開
②

 
 ２
０
分

 
 

⑧
 
と
こ
ろ
で
。
先
生
達
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
「
国
際
理
解
」
が
大
事
に
な
る

と
考
え
て
こ
の
授
業
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
、
な
ぜ
、「

国
際
理
解
」

が
大
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
の
予
想
を
書
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

 
★あ

ま
り
書
け
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
良
い
。

 
 ⑨

 
で
は
。
あ
ま
り
書
け
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
・
・
・

 
 
 
そ
も
そ
も
「
国
際
理
解
」
っ
て
何
だ
ろ
う
ね
？

 
 
 
「
国
際
理
解
」
と
い
う
言
葉
か
ら
思
い
つ
く
こ
と
は
何
か
な
。

 
 
 
ふ
せ
ん
に
た
く
さ
ん
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
Ａ
３
の
紙
に
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

 
★あ

ま
り
書
け
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
良
い
。

 

       ★同
じ
活
動
を
単
元
末
に
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
Be
fo
re

と
Af
te
r

が
で
き
る
と
よ
い
。
だ
か
ら
、
今
回

は
、
全
然
書
け
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

ま
と
め

 
２
分

 
⑩

 「
国
際
理
解
」
っ
て
何
か
を
、

 
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
け
れ
ば
よ
い
で
す
。

 
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
の
で
、
 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
枚
を
合
わ
せ
て
回
 

収
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
次
回
ま
で
先
生
が
保
管
）
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展
開

計
画

　
2時

間
目

 ： 
世

界
の

国
ク

イ
ズ

　
国

の
オ

プ
シ

ョ
ン（

こ
の

中
か

ら
選

ぶ
）　

2/
2

マ
レ

ー
シ

ア
�

ボ
リ

ビ
ア

�

オ
ラ

ン
ダ

�

ケ
ニ

ア
�

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
�

ア
ラ

ブ
首

長
国

連
邦

�

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
�

エ
ジ

プ
ト

�

ロ
シ

ア
連

邦
�

フ
ラ

ン
ス

�

ガ
ー

ナ
�

ネ
パ

ー
ル

�

な
ぜ
、
今
、
「
国
際
理
解
」
が
大
事
な
の
？
？

 

こ
れ

か
ら

の
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
は

「
国

際
理

解
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
学

び
ま

す
。

 

な
ぜ

、
今

、
「

国
際

理
解

」
が

大
事

な
の

で
し

ょ
う

か
。

予
想

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

    そ
れ

で
は

、
「

国
際

理
解

」
と

聞
い

て
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
頭

に
浮

か
び

ま
す

か
。
思

い
つ

く
こ

と
（

キ
ー

ワ
ー

ド
な

ど
）

を
ど

ん
ど

ん
書

い
て

ウ
ェ

ビ
ン

グ
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

＊
今

日
の

感
想

、
こ

れ
か

ら
調

べ
て

み
た

い
こ

と
・

考
え

て
み

た
い

こ
と

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

�

   ･
･
･
･
･
･
「
国
際
理
解
」
っ
て
？

 

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

  
  

  
  

  
  

  
  

予
想

（
あ

な
た

の
考

え
）

�

国
際
理
解

 

紛
争

 

難
民

 

シ
リ

ア
 

テ
ロ

 

差
別

 

い
ろ

い
ろ

な
国

 

文
化

が
違

う
 

違
い

 

言
語

が
違

う
 

平
和

 

同
じ

 
人

と
し

て
同

じ
 

宗
教

 

食
べ

物
が

違
う

 

展
開

計
画

　
2時

間
目

 ： 
国

際
理

解
と

は（
作

業
例

）

な
ぜ

、
今

、
「
国

際
理

解
」
が

大
事

な
の

？
？

 

こ
れ

か
ら

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

で
は

「
国

際
理

解
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
学

び
ま

す
。

 

な
ぜ

、
今

、
「

国
際

理
解

」
が

大
事

な
の

で
し

ょ
う

か
。

予
想

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

    そ
れ

で
は

、
「

国
際

理
解

」
と

聞
い

て
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
頭

に
浮

か
び

ま
す

か
。
思

い
つ

く
こ

と
（

キ
ー

ワ
ー

ド
な

ど
）

を
ど

ん
ど

ん
書

い
て

ウ
ェ

ビ
ン

グ
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

＊
今

日
の

感
想

、
こ

れ
か

ら
調

べ
て

み
た

い
こ

と
・

考
え

て
み

た
い

こ
と

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

   ･
･
･
･
･
･
「
国

際
理

解
」
っ
て

？
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

予
想

（
あ

な
た

の
考

え
）

 

国
際

理
解

 

紛
争

 

難
民

 

シ
リ

ア
 

テ
ロ

 

差
別

 

い
ろ

い
ろ

な
国

 

文
化

が
違

う
 

違
い

 

言
語

が
違

う
 

平
和

 

同
じ

 
人

と
し

て
同

じ
 

宗
教

 

食
べ

物
が

違
う
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松
任

中
学

校
３

年
�

総
合

的
な

学
習

の
時

間
�

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�

�
組

�
�

�
番

�
氏

名
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�  

     【
探

検
し

よ
う

�
み

ん
な

の
地

球
②

】
�

項
目

�
国

名
�

理
由

�
友

だ
ち

の
考

え
�

�

 一
度

 

旅
し
て

 

み
た
い
国

 

  

� 国
名

�

（
�

�
�

�
�

�
�

）
�

�

理
由

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

�
国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

 友
達
が

 

い
た
ら

 

い
い
な
あ

 

と
思
う
国

 

  

� 国
名

�

（
�

�
�

�
�

�
�

）
�

�

理
由

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

�
国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

  ず
っ
と

 

住
ん
で

 

み
た
い
国

 

  

� 国
名

�

（
�

�
�

�
�

�
�

）
�

�

理
由

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

�
国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

（
�

�
�

�
）

さ
ん

�

国
〔

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

〕
�

� � � ★
あ

な
た

が
書

い
た

国
を

分
け

て
み

よ
う

。
多

か
っ

た
の

は
・

・
・

？
�

�
�

�
�

�
�

�
色

 

展
開

計
画

　
3時

間
目

 ： 
友

達
が

い
た

ら
良

い
国・

旅
し

て
み

た
い

国・
住

ん
で

み
た

い
国

【
３
年
②
】
�
９
月
２
１
日
（
金
）
６
限
目
�
：
各
ク
ラ
ス
�

★
ね
ら
い
：「

国
際
理
解
」
が
大
事
な
の
か
を
理
解
す
る
。（

知
る
）
�

★
準
備
物
：
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
５
分

 
   

①
 
前
回
に
続
い
て
「
探
検
し
よ
う
�
み
ん
な
の
地
球
」
で
す
。

 
い
ろ
い
ろ
な
国
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。

 
そ
こ
で
、、
、

 
②

 
今
日
は
み
な
さ
ん
に
ま
ず
、
３
つ
の
こ
と
を
尋
ね
ま
す
。

 
�
・
一
度
、
旅
し
て
み
た
い
国

 
�
・
ず
ー
っ
と
住
ん
で
み
た
い
国

 
・
友
達
が
い
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う
国

 
で
す
。
ど
の
国
で
す
か
？
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布
）

 

�
  

展
開
１

 
１
０
分

 
  

③
 
個
人
で
書
か
せ
る
。

 
④

 
友
達
３
人
以
上
と
尋
ね
合
っ
て
、
記
入
す
る
。

 
（
例
）
４
人
グ
ル
ー
プ

 
立
ち
歩
き
自
由
な
ど
。

 
⑤

 
発
表
さ
せ
て
、
黒
板
に
書
い
て
共
有
す
る
。

 
★
あ
と
で
色
分
け
す
る
の
で
黒
板
に
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

●
先
生
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
す
る
。

 
★
後
半
、
重
た
い
の
で
さ
く
さ
く
と
。

 
●
自
由
な
雰
囲
気
を
大
事
に
す
る
。

 
 

展
開
２

 
  ３
０
分

 

⑥
 
と
こ
ろ
で
。
先
生
は
、
み
ん
な
に
、
こ
れ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
「
探
検
し
よ
う
�
み
ん
な
の
地
球
�
パ
ー
ト
３
」

 
★
ス
ラ
イ
ド
を
順
番
に
進
め
て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
で
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
Ｑ
１
か
ら
Ｑ
３
ま
で
に
書
き
込
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
 ◎
あ
な
た
が
答
え
た
国
は
青
で
す
か
、
赤
で
す
か
？

 
�
→
黒
板
に
残
っ
て
い
る
国
名
を
色
分
け
。
青
は
途
上
国
、
赤
は
（
ス
ラ
イ
ド

は
日
本
だ
け
し
か
塗
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
）
先
進
国
。

 
 �

→
な
ぜ
赤
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
青
の
国
の
数
の
方
が
多
い
の
に
？

 
�
Ｑ
１
→
な
ぜ
あ
な
た
は
途
上
国
を
選
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
�

�
→
書
か
せ
る
。
�

� ◎
Ｑ
２
「
生
ま
れ
る
国
」
は
選
べ
な
い
の
に
、
生
ま
れ
た
場
所
が
違
う
だ
け
で
、

こ
ん
な
に
も
差
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
？
�

�
→
書
か
せ
る
。
�

� ◎
あ
な
た
に
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
�

�
→
書
か
せ
る
。
�

 

 ★
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
触
れ
ら
れ
た

ら
・
・
・

 
①
飢
餓
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
も
の
を
大
量
に
捨
て
て
い
る
現
実

が
あ
る
（
食
品
ロ
ス
）。

そ
の
数
字

 
②
５
歳
児
未
満
の
死
亡
率
の
数
字
（
１

０
０
０
人
中
何
人
か
）
※
死
亡
の
原
因

は
何
だ
ろ
う
？
・
・
・
・
・
�

ス
ラ

イ
ド

に
あ

る
「

飢
餓

、
水

、
紛

争
・
・
・
」
他
に
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
�

③
徴
兵
制
を
強
い
て
い
る
国
の
中
で
、

ス
イ
ス
は
な
ぜ
徴
兵
制
が
あ
る
の
か
？

→
永
世
中
立
国
な
の
で
。
他
国
か
ら
助

け
て
も
ら
え
な
い
た
め
す
べ
て
自
国
で

戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
�

④
医
療
レ
ベ
ル
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
�

日
本
は
最
先
端
の
医
療
で
す
が
・
・
・

原
因
が
わ
か
ら
ず
何
日
も
高
熱
に
苦
し

ん
で
い
る
国
も
あ
る
、
難
し
い
病
気
が

蔓
延
し
て
い
る
国
も
あ
る
（
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、
ジ
カ
熱
な
ど
）。

�

�

 ま
と
め

 
５
分

 

（「
国
際
理
解
の
資
料
」
を
配
布
す
る
。）

 
 ⑦

 「
国
際
理
解
」
の
資
料
を
読
む
。

 
こ
ん
な
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ◎
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
。

 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
別
紙
資
料
）

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

3時
間

目
旅
し
て
み
た
い
国
・
友
達
が
い
た
ら
い
い
国
・
住
ん
で
み
た
い
国

【
３
年
②
】
 
９
月
２
１
日
（
金
）
６
限
目
 
：
各
ク
ラ
ス
 

★
ね
ら
い
：「

国
際
理
解
」
が
な
ぜ
大
事
な
の
か
を
理
解
す
る
。（

知
る
）
 

★
準
備
物
：
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
５
分

 
   

①
 
前
回
に
続
い
て
「
探
検
し
よ
う
 
み
ん
な
の
地
球
」
で
す
。

 
い
ろ
い
ろ
な
国
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。

 
そ
こ
で
、、
、

 
②

 
今
日
は
み
な
さ
ん
に
ま
ず
、
３
つ
の
こ
と
を
尋
ね
ま
す
。

 
・
一
度
、
旅
し
て
み
た
い
国

 
・
友
達
が
い
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う
国

 
・
ず
ー
っ
と
住
ん
で
み
た
い
国

 
で
す
。
ど
の
国
で
す
か
？
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布
）

 

 
  

展
開
１

 
１
０
分

 
  

③
 
個
人
で
書
か
せ
る
。

 
④

 
友
達
３
人
以
上
と
尋
ね
合
っ
て
、
記
入
す
る
。

 
（
例
）
４
人
グ
ル
ー
プ
 
立
ち
歩
き
自
由
 
な
ど

 
⑤

 
発
表
さ
せ
て
、
黒
板
に
書
い
て
共
有
す
る
。

 
★あ

と
で
色
分
け
す
る
の
で
黒
板
に
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

●
先
生
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
す
る
。

 
★後

半
、
重
た
い
の
で
さ
く
さ
く
と
。

 
●
自
由
な
雰
囲
気
を
大
事
に
す
る
。

 
 

展
開
２

 
  ３
０
分

 

⑥
 
と
こ
ろ
で
。
先
生
は
、
み
ん
な
に
、
こ
れ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
★「

探
検
し
よ
う
 
み
ん
な
の
地
球
 
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
」
の
ス
ラ
イ
ド

を
順
番
に
進
め
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
で
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
Ｑ

１
か
ら
Ｑ
３
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
 ◎
あ
な
た
が
答
え
た
国
は
青
で
す
か
、
赤
で
す
か
？

 
→
黒
板
に
残
っ
て
い
る
国
名
を
色
分
け
。
青
は
途
上
国
、
赤
は
先
進
国
。（

元

デ
ー
タ
で
は
日
本
だ
け
が
赤
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

 
 Ｑ
１
：
な
ぜ
選
ん
だ
国
は
赤
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
な
ぜ
あ
な
た
は
途
上
国

を
選
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
青
の
国
の
数
の
方
が
多
い
の
に
？

  
→
書
か
せ
る
。
 

 Ｑ
２
：「

生
ま
れ
る
国
」
は
選
べ
な
い
の
に
、
生
ま
れ
た
場
所
が
違
う
だ
け
で
、

こ
ん
な
に
も
差
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
？
 

→
書
か
せ
る
。
 

 Ｑ
３
：
あ
な
た
に
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
 

→
書
か
せ
る
。
 

 

 ★ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
触
れ
ら
れ
た

ら
・
・
・

 
①
飢
餓
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
も
の
を
大
量
に
捨
て
て
い
る
現
実

が
あ
る
（
食
品
ロ
ス
）。

そ
の
数
字
。

 
②
５
歳
未
満
児
の
死
亡
率
の
数
字
（
１

０
０
０
人
中
何
人
か
）
 

死
亡
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
？
・
・
 

ス
ラ

イ
ド

に
あ

る
「

飢
餓

、
水

、
紛

争
・
・
・
」
他
に
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。 

③
ス

イ
ス

は
な

ぜ
徴

兵
制

が
あ

る
の

か
？
 

永
世
中
立
国
な
の
で
。
他
国
か
ら
助
け

て
も
ら
え
な
い
た
め
す
べ
て
自
国
で
ま

か
な
い
、
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
 

④
医
療
レ
ベ
ル
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
 

日
本
の
医
療
は
最
先
端
で
す
が
・
・
・

原
因
が
わ
か
ら
ず
何
日
も
高
熱
に
苦
し

む
国
も
あ
る
。
難
し
い
病
気
が
蔓
延
し

て
い
る
国
も
あ
る
（
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、

ジ
カ
熱
な
ど
）。

 

ま
と
め

 
５
分

 
（「

国
際
理
解
の
資
料
」
を
配
布
す
る
。）

 
 ⑦

 「
国
際
理
解
」
の
資
料
を
読
む
。

 
こ
ん
な
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ◎
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
る
。

 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
別
紙
資
料
）
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「国際理解」

と言われても・・・

という人のためにまずはクイズから！

女性

世界の人口は？
クイズ：
現在、世界の人口はおよそ何億人でしょうか？

正確には・・��億����万人（����年）
出典：「世界人口予測����年改定版」

① �� 億人 ② �� 億人

④ �� 億人③ �� 億人

あなたが答えた国は青ですか、
赤ですか？

出典先：国際連合世界食糧計画（WFP）東京事務所のホームページより（http://ja.wfp.org/）

ハンガーマップ ･･････飢餓はどこに多い？

途上国のエリア

植民地になっていた過去があります

女性

まずは世界の国の数について
クイズ：
現在、世界には何か国ぐらいありますか？

① ���ヵ国 ② ���ヵ国

④ ���ヵ国③ ���ヵ国

正確には・・���ヵ国

発展途上国の数はどれ位？

���途上国の数

世界の国・地域の数 ���
世界の人口��億人の内、���の人が途上国に住んでいます。

① ��ヵ国 ② ���ヵ国 ③ ���ヵ国

なぜ、今、「世界に目を向ける」ことが
大事なの？

出典先：国際連合世界食糧計画（WFP）東京事務所のホームページより（http://ja.wfp.org/）

なぜ、アフリカに多いの？

スーダン

出典： NATIONAL GEOGRAPHIC 日本版 http://natgeo.nikkeibp.co.jp/nng/article/20120125/297289/?P=2 [2016/04/20]

世界では
4秒間に一人が
飢餓で
命を落とす

展開計画　3時間目 ： 世界の状況　パワーポイント資料　1/3

①

③

⑤

⑦

⑨

②

④

⑥

⑧

⑩

「国際理解」と言われても・・・

という人のためにまずはクイズから！

女性

世界の人口は？
クイズ：
現在、世界の人口はおよそ何億人でしょうか？

出典：国際連合広報センター 2019年データ
https://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/33798/

① 70 女性女性70 億人 ② 7272 億人

④ 7777 億人③ 7575 億人

あなたが答えた国は青ですか、赤ですか？

出典先：国際連合世界食糧計画（WFP）東京事務所のホームページより（http://ja.wfp.org/）

ハンガーマップ ･･････飢餓はどこに多い？

途上国のエリア
植民地になっていた過去があります

女性

まずは世界の国の数について
クイズ：
現在、世界には何か国ぐらいありますか？

① 160女性女性160女性160女性ヵ国 ② 180180ヵ国

④ 220220ヵ国③ 200200ヵ国

正確には・・196ヵ国

発展途上国の数はどれ位？

143途上国の数

世界の国・地域の数 196
世界の人口75億人の内、75%の人が途上国に住んでいます。

①① 8080ヵ国 ②② 110110ヵ国 ③③ 140140ヵ国

なぜあなたは途上国を選ばなかったのだろう？
青（途上国）の国の数の方が多いのに？

出典先：国際連合世界食糧計画（WFP）東京事務所のホームページより（http://ja.wfp.org/）

なぜ、アフリカに多いの？

スーダン

出典： NATIONAL GEOGRAPHIC 日本版
http://natgeo.nikkeibp.co.jp/nng/article/20120125/297289/?P=2 [2016/04/20]

世界では
4秒間に一人が
飢餓で
命を落とす
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他にも、
世界にはどのような「差」が
あるのでしょう？

出典先：WHO

●81％以上の国
●61％～80％の国
●60％以下の国
○データなし

安全な水を手に入れられる人の割合は？

一つか二つ以上の武力紛争を抱えている国は？

平均寿命は？

日本の食料自給率は現在��％（平成��年度）で、大半を輸入に頼って
いますが、その一方で、食べられる食料を大量に捨てているという現実
があるのです。

※WFP発表の数値

世界には飢餓が存在する一方で、、

出典先：ユニセフ「世界子供白書2009」

５歳未満児の死亡率（����人中）

出典先：UNICEF

●81％以上の国
●55％～79％の国
●31％～54%の国
●30%以下の国
◯データなし

適切な衛生施設（トイレ）などを持つ人の割合は？

徴兵制度のある国は？

●徴兵制を実施している国家・地域
●徴兵制を実施していない国家・地域（志願制度）
●法律には徴兵制が定められているが二割以下だけが召集される国家
●常備軍を保有していない国家・地域
● 3年以内に徴兵制廃止を予定している国家・地域
●不明、（注）一部の国家・地域においては「志願・徴兵の並立制を実施してい
る（中華人民共和国）」等の例外がある。

日本と同じレベルの医療は受けられるの？

展開計画　3時間目 ： 世界の状況　パワーポイント資料　2/3

①

③

⑤

⑦

⑨

②

④

⑥

⑧

⑩

日本の食料自給率は現在39％（平成27年度）で、大半を輸入に頼って
いますが、その一方で、食べられる食料を大量に捨てているという現実
があるのです。

出典：WFP発表の数値

世界には飢餓が存在する一方で、、

５歳未満児の死亡率（1000人中）

適切な衛生施設（トイレ）などを持つ人の割合は？

基本的な衛生施設を利用できる人々の割合（2015年）
(出典) Progress on Drinking Water, Sanitation and Hygiene 2017（Update and SDG Baselines）JMP

難民・国内避難民の増加

移動を強いられた人は過去最多の7,080万人
世界では108人に1人、２秒に1人が故郷を追われています

出所：UNHCR(2018) Global Trend – Forced Displacement in 2018

●徴兵制を実施している国家・地域
●徴兵制を実施していない国家・地域（志願制度）
●法律には徴兵制が定められているが二割以下だけが召集される国家
●常備軍を保有していない国家・地域
●3年以内に徴兵制廃止を予定している国家・地域
●不明（注）一部の国家・地域においては「志願・徴兵の並立制を実施している（中華人民共和国）」等の例外がある

徴兵制度のある国は？

他にも、
世界にはどのような「差」が
あるのでしょう？

安全な水を手に入れられる人の割合は？

基本的な給水サービスを利用できる人々の割合（2015年）
(出典) Progress on Drinking Water, Sanitation and Hygiene 2017（Update and SDG Baselines）JMP

1989年から2007年
の間に、一つか二つ
以上の武力紛争を
抱えた国の数

平均寿命は？

平均寿命（歳）

日本と同じレベルの
医療は受けられるの？

日本と同レベルの医療を受けるのに
■変動的なリスクがある
■リスクは低い
■中程度のリスクがある
■高いリスクがある
■とても高いリスクがある
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・・・でも、その差は

「仕方のないもの」なの？

「科学者になりたい」
リベールくん、1５歳（エクアドル）

© UNICEF/UN059605/Arcos

2016年に大きな地震が起きて、ぼく
の家も壊れてしまいました。今、復
興に向けて頑張っているところです。
ぼくは、ずっと科学者になりたいと
思ってきましたが、地震のあと、ぼく
には夢をかなえるチャンスがあるん
だって思って、前よりもその夢が大
きくなりました。

「生きたい」
ムハマドくん、1０歳（バングラデシュ）

© UNICEF/UN0135716/Nybo

ミャンマーにあったぼくの村は、とつぜ
んおそわれました。二人のきょうだいが
銃で撃たれて殺され、ぼくの家は焼か
れてしまいました。ぬかるんだ道を、時
にはあふれた川の水につかりながら、
バングラデシュまで何日も必死に歩い
てにげてきました。あのおそろしい日に
見たこと、にげてきた道のことを思うと、
こわくて、苦しくてたまらない。自分も死
んでしまうかもしれない、そう思うとふる
えてしまいます。生きていたい。ぼくの
夢はそれだけです。

「お医者さんになりたい」
ファトゥマさん、10歳（シエラレオネ）

© UNICEF/UN059605/Arcos

わたしの国では、エボラ出血熱とい
う病気が広がって、お父さんもお母
さんもその病気で死んでしまいまし
た。二人のこと、わたしにしてくれた
ことを考えると、泣いてしまいます。
でも大丈夫。いまは算数が得意で
す。勉強して、大きくなったらお医者
さんになって、家族を助けられるよ
うになりたい、それがわたしの夢で
す。

「生まれる国」は選べないのに、

生まれた場所が違うだけで

こんなにも「差」があることについて
あなたはどう感じますか？

出典先：UNICEF

「科学者になりたい」
リベールくん １５歳（エクアドル） エクアドル大地震

2016年4月16日、エクアドル沿岸部をマ
グニチュード7.8の地震が襲い、被災者
は72万人にのぼりました。ユニセフは安
全な飲み水の提供、衛生設備の整備、
教育、心理ケア、子どもや妊産婦への栄
養指導、ジカ熱予防などの支援活動を
行いました。

ロヒンギャ難民について

2017年の夏にミャンマーで激化した暴力から逃れ
るために、少数民族のロヒンギャの人々が隣の国
バングラデシュに逃れています。バングラデシュの
コックスバザールという地域には、すでに地元住民
の人口を上回る68万8,000人以上の難民が押し寄
せ、過密するキャンプや仮設居住区で避難生活を
送っています。この難民危機により子ども72万人を
含む120万人もの人々が、命と安全を守るための緊
急の人道支援を必要としています。

「生きたい」
モハマドくん １０歳（バングラデシュ）

「お医者さんになりたい」
ファトゥマさん、10歳（シエラレオネ）

エボラ出血熱って？

2014年3月から西アフリカのリベリア、シエラレオネ、ギニアを中心
に、世界中で猛威をふるったエボラ出血熱。エボラウイルスによっ
て広がる、まだ治療薬が開発されていない感染症です。

エボラの流行が始まって以降2年以上の間に、2万8,637人が感染
し、そのうち4,767人が子どもでした。そして、死亡者1万1,315人の
うち、3,508人が子どもであり、死亡者の4分の1を占めています。

2016年1月14日、エボラ出血熱は、世界中からの支援のおかげで、
流行3カ国（リベリア、シエラレオネ、ギニア）で終息宣言を迎えるこ
とができました。

しかし、この3カ国で、ファトゥマさんのように、片親もしくは両親を
亡くした子どもたちは2万3,000人ちかくいます。そうした子どもたち
にとって、エボラ出血熱の影響はこれからもずっと続くのです。

・・・あなたには、

なにができるでしょうか？
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「生まれる国」は選べないのに、

生まれた場所が違うだけで

こんなにも「差」があることについて

あなたはどう感じますか？

出典先：UNICEF

「科学者になりたい」
リベールくん １５歳（エクアドル）

エクアドル大地震

2016年4月16日、エクアドル沿岸部をマ
グニチュード7.8の地震が襲い、被災者
は72万人にのぼりました。ユニセフは安

全な飲み水の提供、衛生設備の整備、
教育、心理ケア、子どもや妊産婦への栄
養指導、ジカ熱予防などの支援活動を
行いました。

ロヒンギャ難民について

2017年の夏にミャンマーで激化した暴力から逃れ

るために、少数民族のロヒンギャの人々が隣の国
バングラデシュに逃れています。バングラデシュの
コックスバザールという地域には、すでに地元住民
の人口を上回る68万8,000人以上の難民が押し寄

せ、過密するキャンプや仮設居住区で避難生活を
送っています。この難民危機により子ども72万人を
含む120万人もの人々が、命と安全を守るための緊
急の人道支援を必要としています。

「生きたい」
モハマドくん １０歳（バングラデシュ）

「お医者さんになりたい」
ファトゥマさん、10歳（シエラレオネ）

エボラ出血熱って？

2014年3月から西アフリカのリベリア、シエラレオネ、ギニアを中心

に、世界中で猛威をふるったエボラ出血熱。エボラウイルスによっ
て広がる、まだ治療薬が開発されていない感染症です。

エボラの流行が始まって以降2年以上の間に、2万8,637人が感染
し、そのうち4,767人が子どもでした。そして、死亡者1万1,315人の
うち、3,508人が子どもであり、死亡者の4分の1を占めています。

2016年1月14日、エボラ出血熱は、世界中からの支援のおかげで、
流行3カ国（リベリア、シエラレオネ、ギニア）で終息宣言を迎えるこ
とができました。

しかし、この3カ国で、ファトゥマさんのように、片親もしくは両親を
亡くした子どもたちは2万3,000人ちかくいます。そうした子どもたち
にとって、エボラ出血熱の影響はこれからもずっと続くのです。

・・・でも、その差は

「仕方のないもの」なの？

「科学者になりたい」
リベールくん、1５歳（エクアドル）

© UNICEF/UN059605/Arcos

2016年に大きな地震が起きて、ぼく

の家も壊れてしまいました。今、復
興に向けて頑張っているところです。
ぼくは、ずっと科学者になりたいと
思ってきましたが、地震のあと、ぼく
には夢をかなえるチャンスがあるん
だって思って、前よりもその夢が大
きくなりました。

「生きたい」
ムハマドくん、1０歳（バングラデシュ）

© UNICEF/UN0135716/Nybo

ミャンマーにあったぼくの村は、とつぜ
んおそわれました。二人のきょうだいが
銃で撃たれて殺され、ぼくの家は焼か
れてしまいました。ぬかるんだ道を、時
にはあふれた川の水につかりながら、
バングラデシュまで何日も必死に歩い
てにげてきました。あのおそろしい日に
見たこと、にげてきた道のことを思うと、
こわくて、苦しくてたまらない。自分も死
んでしまうかもしれない、そう思うとふる
えてしまいます。生きていたい。ぼくの
夢はそれだけです。

「お医者さんになりたい」
ファトゥマさん、10歳（シエラレオネ）

© UNICEF/UN059605/Arcos

わたしの国では、エボラ出血熱とい
う病気が広がって、お父さんもお母
さんもその病気で死んでしまいまし
た。二人のこと、わたしにしてくれた
ことを考えると、泣いてしまいます。
でも大丈夫。いまは算数が得意で
す。勉強して、大きくなったらお医者
さんになって、家族を助けられるよ
うになりたい、それがわたしの夢で
す。

・・・あなたには、

なにができるでしょうか？
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や
自

国

の
価

値
観

の
み

を
正

し
い

と
し

、
押

し
つ

け
る

こ
と

が
、

争
い

や
戦

争
の

一
因

と
な

る
こ

と
を

理
解

し
ま

す
。

 

ス
テ

ッ
プ

４
●

自
分

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

実
行

し
よ

う
 

 
 
現

在
、

地
球

上
に

は
ど

の
よ

う
な

問
題

や
課

題
が

あ
る

の
か

、
ま

ず
は

知
り

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

、
そ

の
解

決
の

た
め

に
、

世
界

の
国

々
や

人
々

が
ど

の
よ

う
な

努
力

を
行

っ
て

い
る

か
、

学
び

ま
し

ょ
う

。
そ

の
後

、
自

分
た

ち
に

で

き
る

こ
と

を
実

行
に

移
し

ま
す

。
 

ス
テ

ッ
プ

５
●

「
地

球
市

民
」
意

識
を

身
に

つ
け

よ
う

 

 
 
自

分
の

選
択

や
行

動
は

、
自

分
の

周
り

の
小

さ
な

世
界

だ
け

で
な

く
、

地
球

全
体

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

が

あ
り

ま
す

。
そ

の
認

識
を

持
ち

、
責

任
あ

る
選

択
と

行
動

を
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

ま
す

。
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�
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世
界

で
こ

ん
な

に
も

差
が

広
が

っ
て

い
る

と
知

っ
て

悲
し

く
な

っ
た

。
 

１
０

０
％

み
ん

な
が

過
ご

し
や

す
い

環
境

を
つ

く
る

の
は

難
し

い
こ

と
だ

と
思

う
け

れ
ど

、
た

く
さ

ん
の

国
と

協
力

し
て

つ
な

が
り

を
持

つ
と

い
う

こ
と

が
す

ご
し

や
す

い
環

境
を

つ
く

る
一

番
は

や
い

方
法

だ
と

思
い

ま
し

た
。

 

世
界

に
は

と
て

も
た

く
さ

ん
の

途
上

国
が

あ
る

の
に

、
私

た
ち

は
そ

ん
な

途
上

国
の

こ
と

を
何

も
知

ら
な

か
っ

た

の
で

、
も

っ
と

調
べ

た
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

こ
ん

な
に

も
多

い
国

が
食

料
や

環
境

で
困

っ
て

い
る

こ

と
を

知
っ

て
と

て
も

驚
き

ま
し

た
。
少

し
で

も
世

界
に

協

力
で

き
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
 

「
運

良
く

日
本

に
生

ま
れ

て
き

て
良

か
っ

た
」

で
終

わ

る
の

で
は

な
く

、
そ

こ
か

ら
ど

う
い

う
ふ

う
に

生
き

て

い
く

か
が

大
切

だ
と

思
う

。
自

分
だ

け
が

幸
せ

に
な

る

の
は

自
己

満
足

。
そ

れ
で

は
意

味
が

な
い

の
で

支
援

す

れ
ば

も
っ

と
良

い
と

思
う

。
 

こ
の

差
は

一
人

で
な

く
す

こ
と

も
日

本
だ

け
で

な
く

す

こ
と

も
で

き
な

い
と

思
う

。
「

自
分

は
関

係
な

い
」

と
い

う
人

を
な

く
し

て
、
世

界
規

模
で

こ
の

問
題

に
取

り
組

ま

ね
ば

な
ら

な
い

。
 

自
分

た
ち

は
当

た
り

前
の

よ
う

に
お

い
し

い
ご

飯
を

食

べ
た

り
ハ

イ
テ

ク
な

ゲ
ー

ム
を

し
て

い
た

り
し

て
い

る

け
れ

ど
、
途

上
国

で
は

満
足

に
ご

飯
を

食
べ

る
こ

と
以

前

に
、

生
死

の
境

を
歩

み
な

が
ら

生
き

て
い

る
の

だ
と

思

い
、

同
じ

人
間

な
の

に
こ

の
よ

う
な

差
が

あ
る

こ
と

を
 

悲
し

く
感

じ
る

。
 

自
分

た
ち

は
何

が
で

き
る

か
、
と

い
う

問
い

に
対

し
て

、「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」

と
し

か
書

け
な

い
の

が
本

当
に

悔
し

い
。

 

今
ま

で
何

年
も

何
年

も
勉

強
し

て
き

た
こ

と
な

の
に

、
資

料
を

見
て

、
武

力
紛

争
が

起
こ

っ
て

い
る

国
の

多
さ

を
初

め
て

知
り

ま
し

た
。
「

平
等

で
自

由
に

暮
ら

す
こ

と
の

で

き
る

社
会

を
つ

く
る

」
と

口
で

な
ら

ど
ん

な
こ

と
も

言
え

る
け

れ
ど

、
本

当
に

そ
う

し
て

い
こ

う
と

思
う

人
が

増
え

な
い

限
り

平
等

で
自

由
は

遠
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

 

自
分

は
幸

せ
な

ん
だ

と
改

め
て

思
い

ま
し

た
。

私
は

そ
ん

な

人
達

に
何

か
協

力
で

き
る

こ
と

を
考

え
て

、
自

分
の

で
き

る

こ
と

を
や

っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。
 

自
分

た
ち

は
限

ら
れ

た
世

界
し

か
見

て
い

な
か

っ
た

ん

だ
と

思
い

ま
し

た
。

ア
フ

リ
カ

の
子

供
と

今
の

私
。

年

は
一

緒
で

、
性

別
も

一
緒

、
血

液
型

も
一

緒
で

も
、

出

身
地

だ
け

で
こ

ん
な

に
も

こ
ん

な
に

も
道

が
違

う
か

と

思
う

と
、

ま
だ

ま
だ

差
別

は
あ

る
と

思
っ

た
し

、
世

界

中
み

ん
な

が
手

と
手

を
と

り
あ

っ
て

笑
顔

で
暮

ら
せ

る

社
会

に
な

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

何
が

で
き

る
か

と
き

か
れ

て
、

募
金

を
す

る
な

ど
と

言
っ

て
い

る
私

は
無

力
さ

を
感

じ
る

。
 

自
分

は
知

っ
て

い
る

つ
も

り
だ

っ
た

。
環

境
の

良
い

と
こ

ろ
で

暮
ら

し
て

い
る

か
ら

分
か

ら
な

か
っ

た
け

れ
ど

、
途

上
国

の
現

状
を

知
れ

た
。

自
分

に
も

支
援

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
出

来
る

こ
と

が
あ

れ
ば

進
ん

で
し

た
い

。
 

世
界

の
現

状
を

知
っ

て
衝

撃
を

受
け

た
こ

と
が

伝
わ

っ
て

き
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

っ
と

知
っ

て
、

み
ん

な
で

「
世

界
の

幸
せ

」
の

実
現

に
む

け
て

、
考

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
�

先
進

国
が

途
上

国
を

作
っ

た
の

だ
か

ら
、
他

の
国

の

こ
と

だ
か

ら
と

無
視

す
る

の
で

は
な

く
、
先

進
国

が

ど
う

に
か

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

展
開

計
画

　
3時

間
目

 ： 
生

徒
の

振
返

り
　

2/
2

【
３
年
④
】
�
１
０
月
１
日
（
月
）
６
限
目
�
：
各
ク
ラ
ス
�

「Ａ
３
用
紙
」「
の
り
（各
班
１
つ
）」

を
使
い
ま
す
。
�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
１
分

 
①

 
前
回
の
ふ
り
か
え
り
を
配
布
し
、
い
く
つ
か
読
み
上
げ
る
。

 
こ
れ
か
ら
も
国
際
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
、
み
ん
な
で
も
っ
と
「
世

界
の
幸
せ
」
の
実
現
に
む
け
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
振
り
返
り
配
布
。

 
 

    ５
分

 

②
今
日
は
ま
ず
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。「

無
人
島
ゲ
ー
ム
」
で
す
。

 
あ
な
た
た
ち
は
無
人
島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
生
き
残
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
３
つ
だ
け
持
っ
て
い
く
ア
イ
テ
ム
を
選
べ
ま
す
。
そ

れ
を
選
ぶ
た
め
に
、
ま
ず
班
で
、
次
の
９
つ
の
ア
イ
テ
ム
の
重
要
度
を
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

 
 ③
…
と
そ
の
前
に
、
個
人
で
考
え
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

 
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
は
、
上
が
「
重
要
度
高
め
」、

下
が
「
低
め
」
を
表

し
ま
す
。

 
・
重
要
度
が
同
じ
く
ら
い
の
と
き
は
並
べ
て
位
置
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布
。

 
・
ア
イ
テ
ム
が
書
か
れ
た
９
枚
の
短
冊

を
掲
示
す
る
。

 
  ★
ま
ず
個
人
で
活
動
さ
せ
る
。

 
 

展
開
①

 
１
４
分

 
             １
０
分

 
 

④
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
班
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

 
【
ル
ー
ル
】

 
（
１
）
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
決
め
る
。

 
（
２
）
リ
ー
ダ
ー
は

1人
ず
つ
あ
て
る
。

1人
ず
つ
、
考
え
を
話
す
。

 
（
３
）
班
員
は
、
口
を
は
さ
ま
ず
（
絶
対
）、

う
な
ず
き
な
が
ら
「
聞
く
」。

 
（
４
）
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
ま
と
め
る
。

 
 �
�

 
�
�
�
�
（
例
）

 
      ⑤
決
ま
っ
た
ら
の
り
付
け
を
し
、
黒
板
に
貼
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 
⑥
上
位
３
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。

 

★
各
班
に
次
の
も
の
を
配
付
す
る
。

 
・
Ａ

3用
紙
１
枚

 
・
ア
イ
テ
ム
が
書
か
れ
た
９
枚
の
短
冊

 
 ★
ど
ん
ど
ん
書
き
出
さ
せ
る
。

 
★
途
中
で
真
ん
中
の
中
テ
ー
マ
を
変
え

て
も
良
い
。

 
   ★
目
的
が
到
達
で
き
た
ら
Ｏ
Ｋ
！

 

展
開
②

 
１
０
分

 
⑦
こ
の
９
つ
の
ア
イ
テ
ム
を
色
分
け
を
し
ま
す
。
色
は
次
の
よ
う
に
分
類
し
ま

す
。
自
分
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
を
色
分
け
し
て
く
だ
さ

い
。

 
�
●
赤
→
「
生
活
」
�
→
必
需
品
（
�

N
ee

ds
�
）

 
�
●
青
→
「
医
療
」
�
→

 
�
●
黒
→
「
教
育
」

 
＊
気
づ
く
こ
と
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

 

★
個
人
で
活
動
さ
せ
る
。

 
 ★
ヒ
ン
ト

 
①

何
色

が
重

要
度

高
い

位
置

に
く

る

か
。

 
②

何
色

が
重

要
度

低
い

位
置

に
く

る

か
。

 
ま
と
め

 
１
０
分

 
� ＊
「医
療
」や
「教
育
」は
、
こ
ん
な
に
も
重
要
度
が
低
い
、
�

つ
ま
り
、
価
値
が
な
い
、
の
で
し
ょ
う
か
？
�

⑧
振
り
返
り
を
か
く
。

 

★
こ
の
発
問
が
次
に
つ
な
が
る
の
で
、

一
番
重
要
で
す
。

 
 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

4時
間

目

【
３
年
④
】
 
１
０
月
１
日
（
月
）
６
限
目
 
：
各
ク
ラ
ス
 

「
Ａ
３
用
紙
」
「
の
り

（
各
班
１つ

）
」

を
使
い
ま
す
。

 
時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
１
分

 
①
前
回
の
ふ
り
か
え
り
を
配
布
し
、
い
く
つ
か
読
み
上
げ
る
。

 
こ
れ
か
ら
も
国
際
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
、
み
ん
な
で
も
っ
と
「
世
界
の

幸
せ
」
の
実
現
に
む
け
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
振
り
返
り
配
布
。

 
 

    ５
分

 

②
今
日
は
ま
ず
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。「

無
人
島
ゲ
ー
ム
」
で
す
。

 
あ
な
た
た
ち
は
無
人
島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
生
き
残
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
３
つ
だ
け
持
っ
て
い
く
ア
イ
テ
ム
を
選
べ
ま
す
。
そ
れ
を

選
ぶ
た
め
に
、
ま
ず
班
で
、
次
の
９
つ
の
ア
イ
テ
ム
の
重
要
度
を
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

 
 ③
…
と
そ
の
前
に
、
個
人
で
考
え
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

 
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
は
、
上
が
「
重
要
度
高
め
」、

下
が
「
低
め
」
を
表
し
ま

す
。

 
・
重
要
度
が
同
じ
く
ら
い
の
と
き
は
並
べ
て
位
置
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布
。

 
・
ア
イ
テ
ム
が
書
か
れ
た
９
枚
の
短

冊
を
掲
示
す
る
。
⑦
の
色
分
け
が
事

前
に
分
か
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

全
部
黒
色
に
し
て
か
ら
印
刷
す
る
。

 
 ★
ま
ず
個
人
で
活
動
さ
せ
る
。

 
 

展
開
①

 
１
４
分

 
             １
０
分

 
 

④
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
班
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

 
【
ル
ー
ル
】

 
（
１
）
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
決
め
る
。

 
（
２
）
リ
ー
ダ
ー
は
１
人
ず
つ
あ
て
る
。
１
人
ず
つ
、
考
え
を
話
す
。

 
（
３
）
班
員
は
、
口
を
は
さ
ま
ず
（
絶
対
）、

う
な
ず
き
な
が
ら
「
聞
く
」。

 
（
４
）
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
ま
と
め
る
。

 
  
 

 
 
 
 
 
（
例
）

 
      ⑤
決
ま
っ
た
ら
の
り
付
け
を
し
、
黒
板
に
貼
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 
⑥
上
位
３
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。

 

★
各
班
に
次
の
も
の
を
配
付
す
る
。

 
・
Ａ
３
用
紙
１
枚

 
・
ア
イ
テ
ム
が
書
か
れ
た
９
枚
の
短

冊
 

 ★
ど
ん
ど
ん
書
き
出
さ
せ
る
。

 
   ★
目
的
に
到
達
で
き
た
ら
Ｏ
Ｋ
！

 

展
開
②

 
１
０
分

 
⑦
こ
の
９
つ
の
ア
イ
テ
ム
を
色
分
け
し
ま
す
。
色
は
次
の
よ
う
に
分
類
し
ま
す
。

自
分
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
を
色
分
け
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
●
赤
→
「
生
活
」
→
生
活
必
需
品
（

N
ee

ds
）

 
 
●
青
→
「
医
療
」
→
生
き
て
い
く
上
で
あ
っ
た
方
が
い
い
も
の
（

W
an

ts
）

 
 
●
黒
→
「
教
育
」
→
生
き
て
い
く
上
で
あ
っ
た
方
が
い
い
も
の
（

W
an

ts
）

 
話
合
い
に
よ
っ
て
は
、

N
ee

ds
・

W
an

ts
ど
ち
ら
に
も
な
り
え
る
の
で
、
上
記
の

 
分
け
方
に
拘
ら
な
く
て
も
よ
い
。

 
＊
気
づ
く
こ
と
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

 

★
個
人
で
活
動
さ
せ
る
。

 
 ★
ヒ
ン
ト

 
①
何
色
が
重
要
度
高
い
位
置
に
く
る

か
。

 
②
何
色
が
重
要
度
低
い
位
置
に
く
る

か
。

 

ま
と
め

 
１
０
分

 
 ＊
「
医
療
」
や
「
教
育
」
は
、
こ
ん
な
に
も
重
要
度
が
低
い
、

 
つ
ま
り
、
価
値
が
な
い
、
の
で
し
ょ
う
か
？

 
⑧
振
り
返
り
を
か
く
。

 

★
こ

の
発

問
が

次
に

つ
な

が
る

の

で
、
一
番
重
要
で
す
。
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松
任

中
学

校
３

年
�

総
合

的
な

学
習

の
時

間
�

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�

�
組

�
�

�
番

�
氏

名
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�  

     N
e
e
d
s
 
 

o
r
 
 
W

a
n
ts
？

 
～
無
人
島
ゲ
ー
ム
～

 

� � �

釣
り

道
具

�
鍋

�
星

座
早

見
盤

�

百
科

事
典

�
ロ

ー
プ

�
水

の
「

ろ
過

」
装

置
�

薬
�

の
こ

ぎ
り

�
ラ

イ
タ

ー
�

� ★
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
★

 

�
�

９
つ

の
ア

イ
テ

ム
を

�

位
置

づ
け

て
み

よ
う

。
�

� � � � � � � � � � � � �

あ
な

た
た

ち
４

人
で

、
無

人
島

で
暮

ら
す

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。
次

の
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

の
う

ち
３

つ
を

持
っ

て
い

く
こ

と

が
で

き
ま

す
。
３

つ
を

選
ぶ

た
め

に
、
こ

の
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

の
重

要
度

を
班

で
話

し
合

い
、
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
グ

ラ
ム

に
位

置

づ
け

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

重
要

度
�

高
い

 

重
要

度
�

低
い

 

な
く

て
は

な
ら

な
い

�
あ

っ
た

ら
い

い
な

�

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
無

人
島

ゲ
ー

ム
　

1/
3

釣
り

道
具

�

星
座

早
見

盤
�

鍋
�

百
科

事
典

�

ロ
ー

プ
�

水
の

「
ろ

過
」

装
置

�

薬
�

の
こ

ぎ
り

�

ラ
イ

タ
ー

�

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
無

人
島

ゲ
ー

ム
　

9つ
の

ア
イ

テ
ム

　
2/

3

釣
り

道
具

 

星
座

早
見

盤
 

鍋
 

百
科

事
典

 

ロ
ー

プ
 

水
の

「
ろ

過
」

装
置

 

薬
 

の
こ

ぎ
り

 

ラ
イ

タ
ー

 

松
任

中
学

校
３

年
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
 

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
o
.
4
 

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と

も
に

生
き

る
地

球
の

未
来

 

 
 

 
組

 
 

 
番

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     N
e
e
d
s
 
 

o
r
 
 
W

a
n
ts

？
 

～
無

人
島

ゲ
ー

ム
～

 

   
釣

り
道

具
 

鍋
 

星
座

早
見

盤
 

百
科

事
典

 
ロ

ー
プ

 
水

の
「

ろ
過

」
装

置
 

薬
 

の
こ

ぎ
り

 
ラ

イ
タ

ー
 

 ★
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
グ

ラ
ム

★
 

 
 

９
つ

の
ア

イ
テ

ム
を

 

位
置

づ
け

て
み

よ
う

。
 

             

あ
な

た
た

ち
４

人
で

、
無

人
島

で
暮

ら
す

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。
次

の
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

の
う

ち
３

つ
を

持
っ

て
い

く
こ

と

が
で

き
ま

す
。
３

つ
を

選
ぶ

た
め

に
、
こ

の
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

の
重

要
度

を
班

で
話

し
合

い
、
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
グ

ラ
ム

に
位

置

づ
け

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

重
要

度
 

高
い

 

重
要

度
 

低
い

 

な
く

て
は

な
ら

な
い

 
あ

っ
た

ら
い

い
な
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封
筒
の
中

身
�

� ①
師

範
用

「
掲

示
物

」
９

つ
の

ア

イ
テ

ム
�

�
�

※
裏
面
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
つ
い
て
い
ま
す
。
�

②
班
で

書
く

Ａ
３

用
紙
（
１

２
枚

）
�

③
班

で
使

う
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

が

書
い

て
あ

る
用

紙
（

１
２

枚
）

�
�
�

※
９
つ
に
切
っ
て
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�

�
�
�

�※
重
要
度
が
決
ま
っ
た
ら
、
②
に
③
を
の
り
で
�

貼
っ
て
い
く
。
�

� お
す

す
め

の
班

は
�

�
３

～
４

人
班

で
す

�
�

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
講

師
用

キ
ッ

ト
　

無
人

島
ゲ

ー
ム

　
9つ

の
ア

イ
テ

ム
と

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

グ
ラ

ム
　

1/
2

★
班
で
考
え
を
ま
と
め
る
。

 

順
位

�
ア

イ
テ

ム
名

�
理

由
�

ど
っ

ち
？

�

ベ
ス
ト
１

 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

ベ
ス
ト
２

 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ベ
ス
ト
３

 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

� ★
次
の
分
類
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ム
上
の
ア
イ
テ
ム
を
色
分
け
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
 

� �

塗
っ

て
み

て
、

何
か

気
づ

く
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
�

�

� ★
こ
の
時
間
を
振
り
返
っ
て
、
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

� � � � �

●
赤

→
（

�
�

�
�

�
�

�
�

）
�

�
�
�
●

青
→
（

�
�

�
�

�
�
�
�

�
）
�
�
�
�
�
●

黒
→
（

�
�

�
�

�
�

�
�

）
�

�

 

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
無

人
島

ゲ
ー

ム
　

3/
3

封
筒

の
中

身
 

 ①
師

範
用

「
掲

示
物

」
９

つ
の

ア

イ
テ

ム
 

 
※

裏
面

に
マ

グ
ネ

ッ
ト

つ
い

て
い

ま
す

。
 

②
班
で

書
く
Ａ
３
用
紙
 
１
２
枚
 

③
班

で
使

う
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

が

書
い

て
あ
る
用
紙
 
１
２
枚
 

※
９

つ
に

切
っ

て
使

わ
せ

て
く

だ
さ

い
。

 

※
重

要
度

が
決

ま
っ

た
ら

、
②

に
③

を
の

り
で

貼
っ

て
 

い
く

。
 

 お
す

す
め

の
班

は
 

 
３

～
４

人
班

で
す

 
 

★
班

で
考

え
を

ま
と

め
る

。
 

順
位

 
ア

イ
テ

ム
名

 
理

由
 

ど
っ
ち
？

 

ベ
ス

ト
１

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

N
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W
a
n
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N
e
e
d
s
 

/
 

W
a
n
t
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ベ
ス

ト
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N
e
e
d
s
 

/
 

W
a
n
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 ★
次

の
分

類
基

準
に

し
た

が
っ

て
、

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

グ
ラ

ム
上

の
ア

イ
テ

ム
を

色
分

け
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 

  
塗

っ
て

み
て

、
何

か
気

づ
く

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

 

 

 ★
こ

の
時

間
を

振
り

返
っ

て
、

思
っ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

      

●
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→
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だ
か

ら
、

途
上

国
で

井
戸

掘
り

の
技

術
を

教
え

た
り

、
�

命
を

守
る

た
め

に
母

子
手

帳
を

普
及

さ
せ

た
り

と
い

っ
た

支
援

を
し

て
い

る
の

で
す

ね
。

�

�
�

�

「
生

活
」

の
品

物
は

生
き

て
い

く
た

め
に

必
要

だ
か

ら
、

や
っ

ぱ
り

重
要

度
は

高
い

と
思

う
。

 

と
は

い
え

、
初

め
は

自
分

の
中

で
は

百
科

事
典

は
重

要

度
が

低
か

っ
た

け
ど

、
よ

く
考

え
る

と
、 「

危
な

い
も

の

は
何

か
」
と

か
命

に
関

わ
る

判
断

が
載

っ
て

い
る

か
ら

、

必
要

だ
な

と
納

得
し

た
。

 

あ
た

り
ま

え
に

あ
る

医
療

と
か

教
育

と
か

が
、
私

た
ち

の
中

で
は

「
要

ら
な

い
だ

ろ
う

」
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
ま

し
た

。
 

自
分

は
毎

日
周

り
に

い
ろ

ん
な

も
の

が
あ

る
か

ら
、

生
活

に
大

切
な

物
ば

か
り

必
要

だ
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

知
識

が
な

け
れ

ば
、

何
を

食
べ

て
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

か
ら

、
知

識
が

必
要

だ
と

思
っ

た
。

 

「
生

活
」
の

用
品

は
自

分
で

作
れ

た
り

す
る

か
も

し
れ

な
い

が
、
「

知
識

」
は

他
の

物
に

替
え

ら
れ

な
い

。
 

私
た

ち
は

普
段

、
当

た
り

前
の

幸
せ

に
気

づ
い

て
い

な

い
。

生
活

し
て

い
く

上
で

、
教

育
は

大
切

だ
。

教
育

が
な

か
っ

た
ら

字
も

読
め

な
い

し
、

辞
典

で
調

べ
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

こ
の

授
業

で
、

自
分

の
生

活
の

あ
り

が
た

さ

を
知

る
こ

と
に

な
っ

た
。

�

「
知

識
」

が
な

か
っ

た
た

め
に

命
を

落
と

し
た

り
、

病
気

に
か

か
っ

て
薬

が
な

か
っ

た
り

…
医

療
や

教
育

は

も
の

す
ご

く
重

要
な

も
の

に
な

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
の

班
は

百
科

事
典

を
選

び
ま

し
た

が
、
良

か
っ

た

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
 

百
科

事
典

と
か

薬
と

か
は

、
私

た
ち

日
本

で
は

あ
た

り

ま
え

に
あ

る
か

ら
下

の
方

に
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
が

わ

か
っ

た
け

ど
、

他
の

国
で

は
手

が
届

か
な

い
人

も
い

る
か

ら
、

教
育

・
医

療
は

、
本

当
は

必
要

だ
と

思
う

。
 

「
教

育
」
「

医
療

」
の

知
識

は
、

命
に

関
わ

る

も
の

が
あ

る
の

で
、
と

て
も

大
切

だ
と

思
う

。
知

識
が

あ
る

こ
と

で
救

わ
れ

る
命

が
あ

る
。

だ
か

ら
、

と

て
も

価
値

あ
る

も
の

だ
し

、
必

要
な

も
の

だ
と

思
う

。
 

自
分

が
知

ら
な

い
物

は
作

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
本

当
に

必
要

な
物

は
「

命

を
助

け
る

も
の

」
だ

と
思

っ
た

。
�

発
展

途
上

国
で

は
、
自

身
の

生
活

を
支

え

る
の

に
精

一
杯

だ
か

ら
こ

そ
医

療
や

教
育

に

手
が

回
ら

な
い

の
だ

と
分

か
っ

た
。
そ

の
中

で

も
、
生

活
に

必
要

な
物

す
ら

な
い

人
々

か

ら
争

い
が

生
ま

れ
る

の
か

な
と

考
え

た
。

 

私
は
「

医
療

」
が

一
番

大
事

だ
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

そ
れ

だ
け

で
は

生
き

て
い

け
な

い
の

で
、
生

活
・
医

療
・

教
育

、
全

部
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

。
 

「
医

療
」

や
「

教
育

」
も

と
て

も
大

事
だ

け
ど

、
私

は

や
っ

ぱ
り

「
生

活
」

す
る

た
め

の
道

具
の

方
が

そ
れ

ら

よ
り

も
っ

と
大

切
だ

と
思

う
。

 

自
分

は
「

教
育

」
は

必
要

だ
と

思
う

。
百

科
事

典
の

よ
う

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

、
毒

に
も

あ
た

ら
な

い
。

 

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
無

人
島

ゲ
ー

ム
　

生
徒

の
振

返
り

（
 

 
 
）
班

 
 
メ
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バ
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★
重
要
度
を
考
え
、
９
つ
の
ア
イ
テ
ム
を
貼
ろ
う
。
 

重
要
度
�

高
い

 

重
要
度
�

低
い

 

展
開

計
画

　
4時

間
目

 ： 
講

師
用

キ
ッ

ト
　

無
人

島
ゲ

ー
ム

　
9つ

の
ア

イ
テ

ム
と

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

グ
ラ

ム
　

2/
2

だ
か

ら
、
途

上
国

で
井

戸
掘

り
の
技

術
を
教

え
た

り
、
 

命
を
守

る
た

め
に
母

子
手

帳
を
普

及
さ
せ

た
り
と
い
っ
た

支
援

を
し
て
い
る
の
で

す
ね

。
 

 
 

 

「
生

活
」

の
品

物
は

生
き

て
い

く
た

め
に

必
要

だ
か

ら
、

や
っ

ぱ
り

重
要

度
は

高
い

と
思

う
。

 

と
は

い
え

、
初

め
は

自
分

の
中

で
は

百
科

事
典

は
重

要

度
が

低
か

っ
た

け
ど

、
よ

く
考

え
る

と
、 「

危
な

い
も

の

は
何

か
」
と

か
命

に
関

わ
る

判
断

が
載

っ
て

い
る

か
ら

、

必
要

だ
な

と
納

得
し

た
。

 

あ
た

り
ま

え
に

あ
る

医
療

と
か

教
育

と
か

が
、
私

た
ち

の
中

で
は

「
要

ら
な

い
だ

ろ
う

」
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
ま

し
た

。
 

自
分

は
毎

日
周

り
に

い
ろ

ん
な

も
の

が
あ

る
か

ら
、

生
活

に
大

切
な

物
ば

か
り

必
要

だ
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

知
識

が
な

け
れ

ば
、

何
を

食
べ

て
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
い

か
ら

、
知

識
が

必
要

だ
と

思
っ

た
。

 

「
生

活
」
の

用
品

は
自

分
で

作
れ

た
り

す
る

か
も

し
れ

な
い

が
、
「

知
識

」
は

他
の

物
に

替
え

ら
れ

な
い

。
 

私
た

ち
は

普
段

、
当

た
り

前
の

幸
せ

に
気

づ
い

て
い

な

い
。

生
活

し
て

い
く

上
で

、
教

育
は

大
切

だ
。

教
育

が
な

か
っ

た
ら

字
も

読
め

な
い

し
、

辞
典

で
調

べ
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

こ
の

授
業

で
、

自
分

の
生

活
の

あ
り

が
た

さ

を
知

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

「
知

識
」

が
な

か
っ

た
た

め
に

命
を

落
と

し
た

り
、

病
気

に
か

か
っ

て
薬

が
な

か
っ

た
り

…
医

療
や

教
育

は

も
の

す
ご

く
重

要
な

も
の

に
な

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
の

班
は

百
科

事
典

を
選

び
ま

し
た

が
、
良

か
っ

た

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
 

百
科

事
典

と
か

薬
と

か
は

、
私

た
ち

日
本

で
は

あ
た

り

ま
え

に
あ

る
か

ら
下

の
方

に
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
が

わ

か
っ

た
け

ど
、

他
の

国
で

は
手

が
届

か
な

い
人

も
い

る
か

ら
、

教
育

・
医

療
は

、
本

当
は

必
要

だ
と

思
う

。
 

「
教

育
」
「

医
療

」
の

知
識

は
、

命
に

関
わ

る

も
の

が
あ

る
の

で
、
と

て
も

大
切

だ
と

思
う

。
知

識
が

あ
る

こ
と

で
救

わ
れ

る
命

が
あ

る
。

だ
か

ら
、

と

て
も

価
値

あ
る

も
の

だ
し

、
必

要
な

も
の

だ
と

思
う

。
 

自
分

が
知

ら
な

い
物

は
作

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
本

当
に

必
要

な
物

は
「

命

を
助

け
る

も
の

」
だ

と
思

っ
た

。
 

発
展

途
上

国
で

は
、
自

身
の

生
活

を
支

え

る
の

に
精

一
杯

だ
か

ら
こ

そ
医

療
や

教
育

に

手
が

回
ら

な
い

の
だ

と
分

か
っ

た
。
そ

の
中

で

も
、
生

活
に

必
要

な
物

す
ら

な
い

人
々

か

ら
争

い
が

生
ま

れ
る

の
か

な
と

考
え

た
。

 

私
は
「

医
療

」
が

一
番

大
事

だ
と

思
っ

て
い

た
け

ど
、

そ
れ

だ
け

で
は

生
き

て
い

け
な

い
の

で
、
生

活
・
医

療
・

教
育

、
全

部
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

。
 

「
医

療
」

や
「

教
育

」
も

と
て

も
大

事
だ

け
ど

、
私

は

や
っ

ぱ
り

「
生

活
」

す
る

た
め

の
道

具
の

方
が

そ
れ

ら

よ
り

も
っ

と
大

切
だ

と
思

う
。

 

自
分

は
「

教
育

」
は

必
要

だ
と

思
う

。
百

科
事

典
の

よ
う

な
も

の
が

あ
っ

た
ら

、
毒

に
も

あ
た

ら
な

い
。

 

 （
 

 
 

）
班

 
 

メ
ン

バ
ー

［
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

］ 
★

重
要

度
を

考
え

、
９

つ
の

ア
イ

テ
ム

を
貼

ろ
う

。
 

 
重
要

度
 

高
い

 

重
要
度

 
低
い

 



34

【
３
年
】
１
０
月
２
３
日
（
火
）
６
限
 
総
合
：
各
ク
ラ
ス
 

★
事
前
に
準
備
す
る
も
の
・
・
・「

紙
コ
ッ
プ
３
つ
」
 

★
掲
示
物
を
黒
板
に
貼
る
た
め
の
「
磁
石
」
８
個
く
ら
い
 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
７
分

 
          

①
前
回
の
「
無
人
島
ゲ
ー
ム
」
の
、
み
ん
な
の
ふ
り
か
え
り
を
読
む
。 

大
別
す
る
と
、
中
身
は
次
の
３
つ
。

 
★
そ
う
は
い
っ
て
も
「
生
活
」
用
品
も
「
教
育
」
も
「
医
療
」
も
、

い
ず
れ
も
大
切
だ
！

 
★
言
わ
れ
て
み
た
ら
そ
う
だ
な
。
重
要
度
が
低
く
な
っ
た
の
は
、
無

意
識
に
「
自
分
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
る
と
『
あ
た
り
ま
え
』
に

考
え
て
い
た
」
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
、
反
省
。

 
★
「
分
か
っ
た
こ
と
！
考
え
た
こ
と
！
」
→
３
つ
と
も
、
そ
の
通
り
。

だ
か
ら
、
途
上
国
へ
出
か
け
て
い
っ
て
井
戸
掘
り
や
農
業
の
技
術

支
援
を
し
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
医
療
支
援
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。

 
→
で
も
ま
だ
ま
だ
途
上
国
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
国
際
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

 

★振
り
返
り
配
布
。

 
          

★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
る
。

 

展
開

 
②
③
で

 
５
分

 
        ④
で

 
３
分

 
   

②
今
日
の
課
題
は
「
字
が
読
め
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
で
す
。

 
Ｑ
：
掲
示
物
を
見
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
何
の
数
字
で
し
ょ
う
か
？

 
Ａ
：
答
え
は
『
識
字
率
』
で
す
。「
識
字
率
」
と
は
・
・
・（
説
明
） 

Ｑ
：
で
は
、
ど
こ
の
国
の
識
字
率
で
し
ょ
う
か
？

 
ち
な
み
に
日
本
の
識
字
率
は

99
.9
％
で
す
。

 
Ａ
：
答
え
は
こ
の
国
で
す
。（
ネ
パ
ー
ル
の
国
旗
を
貼
る
）

 
③
そ
れ
で
は
今
か
ら
ネ
パ
ー
ル
語
を
勉
強
し
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
語
の

カ
ー
ド
を
配
り
ま
す
。

 
◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆

 
２
３
枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
！
「
え
ー
っ
、
無
い
よ
。」
と
言
っ
た
ら

す
か
さ
ず
「
そ
う
で
す
。

64
.5
％
の
人
し
か
字
が
読
め
な
い
か
ら

ね
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、「
今
の
気
持
ち
は
？
」
と

聞
い
て
く
だ
さ
い
。

 
     ④
学
ぶ
権
利
が
「
あ
る
」
人
、
と
「
な
い
」
人
の
気
持
ち
が
分
か
り

ま
し
た
ね
？
あ
な
た
は
「
あ
る
」
人
で
す
か
？
「
な
い
」
人
で
す
か
？

今
の
気
持
ち
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

 
★発
表
さ
せ
る
。

 
⑤
そ
れ
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
み
ん
な

平
等
に
、
持
っ
て
い
な
い
人
に
、
持
っ
て
い
る
人
は
見
せ
て
あ
げ
て
、

一
緒
に
カ
ー
ド
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！
と
言
う
。

 

 ★
順
次
、
掲
示
物
を
貼
る
。

 
①
％
が
書
か
れ
た
紙

 
②
「
識
字
率
」
の
紙

 
③
ネ
パ
ー
ル
の
国
旗

 
④
世
界
の
識
字
率
の
地
図

20
13

 
    

展
開

 
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨
⑩

で
 
２
０
分

 
    

★ 最
後
に
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
み
ん
な
で
①
か
ら
言
い
合
う
。

 
⑥
ネ
パ
ー
ル
語
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
ネ
パ
ー
ル
語
を
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
全
員
参
加
で
す
。

 
【
ル
ー
ル
】
は
「
全
員
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
」
で
す
。

 
 ⑦
「
ネ
パ
ー
ル
に
住
む
あ
な
た
は
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
あ

る
日
、
高
熱
が
出
て
ひ
ど
い
腹
痛
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
薬

を
飲
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
た
ぶ

ん
こ
の
３
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
薬
で
す
。」
「
次
の
３
つ
で
す
。」

 
「
ネ
パ
ー
ル
語
で
『
毒
』『
薬
』『
水
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。」

 
「
あ
な
た
は
ど
れ
を
選
び
ま
す
か
？
」

 
 

 ★
提
示
す
る
。

 
・
３
つ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

 
・
ネ
パ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
３
枚

の
カ
ー
ド

 
 

★
ポ
イ
ン
ト
★

 
持
っ
て
い
な
い
生
徒
が
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た
ら
、
す
か
さ
ず
「
ど
う
感
じ
る
？
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

学
べ
る
権
利
が
あ
る
・
権
利
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
感
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

中
身
は
こ
ち
ら
で
入
れ
ま
す
！
 

 ・
水
	
	
＝
水

 
・
塩
水
	
＝
毒

 
・
い
ろ
は
す
＝
薬

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

1/
2）

                 

            （
全
員
起
立
、
３
０
秒
で
移
動
）

 
 ⑧
集
ま
っ
た
人
の
中
に
、「
本
当
に
飲
ん
で
も
ら
い
ま
す
！
」

 
代
表
者
１
名
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
「
水
は
、
本
当
に
、
水
が
入
っ
て
い
ま
す
！
」

 
「
薬
は
、
ち
ゃ
ん
と
、
お
い
し
い
味
が
し
ま
す
！
」

 
「
毒
は
、・
・
・
？
飲
ん
で
み
た
ら
分
か
り
ま
す
！
」

 
と
に
か
く
飲
む
人
を

1
人
選
び
ま
し
ょ
う
！

 
◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆

 
飲
む
人
は
あ
く
ま
で
「
希
望
者
」
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
・
飲
み
に
関
し
て
は
最
近
厳
し
い
の
で
・
・
・

 
 ⑨
「
今
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
？
」

 
・「
ど
き
ど
き
す
る
」「
賭
け
事
に
参
加
す
る
み
た
い
だ
」

 
・「
毒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」

 
⑩
で
は
、
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
「
せ
ー
の
！
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
水
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
薬
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
毒
」
で
し
た
。

 
◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆
	

塩
水
の
生
徒
が
う
が
い
を
し
た
が
っ
た
ら
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
	

   →
今
日
は
ク
ラ
ス
で
活
動
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
国
だ
と
し
た
ら
？

字
が
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
、
今
日
毒
を
飲
ん
で
し
ま
っ

た
よ
う
に
、
○
％
の
人
が
「
命
の
危
険
」
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

 

                 ★
不
安
な
気
持
ち
と
賭
け
の
よ

う
な
気
持
ち
。

 
  

ま
と
め

 
１
０
分

 
 

 ⑫
今
日
の
課
題
は
「
字
が
読
め
な
い
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」
で
し
た
。 

・
こ
れ
が
最
後
の
資
料
で
す
（
世
界
の
識
字
率
の
地
図
を
掲
示
）。

 
・
世
界
で
は
識
字
率
の
低
い
国
が
こ
ん
な
に
も
あ
り
ま
す
。

 
・
そ
の
原
因
は
「
そ
の
人
個
人
の
せ
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
「
教
育
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
、
で
き
な
い
」
と
い
う

 
現
状
が
あ
る
の
で
す
ね
。

 
⑬
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 ★
振
り
返
り
を
書
か
せ
る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
振
り
返
り
の
と
こ
ろ

を
音
読
す
る
）
→
時
間
が
あ
れ
ば
発
表
→
集
め
る
。

 

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
と
も
に
生
き
る
」
視
点
で
考
え
さ
せ
る
。

 
・
途
上
国
と
い
う
の
は
「
海
の
向
こ
う
の
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 
②
「
字
が
読
め
な
い
」
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
「
危
険
性
」
を
実
感
さ
せ
る
。

 
・「
字
が
読
め
る
」
の
は
「
当
た
り
前
」
で
は
な
い
こ
と
を
見
直
せ
る
よ
う
に
。

 
・「
字
が
読
め
な
い
」
の
は
、「
自
分
の
せ
い
」
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
。「
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」
現
状
が
あ
る
。

 
・「
字
が
読
め
な
い
」
と
い
う
の
は
不
便
な
だ
け
で
な
く
、「
命
に
か
か
わ
る
」
こ
と
を
強
調
。

 
 

★
ポ
イ
ン
ト
★

 
・「
字
が
読
め
る
」
の
は
あ
た

り
ま
え
で
は
な
い
。

 
・「
字
が
読
め
な
い
」
の
は
個

人
の
せ
い
で
も
な
い
。

 
・
字
が
読
め
な
い
の
は
不
便

な
だ
け
で
な
く
、
命
に
か

か
わ
る
こ
と
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

2/
2）

展
開

 
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩

で
 

２
０
分

 
    

★
最
後
に
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
み
ん
な
で
ネ
パ
ー
ル
語
を
①
～
⑤
ま

 
で
言
い
合
う
。

 
⑥
ネ
パ
ー
ル
語
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
ネ
パ
ー
ル
語
を
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
全
員
参
加
で
す
。
ル
ー
ル
は
全
員
い
ず
れ
か

を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

 
 ⑦
「
ネ
パ
ー
ル
に
住
む
あ
な
た
は
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
あ

る
日
、
高
熱
が
出
て
ひ
ど
い
腹
痛
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
薬

を
飲
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
た
ぶ

ん
こ
の
３
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
薬
で
す
。」

 
「
次
の
３
つ
は
「
ネ
パ
ー
ル
語
で
『
毒
』『

薬
』『

水
』
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
れ
を
選
び
ま
す
か
？
」

 
 

 ★
提
示
す
る
。

 
・
３
つ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

 
・
ネ
パ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
３
枚

 
の
カ
ー
ド

 
 

      ⑪
で

 
５
分

 
    

          （
全
員
起
立

 ３
０
秒
で
移
動
）

 
 ⑧
集
ま
っ
た
人
の
中
か
ら
誰
か
に
、
「
本
当
に
飲
ん
で
も
ら
い
ま

す
！
」

 
代
表
者
１
名
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。「

水
は
、
本
当
に
、
水
が
入
っ

て
い
ま
す
！
」「

薬
は
、
ち
ゃ
ん
と
お
い
し
い
味
が
し
ま
す
！
」「

毒

は
、・

・
・
？
飲
ん
で
み
た
ら
分
か
り
ま
す
！
」

 
と
に
か
く
飲
む
人
を
１
人
選
び
ま
し
ょ
う
！

 
◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆

 
飲
む
人
は
あ
く
ま
で
「
希
望
者
」
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

食
べ
・
飲
み
に
関
し
て
は
最
近
厳
し
い
の
で
・
・
・

 
 ⑨
「
今
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
？
」

 
・「

ど
き
ど
き
す
る
」「

賭
け
事
に
参
加
す
る
み
た
い
だ
」

 
・「

毒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」

 
⑩
で
は
、
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
「
せ
ー
の
！
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
水
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
薬
」

 
・
○
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
が
「
毒
」
で
し
た
。

 
⑪
飲
ん
だ
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 
 ◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆
 

塩
水
の
生
徒
が
う
が
い
を
し
た
が
っ
た
ら
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

 →
今
日
は
ク
ラ
ス
で
活
動
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
国
だ
と
し
た
ら
？

字
が
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
、
今
日
毒
を
飲
ん
で
し
ま

っ
た
人
が
い
た
よ
う
に
、
○
％
の
人
が
「
命
の
危
険
」
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

 

     実
際
の
３
つ
の
ネ
パ
ー
ル
語
の
文

字
は
開
発
教
育
協
会
の
「
世
界
が

も
し

10
0
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 
一
般
価
格
：
￥

2,
00

0＋
税

 
         ★
不
安
な
気
持
ち
と
賭
け
の
よ
う

な
気
持
ち
。

 
  

【
３
年
】
１
０
月
２
３
日
（
火
）
６
限
 
総
合
：
各
ク
ラ
ス
 

★
事
前
に
準
備
す
る
も
の
・
・
・「

紙
コ
ッ
プ
 o
r 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
つ
」
 

★
掲
示
物
を
黒
板
に
貼
る
た
め
の
「
磁
石
」
８
個
く
ら
い
 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
７
分

 
          

①
前
回
の
「
無
人
島
ゲ
ー
ム
」
の
、
み
ん
な
の
ふ
り
か
え
り
を
読
む
。

大
別
す
る
と
、
中
身
は
次
の
３
つ
。

 
★
そ
う
は
い
っ
て
も
「
生
活
」
用
品
も
「
教
育
」
も
「
医
療
」
も
、

い
ず
れ
も
大
切
だ
！

 
★
言
わ
れ
て
み
た
ら
そ
う
だ
な
。
重
要
度
が
低
く
な
っ
た
の
は
、
無

意
識
に
「
自
分
た
ち
の
生
活
か
ら
し
て
『
あ
た
り
ま
え
』
に
考
え

て
い
た
」
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
、
反
省
。

 
★
「
分
か
っ
た
こ
と
！
考
え
た
こ
と
！
」
→
３
つ
と
も
、
そ
の
通
り
。

だ
か
ら
、
途
上
国
へ
出
か
け
て
い
っ
て
井
戸
掘
り
や
農
業
の
技
術

支
援
を
し
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
医
療
支
援
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。

 
→
で
も
ま
だ
ま
だ
途
上
国
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
国
際
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

 

★振
り
返
り
配
布
。

 

          
★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
る
。

 

展
開

 
②
③
で

 
５
分

 
        ④
で

 
３
分

 
   

②
今
日
の
課
題
は
「
字
が
読
め
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
で
す
。

 
Ｑ
：
掲
示
物
を
見
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
何
の
数
字
で
し
ょ
う
か
？

 
Ａ
：
答
え
は
『
識
字
率
』
で
す
。「

識
字
率
」
と
は
・
・
・（

説
明
） 

Ｑ
：
で
は
、
ど
こ
の
国
の
識
字
率
で
し
ょ
う
か
？

 
ち
な
み
に
日
本
の
識
字
率
は

99
.9
％
で
す
。

 
Ａ
：
答
え
は
こ
の
国
で
す
。（

ネ
パ
ー
ル
の
国
旗
を
貼
る
）

 
③
そ
れ
で
は
今
か
ら
ネ
パ
ー
ル
語
を
勉
強
し
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
語
の

カ
ー
ド
を
配
り
ま
す
。

 
◆
担
任
の
先
生
へ
〔
注
意
〕
◆

 
２
３
枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
！
「
え
ー
っ
、
無
い
よ
。」

と
言
っ
た

ら
す
か
さ
ず
「
そ
う
で
す
。

65
.9
％
の
人
し
か
字
が
読
め
な
い
か

ら
ね
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、「

今
の
気
持
ち
は
？
」

と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
 

     ④
学
ぶ
権
利
が
「
あ
る
」
人
、
と
「
な
い
」
人
の
気
持
ち
が
分
か
り

ま
し
た
ね
？
あ
な
た
は
「
あ
る
」
人
で
す
か
？
「
な
い
」
人
で
す

か
？
今
の
気
持
ち
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

 
★
発
表
さ
せ
る
。

 
 ⑤
そ
れ
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
み
ん
な

平
等
に
、
持
っ
て
い
な
い
人
に
、
持
っ
て
い
る
人
は
見
せ
て
あ
げ

て
、
一
緒
に
カ
ー
ド
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！
と
言
う
。

 

 ★
順
次
、
掲
示
物
を
貼
る
。

 
①

65
.9
％
と
書
か
れ
た
紙

 
②
「
識
字
率
」
説
明
の
紙

 
③
ネ
パ
ー
ル
の
国
旗

 
  ネ

パ
ー

ル
の

識
字

率
65

.9
％

 

出
典

 :
 国

勢
調

査
 

20
11

年
 

★
ポ
イ
ン
ト
★
 

持
っ
て
い
な
い
生
徒
が
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
た
ら
、
す
か
さ
ず
「
ど
う
感
じ
る
？
」
と
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
学
べ
る
権
利
が
あ
る
・
権
利
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
感
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

中
身
は
こ
ち
ら
で
入
れ
ま
す
！
 

・
水
 
 
 
＝
 
水

 
・
塩
水
 
 
＝
 
毒

 
・
い
ろ
は
す
＝
 
薬
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目
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略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

1/
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35

３
年

総
合

「
字
が

読
め
な

い
っ
て

ど
ん
な

こ
と
？

」
の
補

足
資
料

�

★
識

字
率

と
は

 
・

基
本

的
に

、
大

人
（
15

才
以

上
）

の
識

字
率

（
％
）

 

・
あ
る

国
ま
た

は
一

定
の
地

域
で

、
文
字

の
読

み
書
き

が
で

き
る
人

の
割

合
。

 

[補
説

] 

・
ユ

ネ
ス

コ
で

は
、「

15
歳

以
上

の
人
口

に
対

す
る
、
日

常
生

活
の

簡
単

な
内
容

に
つ

い
て
の

読
み

書
き

が
で

き
る
人
口

の
割

合
」
と

定
義

し
て
い

る
。

 

・
一

般
的

に
「

識
字

」
は

、
単

純
な

算
術

計
算

を
行

う
能

力
で

あ
る
「

初
歩

の
計

算
能

力
」
も

含
み

、
日

常
生

活
上

の
短

い
簡

単
な

文
を

理
解

し
て

読
み

書
き

す
る

こ
と

が
で

き
る

、
15

歳
以

上
の

人
口

の
割

合
。

 
 ★
世

界
の

識
字

率
（

Gl
ob

al
�

Lit
er

ac
y�

Ra
te

s 
�

20
13

年
）
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い
て
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ア
フ
ガ
ニ
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タ
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イ
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イ
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ザ
フ
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タ
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�
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�
�
�
�
�
�
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）
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�
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カ
タ
ー
ル
�
�
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男
性
�
�
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�
、
女
性
�
�
��
�
）
（
�
��
��
�
�
�
�
年
）
��
�
� �
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字
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ど

ん
な

こ
と？

　
補
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1/
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任
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年
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国
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世

界
に

目
を

向
け

る
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S
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    字
が
読
め
な
い
っ
て
ど
ん
な
こ
と
…
？

 
 

� � ★
「
識
字
率
」
と
は
…
？

 
 

 
 

 
 

 
 

 

� � � � ★
あ
な
た
は
ど
っ
ち
？

 

学
ぶ

権
利

が
（

�
�

�
�

�
）

人
で

す
。

�

� ★
ど
の
文
字
が
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か
？

 
 

�
�

�
①

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

②
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
③

�

 
 

 
 

 
 

 ★
今
日
の
授
業
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

「
字

が
読

め
な

い
」

と
い

う
こ

と
を

体
験

し
ま

し
た

。
文

字
を

知
ら

な
い

と
、

お
な

か
が

痛
く

な
っ

た
と

き
、

薬
の

瓶
と

農
薬

の
瓶

を
間

違
っ

て
し

ま
い

、
死

ん
で

し
ま

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
今

日
の

授
業

で
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

ま
し

た
か

？
 

� � � � �国
際

理
解

に
つ

い
て

い
ろ

い
ろ

学
習

を
進

め
て

き
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

「
自

分
は

先

進
国

に
生

ま
れ

て
良

か
っ

た
」

な
ど

と
思

っ
て

は
い

ま
せ

ん
か

？
大

事
な

こ
と

は
「

と
も

に
生

き
る

」
心

で
す

。
同

じ
地

球
に

生
き

て
い

る
人

間
と

し
て

、
途

上
国

に
生

き
る

人
の

立
場

に
な

っ
て

「
心

」
で

考
え

て
く

だ
さ

い
ね

。
 

意
味

・
・

・
�

※
識

字
・
・
・「

識
字

」
と

は
，
文

字
を

読
み

書
き

し
、
理

解
す

る
能

力
。
�

 

ど
ん

な
気

持
ち

で
す

か
？

 

展
開

計
画
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間
目

 ： 
字

が
読

め
な

い
っ
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な

こ
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任
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S
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    字
が

読
め

な
い

っ
て

ど
ん

な
こ

と
…

？
 

 

  ★
「
識

字
率

」
と

は
…

？
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    ★
あ

な
た

は
ど

っ
ち

？
 

学
ぶ

権
利

が
（
 

 
 

 
 

）
人

で
す
。
 

 ★
ど

の
文

字
が

ど
ん

な
意

味
で

し
ょ

う
か

？
 
 

①
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 ★
今

日
の

授
業

を
ふ

り
か

え
っ

て
、

感
じ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

「
字

が
読

め
な

い
」

と
い

う
こ

と
を

体
験

し
ま

し
た

。
文

字
を

知
ら

な
い

と
、

お
な

か
が

痛
く

な
っ

た
と

き
、

薬
の

瓶
と

農
薬

の
瓶

を
間

違
っ

て
し

ま
い

、
死

ん
で

し
ま

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
今

日
の

授
業

で
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

ま
し

た
か

？
 

     国
際

理
解

に
つ

い
て

い
ろ

い
ろ

学
習

を
進

め
て

き
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

「
自

分
は

先

進
国

に
生

ま
れ

て
良

か
っ

た
」

な
ど

と
思

っ
て

は
い

ま
せ

ん
か

？
大

事
な

こ
と

は
「

と
も

に
生

き
る

」
心

を
持

つ
こ

と
で

す
。

同
じ

地
球

に
生

き
て

い
る

人
間

と
し

て
、

途
上

国
に

生
き

る
人

の
立

場
に

な
っ

て
「

心
」

で
考

え
て

く
だ

さ
い

ね
。

 

意
味

・
・

・
 

※
識

字
・

・
・「

識
字

」
と

は
、
文

字
を

読
み

書
き

し
、
理

解
す

る
能

力
。
 

ど
ん

な
気

持
ち

で
す

か
？
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文

字
体

が
載

っ
て

い
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
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 ①
 こ

ん
に

ち
は

 
ナ

マ
ス

テ
 
नम
�े

 
(N

am
as

te
) 

②
 あ

り
が

と
う

 
ダ

ン
ニ

ャ
バ

ー
ド

 
��

�ा
� 

(D
ha

ny
ab

ad
) 

③
 は

い
 

ホ
 
हो

 
(H

o)
 

④
 い

い
え

 
ホ

イ
ナ

 
हो
इन

 
(H

oi
na

) 
⑤

 私
の

名
前

は
〇

〇
で

す
 

メ
ロ

 ナ
ム

 〇
〇

 ホ
 
मेर
ो न
ाम

 ...
 ह
ो ।

 
(M

er
o 

Na
am

 〇
〇

 H
o)

 

ま
と
め

 
１
０
分

 
 

⑫
今
日
の
課
題
は
「
字
が
読
め
な
い
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」
で
し
た
。 

・
こ
れ
が
最
後
の
資
料
で
す
（
世
界
の
識
字
率
の
地
図
を
掲
示
）。

 
・
世
界
で
は
識
字
率
の
低
い
国
が
こ
ん
な
に
も
あ
り
ま
す
。

 
・
そ
の
原
因
は
「
そ
の
人
個
人
」
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。「

教
育
を

 
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
、
で
き
な
い
」
と
い
う
現
状
が
あ

 
る
の
で
す
ね
。

 
⑬
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 ★
振
り
返
り
を
書
か
せ
る
。（

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
振
り
返
り
の
と
こ

ろ
を
音
読
す
る
）
→
時
間
が
あ
れ
ば
発
表
す
る
。
→
集
め
る
。

 

★
世
界
の
識
字
率
の
地
図
を
掲
示

す
る
。

 
 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
と
も
に

生
き
る
」
視
点
で
考
え
さ
せ

る
。

 
・
途
上
国
で
の
出
来
事
を
「
海
の
向
こ
う
の
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 
②
「
字
が

読
め

な
い
」
こ
と
か

ら
生
ま
れ

る
「
危
険
性
」
を
実
感
さ
せ

る
。

 
・「

字
が
読
め
る
」
こ
と
は
「
当
た
り
前
」
で
は
な
い
。
普
段
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
見
つ
め
直
せ
る
よ
う
に
。

 
・「

字
が
読
め
な
い
」
の
は
、「

自
分
の
せ
い
」
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
。「

し
た
く
て
も
で
き
な
い
」
現
実
が
あ
る
。

 
・「

字
が
読
め
な
い
」
こ
と
は
不
便
な
だ
け
で
な
く
、「

命
に
か
か
わ
る
」
こ
と
を
強
調
。

 

★
ポ
イ
ン
ト
★

 
・「

字
が
読
め
る
」
の
は
あ
た

り
ま
え
で
は
な
い
。

 
・「

字
が
読
め
な
い
」
の
は
個

人
の
せ
い
で
は
な
い
。

 
・
字
が
読
め
な
い
の
は
不
便

な
だ
け
で
な
く
、
命
に
か

か
わ
る
こ
と
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

2/
3）

略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

3/
3）

略
案

 : 
展

開
計

画
　

5時
間

目
　（

1/
3）
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こ
の

考
え

方
に

よ
っ

て
、

最
近

は
、
「

緊
急

時
」
「

ど
ん

な
人

に
も

」

「
す

ぐ
」

分
か

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
…

…
と

、
災

害
時

の
避

難
所

や
非

常
口

な
ど

に
マ

ー
ク

が
つ

け
ら

れ
て

い
ま

す
ね

。
�

�
�

� 自
分

は
水

を
選

べ
た

け
れ

ど
、
実

際
に

熱
が

出
た

と

す
る

と
、
水

を
選

ん
で

も
助

か
ら

な
い

な
と

思

っ
た

。
や

は
り

「
字

が
読

め
な

い
」

と
い

う
こ

と
は

同
時

に
命

の
危

険
が

常
に

近
く

に
あ

る
と

い
う

こ

と
だ

と
思

っ
た

。
こ

う
し

て
自

分
が

学
べ

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
考

え
直

し
て

み
よ

う
と

思
っ

た
。

 

普
通

に
「

字
が

読
め

る
」
こ

と
が

ど
れ

だ
け

自
分

の

命
を

守
っ

て
き

た
の

か
が

、
改

め
て

実
感

で
き

た
。

読

め
な

い
字

が
あ

る
と

不
安

に
な

る
し

、
命

に
関

わ
る

こ
と

に
な

っ
て

く
る

こ
と

が
今

日
の

授
業

で
分

か
り

ま
し

た
。

字
が

読
め

る
こ

と
の

大
切

さ
と

必
要

さ
に

気
づ

い
た

し
、

勉
強

で
き

る
こ

と
に

感
謝

だ
な

あ
と

思
い

ま
し

た
。

�

字
が

読
め

る
こ

と
を

日
本

で
は

当
た

り
前

に
な

っ
て

い

る
か

ら
気

づ
か

な
か

っ
た

が
、
字

が
読

め
な

い
と

困
る

だ

け
で

な
く

、
命

の
危

機
に

も
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
字

が
読

め
な

い
人

の
た

め
に

は
、
マ

ー
ク

を
つ

け

た
ら

だ
い

た
い

の
意

味
も

分
か

る
と

思
う

。
例

え
ば

危
険

な
物

に
は

ド
ク

ロ
マ

ー
ク

を
付

け
る

と
い

い
と

思
う

。
 

字
が

読
め

な
い

と
い

う
こ

と
は

す
ご

く
怖

く
て

不
安

な
こ

と
だ

と
思

っ
た

。
今

日
の

よ
う

に
「

一
か

八
か

」
だ

け
じ

ゃ

な
く

、
自

分
の

体
や

未
来

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
を

重
く

感

じ
た

。
 

生
活

す
る

の
に

必
死

で
字

が
読

め
な

い
と

は
、

つ
ら

い

こ
と

だ
と

思
う

し
、

読
め

る
こ

と
が

幸
せ

に
思

い
ま

す
。

 

私
自

身
、

授
業

が
面

倒
だ

と
感

じ
る

こ
と

も
多

い
け

れ

ど
、

学
ぶ

権
利

の
な

い
人

か
ら

し
て

み
れ

ば
、

自
分

た

ち
の

手
に

入
ら

な
い

も
の

を
当

然
の

よ
う

に
受

け
取

り
、

し
か

も
放

棄
し

よ
う

と
す

る
人

は
許

せ
な

い
と

考

え
る

だ
ろ

う
な

と
思

っ
た

。
 

識
字

で
き

な
い

＝
死

の
危

険
な

の
で

、
ア

フ
リ

カ

の
人

々
は

飢
餓

な
ど

に
続

い
て

酷
い

も
の

だ
と

思
い

ま

し
た

。
僕

は
、

こ
れ

に
対

し
て

識
字

が
で

き
て

、
さ

ら

に
英

語
も

学
ん

で
い

る
く

ら
い

な
の

で
こ

の
能

力
を

有

効
に

使
っ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

字
が

読
め

な
い

こ
と

が
命

の
危

険
に

つ
な

が
る

な
ん

て

考
え

た
こ

と
も

な
か

っ
た

。
日

本
は

識
字

率
が

99
.9

%
で

字
が

読
め

る
の

が
当

た
り

前
だ

け
ど

ア
フ

リ
カ

や
イ

ン
ド

に
住

む
半

分
の

人
が

読
め

ず
命

の
危

険
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
と

知
っ

て
自

分
の

生
活

の
あ

り
が

た
さ

を
感

じ
た

。
 

今
日

は
塩

水
を

飲
ん

だ
か

ら
セ

ー
フ

だ
っ

た
け

れ
ど

、
本

当

に
毒

だ
っ

た
ら

死
ん

で
い

た
と

思
い

、
怖

く
な

り
ま

し
た

。
 

も
し

死
ん

で
し

ま
っ

た
ら

ど
う

し
よ

う
…

な
ど

の
不

安
が

最
初

は
あ

り
ま

し
た

。
勉

強
す

る
と

い
う

の
は

と
て

も
大

事
な

こ
と

だ
と

頭
で

は
わ

か
っ

て
い

て
も

、
苦

手
な

勉
強

は
少

し
嫌

だ
と

思
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
し

か
し

、
勉

強
で

き
る

と
い

う
の

は
幸

せ
だ

と
い

う
こ

と
を

実
感

し
ま

し
た

。
 

 

世
界

中
の

人
々

に
学

ぶ
権

利
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。
こ

れ
か

ら
は

勉
強

も
イ

ヤ
イ

ヤ
思

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

あ
り

が
た

み
を

も
っ

て
学

ん
で

い
き

た
い

。
 

私
は

学
ぶ

権
利

の
な

い
人

だ
っ

た
。「

あ
り

が
と

う
」
も

読

め
な

い
な

ん
て

嫌
だ

な
と

思
っ

た
。

 

「
教

育
を

受
け

る
こ

と
」
「

学
ぶ

こ
と

」
の

意
味

を
、

改
め

て
考

え
て

し
ま

い
ま

す
ね

。
 

展
開

計
画

　
5時

間
目

 ： 
字

が
読

め
な

い
っ

て
ど

ん
な

こ
と？

　
生

徒
の

振
返

り

• 
カ
ン
ボ
ジ
ア
��
��
�
��
�
（
男
性
�
�
��
�、
女
性
�
�
��
�
）�
�
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
キ
プ
ロ
ス
��
��
�
��
�
（
�
�
��
��
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
キ
ル
ギ
ス
��
��
�
��
�
（
�
�
��
��
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
ク
ウ
ェ
ー
ト
�
��
�
�
��
�（
�
�
�
��
�
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
�
�
��
�
��
�（
男
性
�
�
��
�、
女
性
�
�
��
�）
��
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
シ
リ
ア
�
��
�
�
��
�
（
�
�
�
�
��
��
�
年
）
��
�
� �

• 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
�
�
��
�
��
�
（�
�
�
�
�
�
�
��
年
）
��
�
� �

• 
ス
リ
ラ
ン
カ
�
��
�
�
��
�（
男
性
�
�
��
�
、
女
性
�
�
��
�
）�
�
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
タ
イ
�
�
��
�
��
�（
�
�
�
�
�
�
��
�
年
）
��
�
� �

• 
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
�
�
��
�
��
�
（
�
��
�
�
�
�
�
�
年
）�
�
�
� �

• 
ト
ル
コ
�
�
��
�
��
�
（
男
性
��
��
�
、
女
性
�
�
��
�
）
��
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
中
国
�
��
�
�
��
�
（
�
�
�
�
�
��
��
年
）
��
�
� �

• 
�パ
キ
ス
タ
ン
��
��
�
��
�
（
男
性
�
�
��
�、
女
性
�
�
��
�
）�
�
�
�
�
年
）
��
�
� �

• 
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
�
��
�
�
��
�（
男
性
�
�
��
�、
女
性
�
�
��
�）
��
�
�
�
年
）
��
�
� �

★
ネ

パ
ー

ル
の

識
字

率
に

つ
い

て
 

�
�

�
�

今
か

ら
５

７
年

前
�

�
１

９
６

１
年

�
�

１
０

％
足

ら
ず

 
�

�
�

�
�

�
�

３
７

年
前

�
�

１
９

８
１

年
�

�
２

５
％

 
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

２
０

１
５

年
�

�
６

４
．

７
％

 
�

こ
の

よ
う

に
徐

々
に

上
が

っ
て

き
て

は
い

ま
す

が
、

先
進

国
と

言
わ

れ
る

国
の

識
字

率
が

９
８

％
を

超
え

て
い

る
と

い
う

現
実

と
比

べ
る

と
、

ま
だ

ま
だ

識
字

率
は

低
い

と
言

わ
ざ

る
を

得
ま

せ
ん

。
１

５
歳

以
上

の
大

人
の

う
ち

、
約

６
５

％
し

か
字

が
読

め
な

い
と

い
う

こ
と

は
、
３

分
の

１
の

人
は

字
が

読
め

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
。

 
 

★
日

本
の

一
例

 

明
治
期
の
各
県
の
調
査
初
年
次
の
自
署
率
�
（
文
部
省
年
報
に
よ
る
）
��
��
��

府
県
�

調
査
初
年
次
�

調
査
対
象
�

男
子
�

女
子
�

全
体
��

滋
賀
県
�

�
�
�
�
年

�

満
�
歳
以
上
�

�
�
��
��

�
�
��
��

�
�
��
��
�

群
馬
県
�

�
�
�
�
年

�
�
�
��
��

�
�
��
��

�
�
��
��
�

青
森
県
�

�
�
�
�
年

�
全
住
民
�

�
�
��
��

�
��
�
�

�
�
��
��
�

鹿
児
島
県
�

�
�
�
�
年

�

満
�
歳
以
上
�

�
�
��
��

�
��
�
�

�
�
��
��
�

岡
山
県
�

�
�
�
�
年
�

�
�
��
��

�
�
��
��

�
�
��
��
�

 

展
開

計
画

　
5時

間
目

 ： 
字

が
読

め
な

い
っ

て
ど

ん
な

こ
と？

　
補

足
資

料
　

2/
2

３
年

総
合

「
字

が
読

め
な

い
っ

て
ど

ん
な

こ
と

？
」
の

補
足

資
料

 

★
識

字
率

と
は

 

・
基

本
的

に
、

大
人

（
1
5

才
以

上
）
の

識
字

率
（
％

）
。

 

・
あ

る
国

ま
た

は
一

定
の

地
域

で
、

文
字

の
読

み
書

き
が

で
き

る
人

の
割

合
。

 

[補
説

] 

・
ユ

ネ
ス

コ
で

は
、

「
1
5

歳
以

上
の

人
口

に
対

す
る

、
日

常
生

活
の

簡
単

な
内

容
に

つ
い

て
の

読
み

書
き

が
で

き
る

 

人
口

の
割

合
」と

定
義

し
て

い
る

。
 

・
一

般
的

に
「識

字
」
は

、
単

純
な

算
術

計
算

を
行

う
能

力
で

あ
る

「
初

歩
の

計
算

能
力

」
も

含
み

、
日

常
生

活
上

の
 

短
い

簡
単

な
文

を
理

解
し

て
読

み
書

き
す

る
こ

と
が

で
き

る
、

1
5

歳
以

上
の

人
口

の
割

合
。

 

 ★
世

界
の

識
字

率
（
G

lo
ba

l 
L
it
er

ac
y 

R
at

es
 

2
0
1
3

年
） 

              

 

★
ネ

パ
ー

ル
の

識
字

率
に

つ
い

て
 

過
去

の
識

字
率

を
見

る
と

 
1
95

1
年

 
5
.3

％
 

1
9
9
5/

9
6

年
 

3
7
.8

％
 

（
こ

の
２
つ

の
デ

ー
タ

は
1
0
 
歳

以
上

を
対

象
） 

2
0
1
5

年
に

は
65

.9
％

ま
で

上
昇

し
、

徐
々

に
ネ

パ
ー

ル
の

識
字

率
は

上
が

っ
て

き
て

い
ま

す
が

、
先

進
国

と
言

わ
れ

る
国

の
識

字
率

が
9
8
％

を
超

え
て

い
る

と
い

う
現

実
と

比
べ

る
と

、
ま

だ
ま

だ
識

字
率

は
低

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。

1
5

歳
以

上
の

大
人

の
う
ち

、
約

6
5
％

し
か

字
が

読
め

な
い

と
い

う
こ

と
は

、
３
分

の
１
の

人
は

字
が

読
め

な
い

と
い

う

こ
と

で
す

。
 

 出
典

 
：
 
国

際
協

力
銀

行
 
「貧

困
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
 
要

約
 
ネ

パ
ー

ル
王

国
」
 
2
0
03

年
3

月
 

外
務

省
 
「ネ

パ
ー

ル
連

邦
民

主
共

和
国

 基
礎

デ
ー

タ
」
 平

成
3
1

年
3

月
28

日
 

 

★
識

字
率

 
日

本
の

一
例

 
 

 

明
治

期
の

各
県

の
調

査
初

年
次

の
自

署
率

 
（
文

部
省

年
報

に
よ

る
）
  

府
県

 
調

査
初

年
次

 
調

査
対

象
 

男
子

 
女

子
 

全
体

  

滋
賀

県
 

1
8
77

年
 

満
6

歳
以

上
 

8
9
.2

3 
3
9
.3

1 
6
4
.1

3 
 

群
馬

県
 

1
8
80

年
 

7
9
.1

3 
2
3
.4

1 
5
2
.0

0 
 

青
森

県
 

1
8
81

年
 

全
住

民
 

3
7
.3

9 
2
.7

1 
1
9
.9

4 
 

鹿
児

島
県

 
1
8
84

年
 

満
6

歳
以

上
 

3
3
.4

3 
4
.0

0 
1
8
.3

3 
 

岡
山

県
 

1
8
87

年
 

6
5
.6

4 
4
2
.0

5 
5
4
.3

8 
 

出
典

 
：
 W

ik
ip

ed
ia

 h
tt

p
s:

//
ja

.w
ik

ip
ed

ia
.o

rg
/w

ik
i/

%
E
8
%
A

D
%
9
8
%E

5%
A

D
%9

7
#
ci

te
_n

o
te

-
3
6 
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【
３
年
】
�
１
０
月
２
９
日
（
月
）
６
限
目
�
：
各
ク
ラ
ス
�

     

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 

導
入

 
２
分

 
  

①
 前

回
の
「
識
字
率
」
で
は
ネ
パ
ー
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
字
が
読
め
る
か
ど
う
か
は
命
に
ま
で
関
わ
る
こ
と
な
の
で
す
ね
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
３
分

 
     ５
分

 
１
２
分

 
    ８
分

 
 

③
 今

日
は
「
ア
フ
リ
カ
」
に
つ
い
て
で
す
。

 
④

 ふ
り
か
え
り
の
裏
に
ア
フ
リ
カ
の
地
図
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
見
て
下
さ
い
。
国
の
名
前
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

 
⑤

 ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
り
ま
す
。

 
⑥

 今
日
の
課
題
は
「
１
８
個
の
謎
を
解
き
ま
し
ょ
う
」
で
す
。

 

⑦
 遠

い
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち
日
本
で
の
生
活
と
の
つ
な
が
り

を

考
え
ま
し
ょ
う
。

 
・
こ
の
１
８
個
の
品
物
と
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が

り
が
あ
る
も
の
を
探
し
て
、
○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

 
・
○
は
い
く
つ
付
く
で
し
ょ
う
か
。
見
つ
け
た
だ
け
付
け
て
く
だ
さ

い
。

 
・
空
欄
に
は
、
こ
の
１
８
個
以
外
に
も
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い
る
「
ア

フ
リ
カ
と
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
」
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
⑧

 個
人
で
考
え
る
。

 
⑨
４
人
班
で
考
え
て
、
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
に
◯
を

付
け
る
。

 
・
リ
ー
ダ
ー
（
１
名
）
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（
３
名
）
を
決
め
る
。

 
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
中
で
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
書
記
１
名
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
発

表
者
を
決
め
る
。

 
⑩
発
表
す
る
。

 
・
１
班
か
ら
順
に
何
を
選
ん
だ
か
、
発
表
す
る
。

 

  ★
ア
フ
リ
カ
の
地
図
を
掲
示
す
る
。 

       ★
大
き
な
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
カ
ラ

ー
）
を
班
に
１
枚
、
配
付
。

 
 

展
開

 
１
２
分

 
 

⑥
で
は
、
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
す
！

 
・
答
え
を
よ
く
聞
い
て
、
地
図
の
中
で
該
当
す
る
国
名
を
探
し
て
○

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

 
⑦
感
想
を
聞
く
。

 

  

ま
と

め

８
分

 
⑨

 中
で
も
、
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ホ
の
裏
側
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
資
料
を
配
布
す
る
。

 
・
資
料

N
O

.1
と

N
O

.2
を
音
読
す
る
。
生
徒
に
さ
せ
て
も
よ
い
。

 
（
ス
マ
ホ
の
原
料
の
世
界
地
図
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
話
、
コ
ン
ゴ
の

 
�
紛
争
鉱
物
、
を
読
む
）

 
⑩
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

 
 

★
資
料
を
配
布
す
る
。

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。

 
・
途
上
国
と
い
う
の
は
「
海
の
向
こ
う
の
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 
②
「
と
も
に
生
き
る
」
視
点
で
考
え
さ
せ
る
。

 
・
自
分
の
「
行
動
」（

何
を
買
う
か
）
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
。
自
分
の
行
動
を
変
え
れ
ば
、
世
界
も
変
え
ら
れ
る
。

 
�
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
て
い
く
か
、
ど
う
考
え
る
か
。（

自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
の
か
。
他
の
国
の
人
は
幸
せ
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
の
か
。）

 
 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

6時
間

目

松
任

中
学

校
３

年
�

総
合

的
な

学
習

の
時

間
�

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�

�
組

�
�

�
番

�
氏

名
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�  

     1
8
個
の
謎
を
解
け
！

～
私
た
ち
の
生
活
と
ア
フ
リ
カ
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
～
 

 

� � � � �
�

�
�

�
�

�
�

�

� � � � � � � � � � � � � ★
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

� � � � � �

今
日

は
、
私

た
ち

の
身

の
回

り
に

あ
る

モ
ノ

に
つ

い

て
、
日

本
か

ら
遠

く
離

れ
た

ア
フ

リ
カ

と
の

つ
な

が
り

を
見

つ
け

ま
し

ょ
う

。
発

見
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

�

★
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
は
？

 

次
の

「
１

８
品

目
」

は
、

私
た

ち
日

本
人

に
は

お
な

じ
み

の

も
の

ば
か

り
で

す
。

こ
の

中
か

ら
ア

フ
リ

カ
と

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
を

選
ん

で
○

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

�

空
欄

に
は

、
私

た
ち

の
身

近
に

あ

る
も

の
で

、
他

に
ア

フ
リ

カ
と

つ

な
が

り
が

あ
る

も
の

が
あ

れ
ば

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ア

フ
リ

カ
１８

個
の

謎
　

JI
C

A
資

料
を

使
っ

て
　

1/
4

そ
の

１
：

レ
ア

メ
タ

ル
が

紛
争

の
火

種
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

知
ろ

う
 

              出
典

：
「

国
際

理
解

教
育

 
実

践
資

料
集

」
 
J
I
C
A
地

球
ひ

ろ
ば

 

そ
の

２
：

ス
マ

ホ
の

裏
側

か
ら

考
え

る
世

界
と

の
つ

な
が

り
 

 ス
マ

ホ
を

買
う

側
に

い
る

私
た

ち
。

便
利

な
ス

マ
ホ

の
裏

側
で

誰
か

が
犠

牲
に

な
っ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

？
 

ま
ず

は
動

画
を

見
て

み
ま

し
ょ
う

。
 

 特
定

非
営

利
活

動
法

人
ア

ジ
ア

太
平

洋
資

料
セ

ン
タ

ー
(
P
A
R
C
)
製

作
『

ス
マ

ホ
の

真
実

―
紛

争
鉱

物
と

環
境

破
壊

と
の

つ
な

が
り

』
 

紹
介

映
像

 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
y
o
u
t
u
b
e
.
c
o
m
/
w
a
t
c
h
?
v
=
p
c
O
k
T
w
e
e
N
r
k
 

          ＊
開

発
教

育
協

会
の

教
材
「

ス
マ

ホ
か

ら
考

え
る

世
界

・
わ

た
し

・
S
D
G
s
」
に

載
っ

て
い

る
、
ス

マ
ホ

の
「

原
材

料
・

部
品

」
の
「

世

界
地

図
」

も
よ

い
。

ス
マ

ホ
の

「
原

材
料

・
部

品
」

が
世

界
の

ど
こ

か
ら

き
て

い
る

か
を

示
し

て
い

る
。

 

（
本

教
材

 
一

般
価

格
：

￥
2
,
0
0
0
＋

税
）
 

「
紛

争
鉱

物
」

･
･
･
･
･
･
と

い
う

言
葉

を
知

っ
て

ど
う

感
じ

ま
し

た
か

。
 

レ
ア

メ
タ

ル
の

お
か

げ
で

技
術

革
新

が
進

み
、

ス
マ

ホ
は

「
低

価
格

化
」
「

軽
量

化
」
「

多
機

能
化

」
し

ま
し

た
。

そ
し

て

通
信

は
飛

躍
的

に
快

適
か

つ
便

利
に

な
り

ま
し

た
。
そ

の
一

方
で

ス
マ

ホ
の
「

大
量

生
産

」
、
最

新
モ

デ
ル

へ
と

ど
ん

ど
ん
「

買

い
替

え
さ

せ
る

仕
組

み
」
、
「

大
量

消
費

」
「

大
量

廃
棄

」
が

同
時

に
進

み
ま

し
た

。
 

先
進

国
で

は
ス

マ
ホ

の
恩

恵
を

享
受

す
る

一
方

で
、

原
料

を
提

供
し

て
い

る
途

上
国

で
は

紛
争

が
絶

え
な

い
と

い
う

現
実

が
い

ま
だ

に
あ

り
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

そ
の

鉱
物

が
大

き
な

お
金

に
な

る
と

知
っ

て
い

る
か

ら
で

す
。

 

あ
な

た
が

持
っ

て
い

る
ス

マ
ホ

の
裏

側
に

、
途

上
国

の
人

々
の

血
や

涙
が

あ
る

と
知

っ
て

、
今

、
ど

の
よ

う
に

感
じ

ま
す

か
。

 

【
３
年
】
 
１
０
月
２
９
日
（
月
）
６
限
目
 
：
各
ク
ラ
ス
 

     

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
２
分

 
 

①
 前

回
の
「
識
字
率
」
で
は
ネ
パ
ー
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。
字
が
読
め
る
か
ど
う
か
は
命
に
ま
で

関
わ
る
こ
と
な
の
で
す
ね
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
 

展
開

 
３
分

 
      ２
５
分

 
  

③
 今

日
は
「
ア
フ
リ
カ
」
に
つ
い
て
で
す
。

 
④

 ふ
り
か
え
り
の
裏
に
ア
フ
リ
カ
の
地
図
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
見
て
下
さ
い
。
国
の
名
前
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

 
⑤

 ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
り
ま
す
。

 
⑥

 今
日
の
課
題
は
「
１
８
個
の
謎
を
解
き
ま
し
ょ
う
」
で
す
。

 

⑦
 遠

い
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち
日
本
で
の
生
活
。
つ
な
が
り

を
考
え

ま
し
ょ
う
。

 
・
こ
の
１
８
個
の
品
物
の
中
か
ら
、
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
の

 
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
を
探
し
、
○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

・
○
は
い
く
つ
付
く
で
し
ょ
う
か
。
見
つ
け
た
だ
け
付
け
て
く

 
だ
さ
い
。

 
・
空
欄
に
は
、
こ
の
１
８
個
以
外
に
も
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い

 
る
「
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
」
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

⑧
 個

人
で
考
え
る
。

 
⑨

 ４
人
班
で
考
え
て
、
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
に
◯

を
付
け
る
。

 
・
リ
ー
ダ
ー
（
１
名
）
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（
３
名
）
を
決
め
る
。

 
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
中
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
書
記
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー

 
発
表
者
を
決
め
る
。

 
⑩

 発
表
す
る
。

 
・
１
班
か
ら
順
に
何
を
選
ん
だ
か
、
発
表
す
る
。

 

  ★ア
フ
リ
カ
の
地
図
を
掲
示
す
る
。 

       ★
大
き
な
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
カ
ラ

ー
）
を
班
に
１
枚
、
配
付
。

 
 

展
開

 
１
２
分

 
 

⑪
 で

は
、
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
す
！

 
・
答
え
を
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。「

も
の
」
と
関
わ
り
の
あ
る
国

 
名
が
出
て
く
る
の
で
、
該
当
す
る
国
を
地
図
の
中
か
ら
探
し
○

 
を
付
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
⑫

 感
想
を
聞
く
。

 

  

ま
と

め

８
分

 
⑬

 中
で
も
、
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ホ
の
裏
側
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

 
・「

そ
の
１
」
を
音
読
す
る
。
 

・「
そ
の
２
」
動
画
を
再
生
す
る
。

 
⑭

 今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

 
・
囲
み
の
中
の
文
章
を
読
む
。

 

  

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
の

生
活
と
の

つ
な

が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。

 
・
途
上
国
を
「
海
の
向
こ
う
の
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 
②
「
と
も
に

生
き
る
」
視
点
で
考
え
さ
せ
る
。

 
・
自
分
の
「
行
動
」（

何
を
買
う
か
）
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
。
自
分
の
行
動
を
変
え
れ
ば
、
世
界
も
変
え
ら
れ
る
。

 
 
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
て
い
く
か
、
ど
う
考
え
る
か
。（

自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
の
か
。
他
の
国
の
人
た
ち
は
幸
せ
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
の
か
。）

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

6時
間

目
（

1/
2）

略
案

 : 
展

開
計

画
　

6時
間

目
（

2/
2）

略
案

 : 
展

開
計

画
　

6時
間

目
（

1/
2）

略
案

 : 
展

開
計

画
　

6時
間

目
（

2/
2）
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１
８
個
の
謎
を
解
け
！

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
資
料

 
★
つ
な
が
り
を
見
て
み
よ
う
。

 

１
８

品
目

は
、

ア
フ

リ
カ

と
ど

の
よ

う
な

つ
な

が
り

が
あ

る
の

か
、

表
で

確
認

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

つ
な

が
り

を
確

認
し

な
が

ら
、

地
図

帳
で

国
の

場
所

を
探

し
、

色
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

し
ょ

う
。

 

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ア

フ
リ

カ
１８

個
の

謎
　

JI
C

A
資

料
を

使
っ

て
　

3/
4

１
８
個
の
謎
を
解
け
！

�
�

�
�

�
（

 
 

 
 
）
班

�

★
１
８
個
の
謎
を
解
き
ま
し
ょ
う
。
ど
の
品
物
が
ア
フ
リ
カ
と
関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 

次
の

「
１

８
品

目
」

は
、

私
た

ち
日

本
人

に
は

お
な

じ
み

の
も

の
ば

か
り

で
す

。
�

こ
の

中
か

ら
ア

フ
リ

カ
と

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
を

選
ん

で
○

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

�

�

見
つ
け
ら
れ
る
か
な
？
�

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ア

フ
リ

カ
１８

個
の

謎
　

JI
C

A
資

料
を

使
っ

て
　

2/
4

１
８

個
の

謎
を

解
け

！
 

 
 

 
 

（
 

 
 

 
）

班
 

★
１

８
個

の
謎

を
解

き
ま

し
ょ

う
。

ど
の

品
物

が
ア

フ
リ

カ
と

関
係

し
て

い
る

で
し

ょ
う

か
？

 

次
の

「
１

８
品

目
」

は
、

私
た

ち
日

本
人

に
は

お
な

じ
み

の
も

の
ば

か
り

で
す

。
 

こ
の

中
か

ら
ア

フ
リ

カ
と

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
を

選
ん

で
○

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

 

 

見
つ

け
ら

れ
る

か

松
任

中
学

校
３

年
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
 

国
際

理
解

「
世

界
に

目
を

向
け

る
」

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
o
.
6
 

S
h
a
r
e
 H

a
p
p
y
?

 
と

も
に

生
き

る
地

球
の

未
来

 

 
 

 
組

 
 

 
番

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     1
8

個
の

謎
を

解
け

！
～

私
た

ち
の

生
活

と
ア

フ
リ

カ
：

つ
な

が
り

を
考

え
る

～
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
             ★

今
日

の
授

業
を

通
し

て
、

感
じ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
、

気
づ

い
た

こ
と

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

      今
日

は
、

私
た

ち
の

身
の

回
り

に
あ

る
モ

ノ
に

つ
い

て
、
日

本
か

ら
遠

く
離

れ
た

ア
フ

リ
カ

と
つ

な
が

り
を

持

つ
も

の
を

見
つ

け
ま

す
。

発
見

で
き

る
で

し
ょ

う
か

？
 

★
ア

フ
リ

カ
と

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
は

？
 

次
の

「
１

８
品

目
」

は
、

私
た

ち
日

本
人

に
は

お
な

じ
み

の

も
の

ば
か

り
で

す
。

こ
の

中
か

ら
ア

フ
リ

カ
と

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
を

選
ん

で
○

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

 

空
欄

に
は

、
私

た
ち

の
身

近
に

あ

る
も

の
で

、
他

に
ア

フ
リ

カ
と

つ

な
が

り
が

あ
る

も
の

が
あ

れ
ば

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

1/
3

2/
3
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展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ア

フ
リ

カ
１８

個
の

謎
　

JI
C

A
資

料
を

使
っ

て
　

4/
4

資
料

 
N
o
.1

 

ス
マ
ホ
の
真
実

 
～
ス
マ
ホ
の
裏
側
か
ら
考
え
る
世
界
の
つ
な
が
り
～

 

こ
れ

は
「

原
料

の
世

界
地

図
」

で
す

。
何

の
原

料
か

分
か

り
ま

す
か

？
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � ス
マ

ホ
を

作
る

原
料

が
ど

こ
の

国
か

ら
や

っ
て

き
て

い
る

か
？

と
い

う
「

原
料

の
世

界
地

図
」

で
す

。
�

た
く

さ
ん

の
原

料
が

何
度

も
国

境
を

越
え

な
が

ら
集

ま
っ

て
で

き
て

い
る

の
が

…
…

ス
マ

ホ
な

の
で

す
ね

。
�

� � � � � �

ス
マ

ホ
１

台
は

約
２

０
０

グ
ラ

ム
。

と
て

も
小

さ
な

機
器

な
の

に
、

そ
の

機
能

は
多

様
で

パ
ソ

コ
ン

と
同

じ
よ

う
な

も
の

で
す

。
そ

れ
を

可

能
に

し
て

い
る

の
が

、
中

に
搭

載
さ

れ
て

い
る

約
�
�
�
�
個

の
電

子
部

品
。

ス
マ

ホ
を

つ
く

る
た

め
に

は
２

０
種

類
以

上
の

鉱
物

が
必

要
と

さ
れ

て

い
ま

す
。

中
に

は
、

希
少

金
属

、
通

称
「

レ
ア

メ
タ

ル
」

と
呼

ば
れ

る

金
属

も
多

く
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
そ

う
し

た
貴

重
な

鉱
物

を
採

掘
し

て

い
る

現
場

は
、

一
体

ど
ん

な
と

こ
ろ

な
の

で
し

ょ
う

か
。

�

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ス

マ
ホ

の
裏

側
　

新
聞

記
事

も
使

っ
て（

朝
日

新
聞

 2
01

6.
8.

24
）　

1/
2

40

私
た

ち
の

暮
ら

し
は

、
自

国
だ

け
で

は
成

り
立

た
な

い
の

で
す

。
品

物
の

裏
側

を
も

っ
と

知
り

た
い

で
す

ね
。
そ

し
て

、
ど

う
行

動
す

れ

ば
よ

い
か

、
み

ん
な

で
も

っ
と

深
く

考
え

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

�

�
�

�

ア
フ

リ
カ

か
ら

た
く

さ
ん

輸
入

さ
れ

て
い

て
驚

き

ま
し

た
。

普
通

に
使

っ
た

り
食

べ
た

り
し

て
い

る
物

は
全

部
日

本
の

物
だ

と
思

っ
て

い
た

け
れ

ど
こ

ん
な

に
も

輸
入

に
頼

っ
て

い
る

ん
だ

と
思

い
ま

し
た

。
 

紛
争

が
絶

え
ず

起
き

て
い

る
と

い
う

の
に

、
私

た
ち

は
そ

れ

以
上

の
こ

と
を

望
ん

で
、

い
ろ

い
ろ

な
面

で
頼

っ
て

い
る

の

は
そ

の
国

に
対

し
て

失
礼

だ
と

思
っ

た
。

も
っ

と
感

謝
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
�

私
た

ち
が

豊
か

な
生

活
を

求
め

て
い

る
こ

と
が

ア
フ

リ
カ

内
の

紛
争

の
原

因
だ

と
知

っ
て

驚
い

た
。
普

段
日

本
の

こ
と

ば
か

り
を

考
え

て
き

た
け

れ
ど
少

し
違

う
視

点
で

見
る

だ
け

で
見

え
る

も
の

が
ず

い
ぶ

ん
違

う
ん

だ
な

と
感

じ
た

。
今

あ
る

生
活

が
あ

た
り

ま
え

で
は

な
い

こ
と

を
忘

れ

な
い

よ
う

に
し

た
い

。
 

私
た

ち
の

生
活

の
食

べ
物

、
機

械
、

花
な

ど
、

ア
フ

リ

カ
と

関
わ

っ
て

い
る

の
に

私
た

ち
は

そ
れ

を
捨

て
た

り
な

く
し

た
り

･
･
･
情

け
な

く
感

じ
ま

し
た

。
自

分
た

ち
の

欲
望

の
た

め
に

死
ん

で
い

る
人

も
い

る
と

い
う

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

某
Ｕ

Ｑ
社

な
ど

で
、
高

級
な

素
材

な
は

ず
な

の
に

ニ
ッ

ト
を

20
00

円
ほ

ど
で

提
供

し
て

い
る

の
は
フ

ェ
ア

な
貿

易
で

は
な

い
か

ら
だ

と
思

っ
た

。
こ

れ
だ

け

ア
フ

リ
カ

が
輸

出
し

て
い

る
の

だ
か

ら
ア

フ
リ

カ

の
収

入
は

多
く

、
国

や
人

々
は

豊
か

で
あ

る
は

ず
な

の
に

、
ア

フ
リ

カ
に

は
生

活
す

る
の

も
大

変
な

人
が

数

え
切

れ
な

い
く

ら
い

い
る

の
は

お
か

し
い

と
思

う
。

 

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
は

、
今

ま
で

途
上

国
の

お
か

げ
で

積
み

上
げ

れ
た

技
術

を
、
今

度
は

、
途

上
国

の
た

め
に

使
う

こ
と

だ
と

思
い

ま
し

た
。

 

日
本

は
い

ろ
い

ろ
な

国
に

助
け

て
も

ら
っ

て
い

る
と

知
っ

た
。

け
れ

ど
、
他

の
国

に
頼

り
す

ぎ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

な

と
思

っ
た

。
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
思

う
。

 

日
本

は
ア

フ
リ

カ
か

ら
た

く
さ

ん
輸

入
し

て
い

る
の

だ
か

ら
、

日
本

は
ア

フ
リ

カ
を

支
援

し
て

い
く

べ
き

だ
と

思
っ

た
。

 

日
本

は
、

今
、

輸
入

し
て

い
る

国
が

も
し

輸
出

を
や

め
た

ら
崩

壊
す

る
と

思
っ

た
。

ア
フ

リ
カ

は
貧

し
い

イ
メ

ー
ジ

だ
っ

た
け

れ
ど

、
実

際
は

つ
な

が
り

の
あ

る
も

の
す

べ
て

が
あ

る
と

分
か

っ
て

驚
い

た
。

 

日
本

は
ア

フ
リ

カ
に

と
て

も
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

こ

と
が

分
か

っ
た

。
レ

ア
メ

タ
ル

を
巡

っ
て

問
題

が
起

き

て
い

る
と

知
り

、
僕

た
ち

の
当

た
り

前
が

実
は

当
た

り

前
で

は
な

い
こ

と
を

知
り

、
い

ろ
い

ろ
な

問
題

に
も

目
を

向
け

て
み

よ
う

と
思

っ
た

。
 

日
本

は
世

界
の

い
ろ

い
ろ

な
国

に
頼

っ
て

い
て

、
そ

の
国

々

に
支

え
ら

れ
て

生
き

て
い

る
の

だ
と

分
か

っ
た

。
 

日
本

で
は

気
軽

に
何

も
知

ら
ず

に
使

っ
て

い
る

…
苦

し
い

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
。
す

ぐ
に

新
し

い
物

を
買

う
「

大
量

消
費

」
を

し
て

い
る

の
で

、
申

し
訳

な
い

な
と

思
い

ま
し

た
。
 

自
分

の
普

段
使

っ
て

い
る

物
が

、
自

分
た

ち
に

近
い

年
代

の
子

ど
も

た
ち

と
関

わ
り

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
と

考
え

る
と

、
も

っ
と

買
う

物
を

選
ぶ

べ
き

だ
と

思
っ

た
。
使

用

し
て

い
る

物
と

関
係

す
る

国
の

こ
と

を
も

っ
と

知

ら
な

い
と

い
け

な
い

な
と

思
う

。
 

私
達

が
、
今

、
何

が
起

き
て

い
る

か
を

知
り

、
ど

う
動

く
べ

き
な

の
か

、
し

っ
か

り
考

え
て

い
き

た
い

。
 

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ア

フ
リ

カ
ワ

ー
ク

生
徒

の
ふ

り
か

え
り

資
料

 
N
o
.2

�

こ
れ

は
「

日
本

に
お

け
る

携
帯

電
話

・
ス

マ
ホ

の
契

約
数

」
を

表
す

グ
ラ

フ
で

す
。

�

� � � � � � � � � � � 日
本

で
は

毎
年

３
０

０
０

万
台

以
上

が
出

荷
さ

れ
て

い
る

（
２

０
１

６
年

の
総

出
荷

台
数

は
約

３
６

０
６

万
台

）
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

一
人

が
一

台
以

上
ス

マ
ホ

を
持

っ
て

い
る

状
況

の
中

で
、

こ
ん

な
に

も
新

し
い

ス
マ

ホ
が

出
荷

さ
れ

て
い

る
と

い
う

こ
と

は
、

多
く

の
ス

マ
ホ

が
廃

棄
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

と
も

い
え

ま
す

。
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

「
紛

争
鉱

物
」

･
･
･
･
･
･
と

い
う

言
葉

を

知
っ

て
ど

う
感

じ
ま

し
た

か
。

�

レ
ア

メ
タ

ル
の

お
か

げ
で

技
術

革
新

が
進

み
、
ス

マ
ホ

は
「

低
価

格
化

」「
軽

量
化

」「
多

機
能

化
」
し

ま
し

た
。
そ

し
て

通
信

は
飛

躍
的

に
快

適
か

つ
便

利
に

な
り

ま
し

た
。
そ

の
一

方

で
「

大
量

生
産

」
「

大
量

消
費

」
そ

し
て

、
次

か
ら

次
へ

と
最

新
モ

デ
ル

へ
ど

ん
ど

ん
「

買
い

替
え

る
し

か
な

い
仕

組
み

」
が

あ
る

こ
と

も
事

実
で

す
。

�

先
進

国
で

は
ス

マ
ホ

の
恩

恵
を

享
受

す
る

一
方

で
、
原

料
を

提
供

し
て

い
る

途
上

国
で

は

紛
争

が
絶

え
な

い
と

い
う

現
実

が
あ

る
こ

と

も
事

実
で

す
。

�

あ
な

た
が

持
っ

て
い

る
ス

マ
ホ

の
裏

側
に

、

途
上

国
の

人
々

の
血

や
涙

が
あ

る
と

知
っ

て
、

今
、

ど
の

よ
う

に
感

じ
ま

す
か

。
�

展
開

計
画

　
6時

間
目

 ： 
ス

マ
ホ

の
裏

側
　

新
聞

記
事

も
使

っ
て（

朝
日

新
聞

 2
01

6.
8.

24
）　

2/
2

１
８

個
の

謎
を

解
け

！
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
資

料
 

★
つ

な
が

り
を

見
て

み
よ

う
。

 

１
８

品
目

は
、

そ
れ

ぞ
れ

、
ア

フ
リ

カ
と

ど
の

よ
う

な
つ

な
が

り
を

持
つ

の
か

、
表

で
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

つ
な

が
り

を
確

認
し

な
が

ら
、

地
図

帳
で

国
の

場
所

を
探

し
、

色
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

し
ょ

う
。

 

3/
3
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【
３
年
】
�
１
１
月
�総

合
：
各
ク
ラ
ス
�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
３
分

 
  

①
 前

回
は
「
ア
フ
リ
カ
」
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
途
上
国
の
苦
し
さ
の
上
に
、
私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の

を
知
り
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
に
も
ア
フ
リ
カ
が
輸
出
し
て
い
る
の
な

ら
ア
フ
リ
カ
は
豊
か
で
あ
る
は
ず
な
の
に
そ
う
で
は
な
い
の
は
何

か
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
フ
ェ
ア
で
は
な
い
の
で
は
と
い
う

考
え
が
出
て
き
ま
し
た
。

 
世
界
の
不
平
等
さ
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
５
分

 
       

③
 今

日
は
「
熱
帯
雨
林
」
に
つ
い
て
で
す
。

 
④

 み
な
さ
ん
「
熱
帯
雨
林
」
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
（
熱
帯
雨
林
は
消
失
し
て
い
る
な
ど
、
答
え
さ
せ
る
） 

 
⑤

 地
図
を
見
て
下
さ
い
。

 
・
１
枚
目
･･
･緑

と
茶
色
の
分
布

→
ど
こ
が
熱
帯
雨
林
？

 
・
２
枚
目
･･
･緑

の
と
こ
ろ
が
熱
帯
雨
林

 
・
３
枚
目
･･
･赤

い
と
こ
ろ
は
消
失
が
進
む
熱
帯
雨
林

 

★
今
日
は
熱
帯
雨
林
の
こ
と
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

⑥
 ま

ず
。「

熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
１
～
３
を
解
き
ま
し
ょ
う
。

→
答
え
と
説
明

 
⑦

 さ
ら
に
。「

熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
４
を
解
き
ま
し
ょ
う
。

→
答
え
と
説
明

 
⑧

 さ
ら
に
さ
ら
に
。「

熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
５
を
解
き
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
っ
て
も
よ
い
で
す
。

 
⑨

 考
え
つ
い
た
人
？
何
も
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
人
？

 

★
ひ
と
し
き
り
出
し
合
っ
た
後
で
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
出
し
て
･･
･ 

「
熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
で
す
！
」

 
 ⑩

 「
熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
」
は
プ
リ
ン
ト
の
裏
に
例

が
あ
り
ま
す
！

 
・
カ
ッ
プ
麺
・
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ク
ッ
キ
ー
・

マ
ー
ガ
リ
ン
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
・
歯
磨
き
・
洗
剤
な
ど

 
�
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
！

 
⑪

 熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
に
色
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
植
物
油
脂
（
※
た
だ
し
大
豆
油
は
違
い
ま
す
。）

 
・
乳
化
剤
�
・
マ
ー
ガ
リ
ン
�
・
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
・
パ
ー
ム
油

 
⑫

 共
通
点
は
･･
･「

パ
ー
ム
油
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
⑬

 資
料
を
配
付
し
ま
す
。

 
⑭

 資
料
を
音
読
し
て
い
く
。

 

     ★
世
界
地
図
を
掲
示
す
る
。

 

３
枚
目
が
一
番
最
後
に
な
る
よ
う

に
重
ね
て
掲
示
し
て
ぱ
ら
ぱ
ら
マ

ン
ガ
の
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

 
Ｑ

 
       ★
実
物
を
出
せ
た
ら
出
す
。

 
      ※
「
ぞ
う
の
森
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
」
と
い
う
本
も
よ
い
。

 
  ★
資
料
を
配
布
す
る
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

7時
間

目
　（

1/
2）

     

ま
と

め

８
分

 
⑮

 自
分
た
ち
の
日
常
生
活
が
熱
帯
雨
林
の
破
壊
に
、
こ
ん
な
に
も

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

 
 ⑯

 今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

 

★
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
っ
た
事
の
無

い
人
？
な
ど
と
聞
い
て
、
自
分
た

ち
の
生
活
が
熱
帯
雨
林
と
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 

 
  

 
★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。「

自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

7時
間

目
　（

2/
2）

     

 
「

ゾ
ウ

の
森

と
ポ

テ
ト

チ
ッ

プ

ス
」
と
い
う
本
も
よ
い
。

 
著
者
：
横
塚
眞
己
人

 
出
版
社
：
そ
う
え
ん
社
、

20
12

 

ま
と

め

７
分

 
⑮
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
が
熱
帯
雨
林
の
破
壊
に
、
こ
ん
な
に
も
関

わ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

 
 ⑯
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

 

★
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
っ
た
こ
と
な

い
人
？
な
ど
と
聞
い
て
、
自
分
た

ち
の
生
活
が
熱
帯
雨
林
と
密
接
に

関
わ

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 
 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
 

 「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。「

自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。
 

【
３
年
】
 
１
１
月
 総

合
：
各
ク
ラ
ス
 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
３
分

 
  

①
前
回
は
「
ア
フ
リ
カ
」
と
私
た
ち
の
生
活
の
つ
な
が
り
を
考
え
ま

し
た
。

 
②
振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
途
上
国
の
苦
し
さ
の
上
に
、
私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の

を
知
り
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
に
も
ア
フ
リ
カ
が
輸
出
し
て
い
る
の
な

ら
ア
フ
リ
カ
は
豊
か
で
あ
る
は
ず
な
の
に
そ
う
で
は
な
い
の
は
何

か
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
フ
ェ
ア
で
は
な
い
の
で
は
と
い
う

考
え
が
出
て
き
ま
し
た
。

 
世
界
の
不
平
等
さ
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
４
０
分

 
       

③
今
日
は
「
熱
帯
雨
林
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 
④
み
な
さ
ん
、「

熱
帯
雨
林
」
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
（
熱
帯
雨
林
は
消
失
し
て
い
っ
て
い
る
な
ど
、
答
え
さ
せ

る
）

  
⑤
世
界
の
森
林
の
増
減
を
表
す
地
図
を
見
て
下
さ
い
。

 
・
赤
い
と
こ
ろ
は
森
林
エ
リ
ア
だ
け
ど
も
消
失
が
進
ん
で
い
る
エ
リ

ア
。

 
・
赤
道
付
近
に
存
在
す
る
熱
帯
雨
林
エ
リ
ア
に
赤
い
部
分
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

★今
日
は
熱
帯
雨
林
の
こ
と
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

⑥
ま
ず
「
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
１
～
３
を
解
き
ま
し
ょ
う
。
→
答
え
と
説
明

 
⑦
さ
ら
に
。「

熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
４
～
５
を
解
き
ま
し
ょ
う
。
→
答
え
と
説
明

 
⑧
さ
ら
に
さ
ら
に
。「

熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」
！

 
・
Ｑ
６
を
解
き
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
っ
て
も
よ
い
で
す
。

 
⑨
考
え
つ
い
た
人
？
何
も
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
人
？

 

★ひ
と
し
き
り
出
し
合
っ
た
後
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
出
し
て
･･
･ 

「
熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
で
す
！
」

 
 ⑩
「
熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
」
の
例
を
プ
リ
ン
ト
の
裏
に

の
せ
て
い
ま
す
！

 
カ
ッ
プ
麺
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ク
ッ
キ
ー
、

 
マ
ー
ガ
リ
ン
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
歯
磨
き
粉
、
洗
剤

....
. 

な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
！

 
⑪
熱
帯
雨
林
と
関
わ
り
の
あ
る
原
材
料
名
に
色
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
植
物
油
脂
（
※
た
だ
し
大
豆
油
は
違
い
ま
す
。）

 
・
乳
化
剤

 ・
マ
ー
ガ
リ
ン

 ・
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ

 ・
パ
ー
ム
油

 
⑫
共
通
点
は
･･
･「

パ
ー
ム
油
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
⑬
資
料
を
配
付
し
ま
す
。

 
⑭
資
料
を
音
読
し
て
い
く
。

 

     ★
世
界
の
森
林
の
増
減
図
を
掲
示

す
る
。

 
             ★
実
物
を
出
せ
た
ら
出
す
。

 
 ⑩

～
⑭

 熱
帯

雨
林

に
関
わ

り
の

あ
る
製
品
、
パ
ー
ム
油
を
原
料
と

す
る
成
分
、
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て

の
説
明
（
油
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
生
産
量
・
消
費
量
の
推
移

な
ど
）
は
開
発
教
育
協
会
「
パ
ー

ム
油
の
は
な
し
－
地
球
に
や
さ
し

い
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

 
 ★
資
料
を
配
布
す
る
。
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例

 
 

①
 イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
�

� � � � � � ②
 ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
�
�
�
�
�
�
�
�
③
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
�

� � � � � �

④
 ク

ッ
キ
ー
�
�

� � � � � �

⑤
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

�

� � � ･･
･･
共
通
点
は
？
�

� � � ★
ふ
り
か
え
り
★
�
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
�

� � � � � �

展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
と

の
つ

な
が

り（
パ

ー
ム

油
）　

2/
2

松
任
中
学
校
３
年
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
�
�
�
�
��
��
��
��
��

��
��
�

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�
�
組
�
�
�
番
�氏

名
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�  

� � � �

熱
帯
雨
林
と
私
た
ち
の
生
活
�
�
～
つ
な
が
り
を
考
え
る
～
�

「
熱
帯
雨
林
」
の
こ
と
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

熱
帯
雨
林
･･
･と

聞
く
と
「
暑
い
地
方
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
帯
雨
林
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
分
布
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
、「

最
も
寒
い
月
で
も
平
均
気
温
が
１
８
℃
以
上
あ
り
、
一
年
中
降
水
量
が
多
い
と
こ
ろ
」
で
す
。
最
も
降
水
量
の
少
な
い
月
で
も

��
��

以
上
の
雨
が
降
る
と
こ
ろ
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
地
表
面
積
の
お
よ
そ
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
�

� � � � � し
か
し
、
熱
帯
雨
林
は
、
現
在
、
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
�

� � � �

世
界
に
は
現
在
ま
で
に
約
１
５
０
万
種
の
生
物
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
少
な
く
と
も
１
０
０
０

万
種
は
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

し
か
し
、
熱
帯
雨
林
が
消
滅
す
る
と
同
時
に
、
生
物
の
多
様
性
も
消
失
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
森
の
先
住
民
族
は
血
止
め
、
化
膿
止
め
と

い
っ
た
外
用
薬
か
ら
、
腹
痛
、
頭
痛
、
咳
止
め
に
き
く
内
服
薬
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
草
を
伝
統
的
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
知
識
は
、
現

在
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
ラ
ワ
ク
州
の
熱
帯
雨
林
か
ら
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
可
能
性

の
あ
る
物
質
が
樹
木
か
ら
み
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
が
ん
な
ど
の
特
効
薬
は
未
発
見
だ
が
、
そ
う
し
た
未
発
見

の
成
分
を
熱
帯
雨
林
の
植
物
か
ら
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
、
人
類
に
と
っ
て
貴
重
な
資
源
は
、

急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
熱
帯
雨
林
は
消
失
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

も
、
先
進
国
は
関
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
�

� � � � � � � �

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
１
》

 

Ｑ
１
：
熱
帯
雨
林
の
樹
木
の
高
さ
は
、
高
い
も
の
で
（
�
�
�
�
�
�
�
�
）
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
�

Ｑ
２
：
熱
帯
雨
林
は
育
つ
の
に
（
�
�
�
�
�
�
�
�
）
年
程
度
か
か
る
。
�

Ｑ
３
：
熱
帯
雨
林
熱
帯
雨
林
に
は
地
球
上
の
生
物
種
の
（
�
�
�
�
�
�
�
）
以
上
が
生
息
し
て
い
る
。
�

？
�

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
２
》
 

Ｑ
４
：
熱
帯
雨
林
は
１
分
間
に
お
よ
そ
（
�
�
�
�
�
�
）
��

ず
つ
消
失
し
て
い
る
。
�

Ｑ
５
：
�１

９
８
０
～
９
５
年
の
間
に
は
、
日
本
の
面
積
の
約
（
�
�
�
�
�
）
倍
の
熱
帯
雨
林
が
消
失
し
た
。
�

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
３
》
 

Ｑ
６
：
熱
帯
雨
林
と
私
た
ち
の
生
活
は
ど
ん
な
物
で
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
�

５
つ
以
上
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）（

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）
�

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）（

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）
�

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）（

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）
�

�

？
� ？
�

展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
と

の
つ

な
が

り（
パ

ー
ム

油
）　

1/
2

 
例

 
 

①
 イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
 

      ②
 ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
③
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
 

      

④
 ク

ッ
キ
ー
 
 

      

⑤
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

 

   ･･
･･
共
通
点
は
？
 

   ★
ふ
り
か
え
り
★
 
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

      

松
任
中
学
校
３
年
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
 
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
 
 
 
 
  
  
  
  
  

No
.7
 

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 

と
も

に
生

き
る

地
球

の
未

来
 

 
 
 
組
 
 
 
番
 氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

熱
帯
雨
林
と
私
た
ち
の
生
活
 
 
～
つ
な
が
り
を
考
え
る
～
 

「
熱
帯
雨
林
」
の
こ
と
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

熱
帯

雨
林

･･
･と

聞
く
と

「暑
い

地
方

」と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

あ
り
ま

す
が

、
熱

帯
雨

林
は

ど
ん

な
と

こ
ろ

に
分

布
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う
か

？
答

え
は

、
「最

も

寒
い

月
で

も
平

均
気

温
が

１
８
℃

以
上

あ
り
、

一
年

中
降

水
量

が
多

い
と

こ
ろ

」で
す

。
最

も
降

水
量

の
少

な
い

月
で

も
60

m
m

以
上

の
雨

が
降

る
と

こ
ろ

に
分

布
し

て
い

ま
す

。
そ

し
て

地
表

面
積

の
お

よ
そ

３
％

を
占

め
て

い
ま

す
。
 

     し
か

し
、

熱
帯

雨
林

は
、
現

在
、

減
少

し
続

け
て

い
ま

す
。
 

    

 

世
界

に
は

現
在

ま
で

に
約

１
５
０
万

種
の

生
物

種
が

確
認

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
実

際
に

は
こ

れ
よ

り
は

る
か

に
多

く
、
少

な
く
と

も
１
０
０
０
万

種
は

存
在

す
る

と
推

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

熱
帯

雨
林

が
消

滅
す

る
と

同
時

に
、

生
物

の
多

様
性

も
消

失
し

て
い

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
 

森
の

先
住

民
族

は
さ

ま
ざ

ま
な

薬
草

を
、

血
止

め
・化

膿
止

め
と

い
っ

た
外

用
薬

、
腹

痛
・頭

痛
・咳

止
め

に
き

く
内

服
薬

と
し

て
、

伝
統

的
に

利
用

し
て

き

ま
し

た
。

そ
の

知
識

は
、
現

在
研

究
者

か
ら

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

マ
レ

ー
シ

ア
 サ

ラ
ワ

ク
州

の
熱

帯
雨

林
の

樹
木

か
ら

、
エ

イ
ズ

ウ
イ

ル
ス

の
増

殖
を

抑
え

る
可

能
性

を
持

つ
物

質
が

見
つ

か
っ

た
、

と
い

う
報

告
が

す
で

に
あ

り
、

ま
た

、
が

ん
な

ど
の

特
効

薬
は

未
発

見
で

す
が

、
そ

う
し

た
未

発
見

の
成

分
を

熱
帯

雨
林

の
植

物
か

ら
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

も
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

う
し

た
、

人
類

に
と

っ
て

貴
重

な
資

源
は

、
急

速
に

失
わ

れ
て

い
っ

て
い

る
の

で
す

。
で

は
、

な
ぜ

そ
ん

な
に

も
速

い
ス

ピ
ー

ド
で

熱
帯

雨
林

は
消

失
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

れ
に

も
、

先
進

国
は

関
わ

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
 

        

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
１

》
 

Ｑ
１
 

熱
帯

雨
林

の
樹

木
の

高
さ

は
、

高
い

も
の

で
（ 

 
 

 
 

 
 

 
）メ

ー
ト
ル

に
な

る
。
 

Ｑ
２
 

熱
帯

雨
林

は
育

つ
の

に
（ 

 
 

 
 

 
 

 
）年

程
度

か
か

る
。
 

Ｑ
３
 

熱
帯

雨
林

に
は

地
球

上
の

生
物

種
の

（ 
 

 
 

 
 

 
）以

上
が

生
息

し
て

い
る

。
 

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
２

》
 

Ｑ
４
 

熱
帯

雨
林

は
１
分

間
に

お
よ

そ
（ 

 
 

 
 

 
）h

a
ず

つ
消

失
し

て
い

る
。

 

Ｑ
５
 

１
９
８
０
～

19
９
５
年

の
間

に
は

、
日

本
の

面
積

の
約

（ 
 

 
 

 
）倍

の
熱

帯
雨

林
が

消
失

し
た

。
 

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
３

》
 

Ｑ
６
 

熱
帯

雨
林

と
私

た
ち

の
生

活
は

ど
ん

な
物

で
つ

な
が

っ
て

い
る

だ
ろ

う
か

。
５
つ

以
上

挙
げ

て
み

ま
し

ょ
う
。

 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 
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展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
地

図

「熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」の

答
え

 
（
１
枚
目
）

 

� � � � �
高

い
も

の
で

８
０

メ
ー

ト
ル

、
育

つ
の

に
５

０
～

１
０

０
年

�

し
か

し
、
熱

帯
雨

林
は

、
現

在
、
減

少
し

続
け

て
い

ま
す

。
日

本
も

熱
帯

雨
林

を
輸

入
し

て
建

築
資

材
と

し

て
使

っ
て

い
ま

す
。
（

小
学
校

も
木

造
だ

っ
た

？
）

�

� � � �

世
界

に
は

現
在

ま
で

に
約

１
５

０
万

種
の

生
物

種
が

確
認

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

実
際

に
は

こ
れ

よ
り

は

る
か

に
多

く
、

少
な

く
と

も
１

０
０

０
万

種
は

存
在

す
る

と
推

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

�

そ
の

半
分

（
５

０
％

）
が

熱
帯

雨
林

に
生

息
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

�

し
か

し
、

熱
帯

雨
林

が
消

滅
す

る
と

同
時

に
、

生
物

の
多

様
性

も
消

失
し

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

�

世
界

で
は

１
分

間
に

２
９

ヘ
ク

タ
ー

ル
ず

つ
消

失
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

お
よ

そ
５

４
０

M×
５

４
０

M

の
土

地
と

同
じ

面
積

で
す

。
�

１
８

９
０

～
１

９
９

５
年

の
間

に
、

日
本

の
面

積
の

約
５

倍
の

熱
帯

雨
林

が
消

失
し

ま
し

た
。

�

� 森
の

先
住

民
族

は
血

止
め

、
化

膿
止

め
と

い
っ

た
外

用
薬

か
ら

、
腹

痛
、
頭

痛
、
咳

止
め

に
き

く
内

服
薬

ま
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

薬
草

を
伝

統
的

に
利

用
し

て
き

ま
し

た
。
そ

の
知

識
は

、
現

在
研

究
者

か
ら

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
す

で
に

マ
レ

ー
シ

ア
の

サ
ラ

ワ
ク

州
の

熱
帯

雨
林

か
ら

は
、
エ

イ
ズ

ウ
イ

ル
ス

の
増

殖
を

抑
え

る
可

能
性

の
あ

る
物

質
が

樹
木

か
ら

み
つ

け
ら

れ
た

と
い

う
研

究
報

告
も

あ
り

ま
す

。
他

に
も

、
が

ん
な

ど

の
特

効
薬

は
未

発
見

だ
が

、
そ

う
し

た
未

発
見

の
成

分
を

熱
帯

雨
林

の
植

物
か

ら
み

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

う
し

た
、
人

類
に

と
っ

て
貴

重
な

資
源

は
、
急

速
に

失
わ

れ
て

い

る
の

で
す

。
で

は
、
な

ぜ
そ

ん
な

に
も

速
い

ス
ピ

ー
ド

で
熱

帯
雨

林
は

消
失

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

も
、

先
進

国
は

関
わ

り
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
�

� � � � � �

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
１
》

 

Ｑ
１

：
熱

帯
雨

林
の

樹
木

の
高

さ
は

、
高

い
も

の
で

（
�

�
�

�
�

�
�

�
）

メ
ー

ト
ル

に
な

る
。

�

Ｑ
２

：
熱

帯
雨

林
は

育
つ

の
に

（
�

�
�

�
�

�
�

�
）

年
程

度
か

か
る

。
�

Ｑ
３

：
熱

帯
雨

林
に

は
地

球
上

の
生

物
種

の
（

�
�

�
�

�
�

�
）

以
上

が
生

息
し

て
い

る
。

�

？
�

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
２
》
 

Ｑ
４

：
熱

帯
雨

林
は

１
分

間
に

お
よ

そ
（

�
�

�
�

�
�

）
�
�
ず

つ
消

失
し

て
い

る
。

�

Ｑ
５
：
１

８
９

０
～

９
５

年
の

間
に

は
、
日

本
の

面
積

の
約
（

�
�
�
�
�

）
倍

の
熱

帯
雨

林
が

消
失

し
た

。
�

展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

　
答

え
　

1/
2

「
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

」
の

答
え

 

    ＜
Ｑ

１
＞

 高
い

も
の

で
８

０
メ

ー
ト
ル

 
 ＜

Ｑ
２

＞
 育

つ
の

に
５

０
～

１
０

０
年

。
 

し
か

し
、

熱
帯

雨
林

は
、

現
在

減
少

し
続

け
て

い
ま

す
。

日
本

も
熱

帯
雨

林
を

輸
入

し
て

建
築

資
材

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
。

（
小

学
校

も
木

造
だ

っ
た

？
） 

＜
Ｑ

３
＞

 
世

界
に

は
現

在
ま

で
に

約
１

５
０

万
種

の
生

物
種

が
確

認
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
実

際
に

は
こ

れ
よ

り
は

る
か

に
多

く
、

少
な

く

と
も

１
０

０
０

万
種

は
存

在
す

る
と

推
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
半

分
（
５

０
％

）
が

熱
帯

雨
林

に
生

息
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

し

か
し

、
熱

帯
雨

林
が

消
滅

す
る

と
同

時
に

、
生

物
の

多
様

性
も

消
失

し
て

い
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

 

     ＜
Ｑ

４
＞

 世
界

で
は

１
分

間
に

２
９

ヘ
ク

タ
ー

ル
ず

つ
消

失
し

て
い

ま
す

。
 

こ
れ

は
お

よ
そ

５
４

０
メ

ー
ト
ル

×
５

４
０

メ
ー

ト
ル

の
土

地
と

同
じ

面
積

で
す

。
 

＜
Ｑ

５
＞

 １
８

９
０

～
１

９
９

５
年

の
間

に
、

日
本

の
面

積
の

約
５

倍
の

熱
帯

雨
林

が
消

失
し

ま
し

た
。

 

 森
の

先
住

民
族

は
さ

ま
ざ

ま
な

薬
草

を
、

血
止

め
・
化

膿
止

め
と

い
っ

た
外

用
薬

、
腹

痛
・
頭

痛
・咳

止
め

に
き

く
内

服
薬

と
し

て
、

伝
統

的
に

利
用

し
て

き
ま

し
た

。
そ

の
知

識
は

、
現

在
研

究
者

か
ら

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

マ
レ

ー
シ

ア
 
サ

ラ
ワ

ク
州

の
熱

帯
雨

林
の

樹
木

か
ら

、
エ

イ
ズ

ウ
イ

ル
ス

の
増

殖
を

抑
え

る
可

能
性

を
持

つ
物

質
が

見
つ

か
っ

た
、

と

い
う

報
告

が
す

で
に

あ
り

、
ま

た
、

が
ん

な
ど

の
特

効
薬

は
未

発
見

で
す

が
、

そ
う

し
た

未
発

見
の

成
分

を
熱

帯
雨

林
の

植
物

か
ら

見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

も
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

う
し

た
、

人
類

に
と

っ
て

貴
重

な
資

源
は

、
急

速
に

失
わ

れ

て
い

っ
て

い
る

の
で

す
。

で
は

、
な

ぜ
そ

ん
な

に
も

速
い

ス
ピ

ー
ド

で
熱

帯
雨

林
は

消
失

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

に

も
、

先
進

国
は

関
わ

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
 

    ＜
Ｑ

６
＞

 熱
帯

材
、

丸
太

 

日
本

は
世

界
一

の
熱

帯
材

の
輸

入
国

で
あ

る
。

半
分

が
建

築
・
土

木
に

使
わ

れ
、

３
割

が
家

具
の

材
料

に
使

わ
れ

て
い

る
。

 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
形

成
用

の
型

枠
と

し
て

も
使

用
さ

れ
る

が
、

２
、

３
回

で
使

い
捨

て
に

さ
れ

て
い

る
。

 

日
本

の
住

宅
は

わ
ず

か
２

０
～

４
０

年
で

建
て

替
え

ら
れ

る
。

熱
帯

雨
林

は
育

つ
の

に
５

０
～

１
０

０
年

か
か

る
の

で
、

日
本

人
は

樹
木

が

育
つ

よ
り

も
速

い
ス

ピ
ー

ド
で

熱
帯

雨
林

を
消

費
し

て
い

る
こ

と
に

な
る

。
 

他
に

も
熱

帯
雨

林
と

関
係

が
あ

る
も

の
は

・
・
・
・ 

●
カ

ッ
プ

め
ん

 
●

ス
ナ

ッ
ク

菓
子

 
●

チ
ョ
コ

レ
ー

ト
 

●
ア

イ
ス

ク
リ
ー

ム
 

●
マ

ー
ガ

リ
ン

 
●

シ
ョ
ー

ト
ニ

ン
グ

 
●

菓
子

パ
ン

 
●

ク
ッ

キ
ー

な
ど

の
菓

子
 

●
シ

ャ
ン

プ
ー

 
●

リ
ン

ス
 

●
口

紅
な

ど
の

化
粧

品
 

 
な

ど
な

ど
 

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
１

》
 

Ｑ
１

 
熱

帯
雨

林
の

樹
木

の
高

さ
は

、
高

い
も

の
で

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）
メ

ー
ト
ル

に
な

る
。

 

Ｑ
２

 
熱

帯
雨

林
は

育
つ

の
に

（ 
 

 
 

 
 

 
 

）年
程

度
か

か
る

。
 

Ｑ
３

 
熱

帯
雨

林
に

は
地

球
上

の
生

物
種

の
（
 

 
 

 
 

 
 

）
以

上
が

生
息

し
て

い
る

。
 

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
２

》
 

Ｑ
４

 
熱

帯
雨

林
は

１
分

間
に

お
よ

そ
（
 

 
 

 
 

 
）
h
a

ず
つ

消
失

し
て

い
る

。
 

Ｑ
５

 
１

８
９

０
～

１
９

９
５

年
の

間
に

は
、

日
本

の
面

積
の

約
（
 

 
 

 
 

）
倍

の
熱

帯
雨

林
が

消
失

し
た

。
 

《
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

 
そ

の
３

》
 

Ｑ
６

 
熱

帯
雨

林
と

私
た

ち
の

生
活

は
ど

ん
な

物
で

つ
な

が
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
。

 

                           
出

典
︓

森
林

・林
業

学
習

館
 h

ttp
s:

//
w

w
w

.s
hi

nr
in

-r
in

gy
ou

.c
om

/f
or

es
t_

w
or

ld
/m

en
se

ki
_g

en
sy

ou
.p

hp
 

 

世
界

の
森

林
の

増
減

図
︓

⾚
道

付
近

の
熱

帯
⾬

林
が

存
在

す
る

エ
リア

で
特

に
減

少
が

⽬
⽴

つ
 

⾚
道

→
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� 「熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ
」の

答
え

 
（
２
枚
目
）

 
� � � � � � � �  

《
熱
帯
雨
林
ク
イ
ズ

 
そ
の
３
》
 

Ｑ
６

：
熱

帯
雨

林
と

私
た

ち
の

生
活

は
ど

ん
な

物
で

つ
な

が
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
。

�

●
熱

帯
材

、
丸

太
�

�
※

日
本

は
世

界
一

の
熱

帯
材

の
輸

入
国

で
あ

る
。

�

�
�

半
分

が
建

築
、

土
木

に
使

わ
れ

、
３

割
が

家
具

の
材

料
。

�

�
�

コ
ン

ク
リ

ー
ト

形
成

用
の

型
枠

と
し

て
も

使
用

さ
れ

る
が

、
２

，
３

回
で

使
い

捨
て

に
さ

れ
て

い
る

。
�

�
※

日
本

の
住

宅
は

わ
ず

か
２

０
～

４
０

年
で

建
て

替
え

ら
れ

る
。

熱
帯

雨
林

は
育

つ
の

に
�

５
０

～
１

０
０

年
か

か
る

の
で

、
日

本
人

は
樹

木
が

育
つ

よ
り

も
速

い
ス

ピ
ー

ド
で

熱
帯

雨
林

を

消
費

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
。

�

� 他
に

も
熱

帯
雨

林
と

関
係

あ
る

も
の

は
・

・
・

・
・

�

� ●
カ

ッ
プ

め
ん

�
●

ス
ナ

ッ
ク

菓
子

�
●

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

�
●

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
�

�

●
マ

ー
ガ

リ
ン

�
●

シ
ョ

ー
ト

ニ
ン

グ
�

●
菓

子
パ

ン
�

●
ク

ッ
キ

ー
な

ど
の

菓
子

�
�

●
シ

ャ
ン

プ
ー

�
●

リ
ン

ス
�

●
口

紅
な

ど
の

化
粧

品
�

な
ど

な
ど

�

� �

？
�

展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
ク

イ
ズ

　
答

え
　

2/
2

�

�
�

�

熱
帯

雨
林

の
森

林
伐

採
と

自
分

た
ち

は
何

も
関

係
が

無
い

と
思

っ
て

い
た

け
れ

ど
、

自
分

の
身

近
な

と
こ

ろ
に

森
林

伐
採

と
こ

ん
な

に
も

関
係

し
て

い
る

物

が
あ

る
の

だ
と

知
り

、
び

っ
く

り
し

た
。

 

植
物

油
脂

は
聞

い
た

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

が
、

何
に

使
わ

れ

て
い

る
か

は
知

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

で
も

今
日

、
自

分
が

普

段
食

べ
て

い
る

も
の

も
そ

う
い

う
の

が
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
。

そ
う

い
う

の
を

考
え

る
と

、
複

雑
な

気

持
ち

で
す

。
 

熱
帯

雨
林

が
１

分
間

に
２

９
ha

も
消

え
て

い
て

、
そ

ん
な

に
？

！
と

思
っ

た
。
こ

れ
か

ら
は

そ
ん

な
に

食
べ

な
い

よ
う

に
し

た
い

と
思

う
。

 

 

自
分

た
ち

で
油

を
作

る
か

、
も

う
ち

ょ
っ

と
油

を

高
く

す
る

べ
き

だ
と

思
っ

た
。

 

自
分

た
ち

が
食

べ
て

い
る

食
べ

物
が

ほ
と

ん
ど

熱
帯

雨

林
と

関
係

が
あ

る
こ

と
を

知
り

驚
い

た
。

熱
帯

雨
林

の

消
滅

と
私

た
ち

の
暮

ら
し

が
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

を

知
り

、
ど

う
や

っ
た

ら
熱

帯
雨

林
の

消
失

が
防

げ

る
の

か
考

え
て

い
き

た
い

と
思

っ
た

。
 

熱
帯

雨
林

と
自

分
た

ち
の

生
活

で
食

べ
て

い
る

も
の

は
つ

な
が

っ
て

い
る

の
だ

と
分

か
り

ま
し

た
。
お

菓
子

な
ど

を
買

う
と

き
は

見
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

ポ
テ

ト
チ

ッ
プ

ス
を

食
い

ま
く

る
の

を
自

重
し

よ
う

と
思

っ
た

。
 

コ
ン

ビ
ニ

の
パ

ン
の

後
ろ

を
見

た
こ

と
が

あ
っ

て
、
そ

こ

に
も

シ
ョ

ー
ト

ニ
ン

グ
や

パ
ー

ム
油

と
書

い
て

あ
っ

た

こ
と

を
思

い
出

し
た

。
身

近
な

物
に

熱
帯

雨
林

で
働

い
て

い
る

人
が

い
る

の
を

知
っ

て
複

雑
な

気
持

ち
だ

。
食

べ
残

し
な

ど
で

き
な

い
な

と
思

う
。

 

 

何
気

な
く

見
て

い
た

も
の

の
裏

に
は

背
景

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
知

っ
た

。
こ

ん
な

に
も
世

界
は

不

平
等

な
の

だ
な

と
思

っ
た

。
 

日
本

と
は

あ
ま

り
関

係
な

い
と

思
っ

て
い

た
け

れ
ど

、
私

た

ち
が

何
気

な
く

生
活

し
て

い
る

こ
と

で
、
熱

帯
雨

林
の

環
境

破
壊

を
、
同

じ
人

間
の

私
た

ち
が

し
て

い
る

の
を

知
っ

て
驚

い
た

し
、

悲
し

く
な

り
ま

し
た

。
 

私
た

ち
は
「

何
を

」
食

べ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
普

段
、

な
に

げ
な

く
食

べ
て

き
た

物
の

味
が

、
こ

れ
か

ら
は

変
わ

り
ま

す
ね

･
･
･
。

 

パ
ー

ム
油

が
熱

帯
雨

林
を

奪
い

、
私

た
ち

の
食

品
等

に

な
っ

て
い

る
こ

と
に

衝
撃

を
受

け
た

。
や

っ
ぱ

り
地

産

地
消

は
大

切
だ

と
思

う
。

 

本
当

に
難

し
い

問
題

だ
と

思
う

。
普

段
使

っ
て

い
る

も
の

に
も

た
く

さ
ん

入
っ

て
い

て
、

も
う

少
し

深
く

知
り

た
い

。
 

パ
ー

ム
油

は
植

物
油

で
あ

る
か

ら
環

境
に

や
さ

し
い

と
思

わ
れ

て
い

る
が

、
結

局
、
熱

帯
雨

林
を

切
り

倒
し

て
い

る
の

で
、
そ

こ
に

暮
ら

し
て

い
た

生
物

に
と

っ
て

は

全
然

優
し

く
な

い
。
地

球
に

や
さ

し
い

と
思

っ
て

い

る
の

は
思

い
込

み
で

し
か

な
い

。
 

「
地

球
に

や
さ

し
い

」
の

で
は

な
く

今
を

生
き

る
自

分
た

ち

は
今

の
生

活
を

良
く

し
よ

う
と

し
て

、
長

い
目

で
見

る

と
、
逆

に
自

分
た

ち
の

首
を

絞
め

て
い

る
と

分
か

り
ま

し
た

。
持

続
可

能
な

社
会

を
も

と
め

て
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
環

境
を

作
れ

た
ら

･
･
･
と

強
く

思
い

ま
す

。
 

毎
日

使
っ

た
り

食
べ

た
り

し
て

い
る

物
の

中
に

入
っ

て
い

る
物

が
、

熱
帯

雨
林

と
強

い
関

係
を

も
っ

て
い

た
こ

と
に

び
っ

く
り

し
た

。
そ

の
せ

い
で

熱
帯

雨
林

が
ど

ん
ど

ん
消

失
し

て
い

る
の

で
こ

の
問

題
を

し

っ
か

り
考

え
て

い
き

た
い

と
思

う
。

 

展
開

計
画

　
7時

間
目

 ： 
熱

帯
雨

林
と

私
た

ち
の

暮
ら

し
の

つ
な

が
り

　
振

返
り
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【
３
年
】
�
１
１
月
�
�総

合
：
各
ク
ラ
ス
�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
８
分

 
  

①
 前

回
は
「
熱
帯
雨
林
」
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
③

 （
熱
帯
雨
林
が
消
失
し
て
い
る
原
因
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
�

食
べ
物
や
生
活
用
品
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
）

 
・
こ
れ
ま
で
の
感
想
に
も
よ
く
「
何
も
出
来
な
い
自
分
が
な
さ
け
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
、
私
た
ち
は
何
も
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

 
・
今
日
は
学
び
を
深
め
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
地
球
に
優
し

い
行
動
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
５
分

 
         Ｑ
１

 
７
分

 
Ｑ
２

 
２
分

 
  書
く

 
３
分

 
 前
半

 
２
５
分

 
�

 
後
半

 
２
５
分

 
 ４
分

 
     Ｑ
３

 
４
分

 

④
 今

日
の
課
題
は
「
熱
帯
雨
林
を
必
要
以
上
に
破
壊
し
な
い
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？
」
で
す
。

 
・
考
え
方
の
例
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
表
を
見
て
下
さ
い
。

 
「
す
ぐ
で
き
る
」「

１
年
以
内
に
で
き
る
」「

５
０
年
以
内
に
で
き

る
」「

個
人
で
で
き
る
」「

学
校
で
で
き
る
」「

家
庭
で
で
き
る
」「

国

や
世
界
で
で
き
る
」
の
ど
の
欄
に
あ
て
は
ま
る
か
？
を
考
え
ま
す
。 

・
例
題
１
：「

パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
誰
か
に
話
す
」
と
い
う
行
動
は

ど
の
欄
に
あ
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
？

 
→
挙
手
で
。
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。
答
え
は
「
家
庭
で
す
ぐ
で
き
る
」

「
学
校
で
す
ぐ
で
き
る
」。

 
⑤

 【
個
人
で
考
え
る
】

 
・
Ｑ
１
：
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
右
上
の
①
～
⑯
の
行
動
に
つ
い
て
、
番
号

を
ど
こ
か
の
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

 
・
Ｑ
２
：
こ
の
他
に
も
ど
ん
な
行
動
が
で
き
る
か
、
考
え
て
、
自
分

が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
例
）「

残
食
調
査

を
し
て
食
べ
残
し
を
減
ら
す
」

 
⑥

 【
班
で
考
え
る
】
→
【
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
】

 
・
班
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
・
班
ご
と
に
あ
て
る
な
ど
黒
板
に
書
か
せ
て
、
全
体
で
共
有
す
る
。

 

★
こ
れ
ら
す
べ
て
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
で
す
ね
。
真
剣
に
考

え
て
み
る
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･ 

★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
裏
へ
。

 

⑦
 次

は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。「

ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
１
３
歳
の
一
日
」
を
読
み
ま

し
ょ
う
。（

音
読
す
る
）

 
【
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
】

 
・
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

 
・
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
苦
し
み
の
上
な
り
た

っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

 
・
Ｑ
３
：
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
個
人
で
考
え
て
下
さ
い
。

 

                ★
座
席
を
も
と
に
も
ど
す
と
よ
い

が
、
あ
と
か
ら
ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
出
て
く
る
の
で
ち
ゃ
ん
と

話
が
聴
け
る
な
ら
そ
の
ま
ま
で
よ

い
。

 
   ★
先
生
が
範
読
す
る
と
よ
い
。

 

★
前
回
使
っ
た
、油

ヤ
シ
や
ト
ラ
ッ

ク
の
写
真
を
貼
っ
て
現
実
を
想
像

さ
せ
る
。

 
    

略
案

 : 
展

開
計

画
　

8時
間

目
　（

1/
2）

     

 ８
分

 
  ２
分

 
    ８
分

 
 

⑧
考
え
つ
い
た
人
？
ま
だ
の
人
？
色
々
い
る
と
思
い
ま
す
が
…

 
⑨
班
の
人
と
意
見
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

 
・
班
で
出
た
意
見
を
、「

班
で
選
ん
だ
良
さ
そ
う
な
支
援
策
」
の
欄

に
書
い
て
い
く
。

 
⑩
班
で
意
見
を
ま
と
め
る
。

 
・
出
て
き
た
支
援
策
の
う
ち
、
良
さ
そ
う
な
も
の
を
３
つ
に
絞
る
。

 
・
絞
っ
た
３
つ
の
案
を
、
Ａ
４
紙
に
書
く
。

 
・
黒
ペ
ン
で
書
く
。
�

� ⑪
各
班
１
枚
ず
つ
黒
板
に
貼
っ
て
詳
し
い
内
容
を
発
表
す
る
。

 
  

  

ま
と

め

３
分

 
⑫
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
た
ち
は
無
力
で
は
な
い
」
何
も
で
き
な
い
と
い
っ
て
諦
め
て
は
い
け
な
い
。
�

「
真
剣
に
考
え
た
ら
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」「

世
界
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
一
生
懸
命

考
え
よ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
。
�

� ②
「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。 「

自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

8時
間

目
　（

2/
2）

48

松
任
中
学
校
３
年
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
�
�
�
�
��
��
��
��
��

��
��
�

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�
�
組
�
�
�
番
�氏

名
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�  

� � � 「つ
な
が
り
」の
中
で
・・
・ 

 
 
 
  
～
「地
球
に
や
さ
し
い
」っ
て
何
だ
ろ
う
～

 

�

� �

《
熱
帯
雨
林
を
必
要
以
上
に
破
壊
し
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？
》
�

分
類
�

す
ぐ
で
き
る
�

１
年
以
内
�

５
０
年
以
内
�

個
人
で
�

�
�

�

学
校
で
�

�
�

�

家
庭
で
�

�
�

�

国
や
世
界
�

レ
ベ
ル
�

�
�

�

①
 
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
も
っ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
調
べ
る
�

②
 
レ
ト
ル
ト
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
の
購
入
を
控
え
る
�

③
 
現
地
に
行
っ
て
実
際
の
様
子
を

見
て
く
る
�

④
 
新
聞
に
自
分
の
意
見
を
投
稿
す

る
�

⑤
 
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
回
数

を
減
ら
す
�

⑥
 
無
駄
遣
い
を
し
な
い
、
無
駄
に
食

べ
残
す
こ
と
を
や
め
る
�

⑦
 
勉
強
会
を
開
き
、
解
決
策
を
考
え

る
�

⑧
 
買
い
物
を
す
る
と
き
に
商
品
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
�

⑨
 
パ
ー
ム
油
を
使
用
し
て
い
る
商

品
を
購
入
し
な
い
�

⑩
 
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
掲
示
し
た

り
発
表
し
た
り
す
る
�

⑪
 
国
産
の
木
だ
け
で
造
っ
た
家
を

建
て
る
�

⑫
 
植
林
の
活
動
に
参
加
す
る
�

⑬
 
企
業
に
、「

植
物
性
油
脂
」
と
書

か
れ
て
い
る
も
の
の
原
材
料
を

質
問
す
る
�

⑭
 
日
本
の
林
業
を
復
活
さ
せ
る
�

⑮
 
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
や

熱
帯
雨
林
の
こ
と
を
常
に
心
に

と
め
て
生
活
す
る
�

⑯
 
無
駄
な
熱
帯
材
を
使
わ
な
い
よ

う
に
管
理
す
る
機
関
を
設
置
す

る
�

Ｑ
１
： 

 
次
の
①
～
⑯
の
行
動
に
つ
い
て
、
班
で
考
え
話
し
合
っ
て
、
下
の
表
に
分
類
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

Ｑ
２
： 

 こ
の
他
に
も
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
話
し
合
っ
て
、
考
え
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
、
多
く
の
品
物
に
使
わ
れ
て
い
る
パ
ー
ム
油
。
そ
の
パ
ー
ム
油
の
も
と
に
な
る
油
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
農
園
を
つ
く
る
こ
と
が
、
熱
帯
雨
林
の
伐
採
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
一
因
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
便
利
な
日
常
生
活
と
、
熱
帯
雨
林
の
消
失
が
、
こ
ん
な
に
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の

で
す
ね
･･
･。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

展
開

計
画

　
8時

間
目

 ： 
パ

ー
ム

油
　

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と・

ミ
ー

ナ
の

話
　

1/
2

     

 Ｑ
３

 
４
分

 
 ８
分

 
  ２
分

 
   ８
分

 

・
Ｑ
３
：
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
個
人
で
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

 
⑦

 考
え
つ
い
た
人
？
ま
だ
の
人
？
色
々
い
る
と
思
い
ま
す
が
…

 
⑧

 班
の
人
と
意
見
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

 
・
班
で
出
た
意
見
を
、「

班
で
選
ん
だ
良
さ
そ
う
な
支
援
策
」
の
欄

 
に
書
い
て
い
く
。

 
⑨

 班
で
意
見
を
ま
と
め
る
。

 
・
出
て
き
た
支
援
策
の
う
ち
か
ら
良
さ
そ
う
な
も
の
を
３
つ
選
ぶ
。

 
・
絞
っ
た
３
つ
の
案
を
、
Ａ
４
紙
に
書
く
。

 
・
黒
ペ
ン
で
書
く
。
 

 ⑩
 各

班
１
枚
ず
つ
黒
板
に
貼
っ
て
詳
し
い
内
容
を
発
表
す
る
。

 

ク
の
写
真
を
黒
板
に
貼
り
、
現
実

を
想
像
さ
せ
る
。

 
写
真
は
、
開
発
教
育
協
会
「
パ
ー

ム
油
の
は
な
し
－
地
球
に
や
さ
し

い
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
に
載
っ

て
い
る
。

 
      

ま
と

め

３
分

 
⑪

 今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き

 
ま
し
ょ
う
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
た
ち
は
無
力
で
は
な
い
」
何
も
で
き
な
い
と
い
っ
て
諦
め
て
は
い
け
な
い
。
 

「
真
剣
に
考
え
た
ら
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」「

世
界
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
一
生
懸
命

考
え
よ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
。
 

 ②
「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。「

自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。
 

【
３
年
】
 
１
１
月
 
 総

合
：
各
ク
ラ
ス
 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
８
分

 
  

①
 前

回
は
「
熱
帯
雨
林
」
と
私
た
ち
の
生
活
の
つ
な
が
り
を
考
え

 
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
③

 熱
帯
雨
林
を
消
失
さ
せ
て
い
る
原
因
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

 
食
べ
物
や
生
活
用
品
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。

 
・
こ
れ
ま
で
の
感
想
に
も
よ
く
「
何
も
出
来
な
い
自
分
が
な
さ
け
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
、
私
た
ち
は
何
も
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

 
・
今
日
は
学
び
を
深
め
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
や
地
球
に
優
し

い
行
動
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
５
分

 
            Ｑ
１

 
７
分

 
Ｑ
２

 
２
分

 
  書
く

 
３
分

 
 前
半

 
２
５
分

 
 

 
後
半

 
２
５
分

 
      

④
 今

日
の
課
題
は
「
熱
帯
雨
林
を
必
要
以
上
に
破
壊
し
な
い
た
め

 
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？
」
で
す
。

 
・
考
え
方
の
例
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
表
を
見
て
下
さ
い
。

 
い
つ
行
動
を
起
こ
せ
る
か
を
「
す
ぐ
で
き
る
」「

１
年
以
内
に
で
き

る
」「

５
０
年
以
内
に
で
き
る
」
の
３
つ
の
時
間
軸
で
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

 
・
ど
こ
で
行
動
を
起
こ
せ
る
か
は
「
個
人
で
で
き
る
」「

学
校
で
で

き
る
」「

家
庭
で
で
き
る
」「

国
や
世
界
で
で
き
る
」
の
中
で
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

 
・
例
題
１
：「

パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
誰
か
に
話
す
」
と
い
う
行
動
は

 
ど
の
欄
に
あ
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
？

 
→
挙
手
で
。
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。
答
え
は
「
家
庭
で
す
ぐ
で
き
る
」 

「
学
校
で
す
ぐ
で
き
る
」
な
ど
。

 
⑤

 【
個
人
で
考
え
る
】

 
・
Ｑ
１
：
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
右
上
の
①
～
⑯
の
行
動
に
つ
い
て
、
番
号

 
を
ど
こ
か
の
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

 
・
Ｑ
２
：
こ
の
他
に
も
ど
ん
な
行
動
が
で
き
る
か
考
え
て
、
自
分
が

 
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

 
例
）「

残
食
調
査
を
し
て
食
べ
残
し
を
減
ら
す
」

 
⑥

 【
班
で
考
え
る
】
→
【
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
】

 
・
班
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
・
班
ご
と
に
黒
板
に
書
か
せ
て
、
全
体
で
共
有
す
る
。

 
 ★
こ
れ
ら
す
べ
て
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
で
す
ね
。
真
剣
に
考

 
え
て
み
る
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･ 

★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
裏
へ
。

 
次
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。「

ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
１
３
歳
の
一
日
」
を
読
み
ま
し
ょ

う
。（

音
読
す
る
）

 
【
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
】

 
・
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

 
・
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
苦
し
み
の
上
に
な
り

た
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

 

                   ★
座
席
を
も
と
に
も
ど
す
と
よ
い

が
、
あ
と
か
ら
ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
出
て
く
る
の
で
ち
ゃ
ん
と

話
が
聴
け
る
な
ら
そ
の
ま
ま
で
よ

い
。

 
  ★
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
の
お
話
は
開
発

教
育
協
会
「
パ
ー
ム
油
の
は
な
し

－
地
球
に
や
さ
し
い
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 
★先

生
が
範
読
す
る
と
よ
い
。

 

★前
回
使
っ
た
、油

ヤ
シ
や
ト
ラ
ッ

44
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【
３
年
】
�
１
１
月
�
�総

合
：
各
ク
ラ
ス
�

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
８
分

 
  

①
 前

回
は
「
熱
帯
雨
林
」
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
ま
し
た
。

 
②

 振
り
返
り
を
読
み
ま
す
。

 
③

 （
熱
帯
雨
林
が
消
失
し
て
い
る
原
因
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
�

食
べ
物
や
生
活
用
品
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
）

 
・
こ
れ
ま
で
の
感
想
に
も
よ
く
「
何
も
出
来
な
い
自
分
が
な
さ
け
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
、
私
た
ち
は
何
も
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

 
・
今
日
は
学
び
を
深
め
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
地
球
に
優
し

い
行
動
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 ★
振
り
返
り
を
配
布
す
る
。

 
  

展
開

 
５
分

 
         Ｑ
１

 
７
分

 
Ｑ
２

 
２
分

 
  書
く

 
３
分

 
 前
半

 
２
５
分

 
�

 
後
半

 
２
５
分

 
 ４
分

 
     Ｑ
３

 
４
分

 

④
 今

日
の
課
題
は
「
熱
帯
雨
林
を
必
要
以
上
に
破
壊
し
な
い
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？
」
で
す
。

 
・
考
え
方
の
例
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
表
を
見
て
下
さ
い
。

 
「
す
ぐ
で
き
る
」「

１
年
以
内
に
で
き
る
」「

５
０
年
以
内
に
で
き

る
」「

個
人
で
で
き
る
」「

学
校
で
で
き
る
」「

家
庭
で
で
き
る
」「

国

や
世
界
で
で
き
る
」
の
ど
の
欄
に
あ
て
は
ま
る
か
？
を
考
え
ま
す
。 

・
例
題
１
：「

パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
誰
か
に
話
す
」
と
い
う
行
動
は

ど
の
欄
に
あ
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
？

 
→
挙
手
で
。
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。
答
え
は
「
家
庭
で
す
ぐ
で
き
る
」

「
学
校
で
す
ぐ
で
き
る
」。

 
⑤

 【
個
人
で
考
え
る
】

 
・
Ｑ
１
：
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
右
上
の
①
～
⑯
の
行
動
に
つ
い
て
、
番
号

を
ど
こ
か
の
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

 
・
Ｑ
２
：
こ
の
他
に
も
ど
ん
な
行
動
が
で
き
る
か
、
考
え
て
、
自
分

が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
例
）「

残
食
調
査

を
し
て
食
べ
残
し
を
減
ら
す
」

 
⑥

 【
班
で
考
え
る
】
→
【
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
】

 
・
班
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
・
班
ご
と
に
あ
て
る
な
ど
黒
板
に
書
か
せ
て
、
全
体
で
共
有
す
る
。

 

★
こ
れ
ら
す
べ
て
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
で
す
ね
。
真
剣
に
考

え
て
み
る
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･ 

★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
裏
へ
。

 

⑦
 次

は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。「

ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
１
３
歳
の
一
日
」
を
読
み
ま

し
ょ
う
。（

音
読
す
る
）

 
【
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
】

 
・
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

 
・
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
苦
し
み
の
上
な
り
た

っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

 
・
Ｑ
３
：
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
を
助
け
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
個
人
で
考
え
て
下
さ
い
。

 

                ★
座
席
を
も
と
に
も
ど
す
と
よ
い

が
、
あ
と
か
ら
ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
出
て
く
る
の
で
ち
ゃ
ん
と

話
が
聴
け
る
な
ら
そ
の
ま
ま
で
よ

い
。

 
   ★
先
生
が
範
読
す
る
と
よ
い
。

 

★
前
回
使
っ
た
、油

ヤ
シ
や
ト
ラ
ッ

ク
の
写
真
を
貼
っ
て
現
実
を
想
像

さ
せ
る
。

 
    

略
案

 : 
展

開
計

画
　

8時
間

目
　（

1/
2）

     

 ８
分

 
  ２
分

 
    ８
分

 
 

⑧
考
え
つ
い
た
人
？
ま
だ
の
人
？
色
々
い
る
と
思
い
ま
す
が
…

 
⑨
班
の
人
と
意
見
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

 
・
班
で
出
た
意
見
を
、「

班
で
選
ん
だ
良
さ
そ
う
な
支
援
策
」
の
欄

に
書
い
て
い
く
。

 
⑩
班
で
意
見
を
ま
と
め
る
。

 
・
出
て
き
た
支
援
策
の
う
ち
、
良
さ
そ
う
な
も
の
を
３
つ
に
絞
る
。

 
・
絞
っ
た
３
つ
の
案
を
、
Ａ
４
紙
に
書
く
。

 
・
黒
ペ
ン
で
書
く
。
�

� ⑪
各
班
１
枚
ず
つ
黒
板
に
貼
っ
て
詳
し
い
内
容
を
発
表
す
る
。

 
  

  

ま
と

め

３
分

 
⑫
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
「
自
分
た
ち
は
無
力
で
は
な
い
」
何
も
で
き
な
い
と
い
っ
て
諦
め
て
は
い
け
な
い
。
�

「
真
剣
に
考
え
た
ら
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」「

世
界
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
一
生
懸
命

考
え
よ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
。
�

� ②
「
自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
」
を
実
感
さ
せ
る
。「

自
分
事
」
と
し
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
。

 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

8時
間

目
　（

2/
2）
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松
任
中
学
校
３
年
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
�
�
�
�
��
��
��
��
��

��
��
�

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�
�
組
�
�
�
番
�氏

名
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�  

� � � 「つ
な
が
り
」の
中
で
・・
・ 

 
 
 
  
～
「地
球
に
や
さ
し
い
」っ
て
何
だ
ろ
う
～

 

�

� �

《
熱
帯
雨
林
を
必
要
以
上
に
破
壊
し
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？
》
�

分
類
�

す
ぐ
で
き
る
�

１
年
以
内
�

５
０
年
以
内
�

個
人
で
�

�
�

�

学
校
で
�

�
�

�

家
庭
で
�

�
�

�

国
や
世
界
�

レ
ベ
ル
�

�
�

�

①
 
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
も
っ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
調
べ
る
�

②
 
レ
ト
ル
ト
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
の
購
入
を
控
え
る
�

③
 
現
地
に
行
っ
て
実
際
の
様
子
を

見
て
く
る
�

④
 
新
聞
に
自
分
の
意
見
を
投
稿
す

る
�

⑤
 
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
回
数

を
減
ら
す
�

⑥
 
無
駄
遣
い
を
し
な
い
、
無
駄
に
食

べ
残
す
こ
と
を
や
め
る
�

⑦
 
勉
強
会
を
開
き
、
解
決
策
を
考
え

る
�

⑧
 
買
い
物
を
す
る
と
き
に
商
品
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
�

⑨
 
パ
ー
ム
油
を
使
用
し
て
い
る
商

品
を
購
入
し
な
い
�

⑩
 
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
掲
示
し
た

り
発
表
し
た
り
す
る
�

⑪
 
国
産
の
木
だ
け
で
造
っ
た
家
を

建
て
る
�

⑫
 
植
林
の
活
動
に
参
加
す
る
�

⑬
 
企
業
に
、「

植
物
性
油
脂
」
と
書

か
れ
て
い
る
も
の
の
原
材
料
を

質
問
す
る
�

⑭
 
日
本
の
林
業
を
復
活
さ
せ
る
�

⑮
 
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
や

熱
帯
雨
林
の
こ
と
を
常
に
心
に

と
め
て
生
活
す
る
�

⑯
 
無
駄
な
熱
帯
材
を
使
わ
な
い
よ

う
に
管
理
す
る
機
関
を
設
置
す

る
�

Ｑ
１
： 

 
次
の
①
～
⑯
の
行
動
に
つ
い
て
、
班
で
考
え
話
し
合
っ
て
、
下
の
表
に
分
類
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

Ｑ
２
： 

 こ
の
他
に
も
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
話
し
合
っ
て
、
考
え
を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
、
多
く
の
品
物
に
使
わ
れ
て
い
る
パ
ー
ム
油
。
そ
の
パ
ー
ム
油
の
も
と
に
な
る
油
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
農
園
を
つ
く
る
こ
と
が
、
熱
帯
雨
林
の
伐
採
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
一
因
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
便
利
な
日
常
生
活
と
、
熱
帯
雨
林
の
消
失
が
、
こ
ん
な
に
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の

で
す
ね
･･
･。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

展
開

計
画

　
8時

間
目

 ： 
パ

ー
ム

油
　

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と・

ミ
ー

ナ
の
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３
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何
だ

ろ
う
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《
熱

帯
雨

林
を

必
要

以
上

に
破

壊
し

な
い

た
め

に
私

た
ち

が
で

き
る

こ
と

は
？

》
 

分
類
 

す
ぐ
で
き
る
 

１
年
以
内
 

５
０
年
以
内
 

個
人
で
 

 
 

 

学
校
で
 

 
 

 

家
庭
で
 

 
 

 

国
や
世
界
 

レ
ベ
ル
 

 
 

 

①
 
パ
ー
ム
油
に
つ
い
て
も
っ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
調
べ
る
 

②
 
レ
ト
ル
ト
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
の
購
入
を
控
え
る
 

③
 
現
地
に
行
っ
て
実
際
の
様
子
を

見
て
く
る
 

④
 
新
聞
に
自
分
の
意
見
を
投
稿
す

る
 

⑤
 
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
の
回
数

を
減
ら
す
 

⑥
 
無
駄
遣
い
を
し
な
い
、
無
駄
に
食

べ
残
す
こ
と
を
や
め
る
 

⑦
 
勉
強
会
を
開
き
、
解
決
策
を
考
え

る
 

⑧
 
買
い
物
を
す
る
と
き
に
商
品
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
 

⑨
 
パ
ー
ム
油
を
使
用
し
て
い
る
商

品
を
購
入
し
な
い
 

⑩
 
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
掲
示
し
た

り
発
表
し
た
り
す
る
 

⑪
 
国
産
の
木
だ
け
で
造
っ
た
家
を

建
て
る
 

⑫
 
植
林
の
活
動
に
参
加
す
る
 

⑬
 
企
業
に
、「

植
物
性
油
脂
」
と
書

か
れ
て
い
る
も
の
の
原
材
料
を

質
問
す
る
 

⑭
 
日
本
の
林
業
を
復
活
さ
せ
る
 

⑮
 
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
や

熱
帯
雨
林
の
こ
と
を
常
に
心
に

と
め
て
生
活
す
る
 

⑯
 
無
駄
な
熱
帯
材
を
使
わ
な
い
よ

う
に
管
理
を
行
う
機
関
を
設
置

す
る
 

Ｑ
１

 :
 次

の
①

～
⑯

の
行

動
に

つ
い

て
、
班

で
話

し
合

い
、
下

の
表

に
分

類
し

ま
し

ょ
う

。
 

Ｑ
２

 :
 こ

の
他

に
も

私
た

ち
が

で
き

る
こ

と
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
話

し
合

っ
て

、
考

え
を

書
き

込
み

ま
し

ょ
う

。
 

パ
ー
ム
油
は
、
私
た
ち
が
生
活
の
中
で
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
多
く
の
品
物
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
パ
ー
ム
油
の
も
と
に
な
る

油
ヤ
シ
を
育
て
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
を
つ
く
る
こ
と
が
、
熱
帯
雨
林
を
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
伐
採
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
一
要

因
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
便
利
な
日
常
生
活
と
、
熱
帯
雨
林
の
消
失
が
、
こ
ん
な
に
も
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
現
実
が
あ
る
の
で
す
ね
･･
･。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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� �

� � � � � � � � � �

（
出
典
：「

パ
ー
ム
油
の
は
な
し
～
『
地
球
に
や
さ
し
い
』
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
開
発
教
育
協
会
��
��
��
��
��
）
�

Ｑ
３
：ミ
ー
ナ
を
助
け
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
班
で
話
し
合
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
�

＊
あ
な
た
の
考
え

 

＊
他
の
人
の
考
え

 

 ＊
班
で
選
ん
だ
、
良
さ
そ
う
な
支
援
策

 

①
  

②
  

③
  

④
  

⑤
  

１
�

私
は
ミ
ー
ナ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
る
１
３
歳
の
女
の
子
。
朝
の
光
が
差
し
込
む
頃
、
火
を
お
こ
す
こ
と
か

ら
私
の
一
日
は
始
ま
り
ま
す
。
鍋
に
水
を
入
れ
て
、
お
米
を
炊
き
、
朝
食
の
準
備
を
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
し
ま
す
。
�

� ２
�

朝
食
が
す
む
と
、
小
さ
な
弟
や
妹
た
ち
を
あ
ず
け
、
集
合
場
所
に
集
ま
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
労
働
者
が
た
く
さ
ん
い

て
、
経
営
者
か
ら
今
日
の
仕
事
の
指
示
を
う
け
ま
す
。
そ
し
て
、
同
じ
場
所
に
割
り
振
ら
れ
た
家
族
と
一
緒
に
農
園
に
向
か
い
ま
す
。
�

� ３
�

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
者
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
場
所
に
着
く
と
、
お
父
さ
ん
は
鎌
の
つ
い
た
長
い
さ
お
を
持
ち
上
げ
て
油
ヤ
シ
の

実
、
一
房
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。
一
房
は
２
０
キ
ロ
も
あ
り
、
落
ち
る
と
「
ず
ど
ー
ん
！
」
と
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
実
が
飛
び
散

り
ま
し
た
。
飛
び
散
っ
た
実
を
拾
い
集
め
、
袋
に
入
れ
る
の
も
私
の
仕
事
で
す
。
�

� ４
�

弟
も
そ
れ
を
手
伝
い
ま
す
。
散
っ
た
実
は
、
全
部
拾
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
油
ヤ
シ
の
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
鋭
い

ト
ゲ
で
け
が
を
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
�

� ５
�

家
族
で
お
昼
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。「

今
日
は
ジ
ャ
ミ
ラ
姉
さ
ん
の
命
日
だ
よ
。
ジ
ャ
ミ
ラ
は
２
年
前
、
油
ヤ

シ
の
雑
草
や
害
虫
を
取
り
除
く
た
め
の
農
薬
や
殺
虫
剤
を
ま
い
て
い
て
、
病
気
に
か
か
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。
か
わ
い
そ
う
な
ジ

ャ
ミ
ラ
。」

私
は
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
�

� ６
�

お
昼
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
仕
事
で
す
。「

重
い
か
ら
気
を
付
け
る
の
よ
。」

と
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と
重
い
油
ヤ
シ
の
房
を

２
人
が
か
り
で
持
ち
上
げ
て
、
手
押
し
車
ま
で
運
び
ま
す
。
�

� ７
�

い
く
つ
か
た
ま
る
と
手
押
し
車
で
道
ま
で
運
び
ま
す
。
運
ば
れ
た
房
は
袋
に
詰
め
た
実
と
一
緒
に
、
後
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
ま
す
。

私
の
家
族
が
今
日
集
め
た
油
ヤ
シ
は
い
つ
も
よ
り
少
な
く
８
４
房
で
し
た
。
今
日
は
給
料
の
支
払
日
で
し
た
が
、
私
は
子
ど
も
な
の
で
賃
金

を
も
ら
え
ま
せ
ん
。
�

� ８
�

夕
方
、
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
て
、
皆
を
乗
せ
て
家
ま
で
帰
り
ま
す
。
私
は
す
ぐ
に
小
さ
な
弟
や
妹
を
引
き
取
り
に
い
き
、
急
ぎ
足
で
家
ま

で
向
か
い
ま
す
。
�

� ９
�

私
は
弟
の
世
話
を
し
な
が
ら
夕
食
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
�

� ��
�

夕
食
が
終
わ
る
と
私
は
翌
日
の
水
を
く
み
に
行
き
ま
す
。
往
復
３
０
分
の
道
の
り
で
す
。
お
鍋
を
ご
し
ご
し
洗
い
ま
す
。
翌
朝
お
こ
す
火
の

準
備
を
し
、
一
日
の
仕
事
が
や
っ
と
終
わ
り
ま
し
た
。
一
週
間
働
い
た
か
ら
と
い
っ
て
休
み
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休
み
は
お
祭

り
の
と
き
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
�

� ��
�

寝
床
に
つ
き
な
が
ら
私
は
考
え
ま
し
た
。大

好
き
だ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
油
ヤ
シ
が
植
え
ら
れ
る
前
の
ゴ
ム
農
園
で
生
涯
働
い
て
亡
く
な
っ

た
わ
。
そ
し
て
私
の
お
母
さ
ん
も
幼
い
う
ち
か
ら
油
ヤ
シ
農
園
で
働
き
、
１
５
歳
で
私
を
産
ん
だ
わ
。
お
母
さ
ん
も
ま
だ
若
い
の
に
爪
が
変

形
し
、
肌
は
農
薬
の
た
め
に
荒
れ
て
い
る
。
私
も
き
っ
と
こ
こ
か
ら
一
歩
も
出
な
い
ま
ま
生
涯
を
終
え
て
い
く
ん
だ
わ
。
そ
し
て
私
の
子
ど

も
も
き
っ
と
同
じ
･･
･･
･･
。
�

� � � � �

★
ふ
り
か
え
り
★
�
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
�

 

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
で
働
く
、
１
３
歳
の
少
女
ミ
ー
ナ
の
生
活

 

展
開

計
画

　
8時

間
目

 ： 
パ

ー
ム

油
　

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と・

ミ
ー

ナ
の

話
　

2/
2

  

   
Ｑ

３
 :
 ミ

ー
ナ

を
助

け
る

た
め

に
で

き
る

こ
と

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
班

で
話

し
合

っ
て

考
え

て
み

よ
う

。
 

＊
あ

な
た

の
考

え
 

＊
他

の
人

の
考

え
 

 ＊
班

で
選

ん
だ

、
良

さ
そ

う
な

支
援

策
 

①
  

②
  

③
  

④
  

⑤
  

⑥
  

⑦
  

                  

★
ふ

り
か

え
り

★
 
今

日
の

授
業

で
感

じ
た

こ
と

、
考

え
た

こ
と

を
書

き
ま

し
ょ
う

。
 

プ
ラ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

農
園

で
働

く
、
１

３
歳

の
少

女
ミ

ー
ナ

の
生

活
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松
任
中
学
校
３
年
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
�
�
�
�
��
��
��
��
��

��
��
�

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�
�
組
�
�
�
番
�氏

名
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�  

� �
� わ
れ
ら
地
球
市
民
①
�

～
「
負
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
～
�
�

� � � � ★
「
負
の
連
鎖
」
と
は
・
・
・
？

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

学
校
に
行
け
な
い
�

能
力
や
技
術
が
�

身
に
つ
か
な
い
�

栄
養
不
良
に
な
る
�

仕
事
が
�

見
つ
か
ら
な
い
�

健
康
を
損
な
う
�

収
入
が
足
り
な
い
�

家
計
を
助
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
�

貧
�
困
�

�
自
分
た
ち
の
行
動
で
世
界
を
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
前
回
、

学
び
ま
し
た
。
今
日
は
さ
ら
に
、
同
じ
地
球
に
生
き
る
「
地
球
市
民
」
と
し

て
、
世
界
の
人
々
と
も
っ
と
幸
せ
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
合

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
�

世
界
の
貧
困
状
態
に
い
る
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
理
由
か
ら
貧
困
の
負
の
連
鎖
に
陥
っ
て
い
て
、
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
８
つ
の
項
目
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
下
の
「
貧
困
の
輪
」
の
空
欄
に
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

 
 

 

 

 

 

 

�

貧
�
困
�

 
①
�

②
�

③
�

④
�

⑤
�

⑥
�

⑦
�

⑧
�

Sh
ar

e�
H

ap
py

! 

展
開

計
画

　
9時

間
目

 ： 
わ

れ
ら

地
球

市
民

そ
の

１「
負

の
連

鎖
」　

1/
4

【
３
年
】
１
２
月
⑨
�
「
総
合
」
各
ク
ラ
ス
�
�

     

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
５
分

 
  

①
前
回
ま
で
に
「
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
向
こ
う
に
途
上
国
の
生
活

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
の
生
活
を

知
っ
て
、
ど
ん
な
支
援
策
が
あ
る
か
も
考
え
ま
し
た
。

 
・
振
り
返
り
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
先
進
国
の
消
費
行
動
が
、
途
上
国
の
貧
し
さ
を
生
み
出
す
一
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
か
？

 
 

  振
り
返
り
を
配
る
。

 
 

展
開

 
  ５
分

 
    ５
分

 
 

②
今
日
は
、「

貧
困
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
途
上
国
の
現
状
に
対
し

て
、
み
ん
な
で
、
な
ん
と
か
打
開
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

 
 ③
【
個
人
】

 
・
プ
リ
ン
ト
を
見
て
下
さ
い
。

 
・「

負
の
連
鎖
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 
・
８
つ
の
項
目
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
、

 
・「

負
の
連
鎖
」
の
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

 
 ④
【
班
】

 
・
班
で
話
し
合
っ
て
、
班
の
プ
リ
ン
ト
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

 
 

 ★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

 
     ・
正
解
は
一
つ
で
は
な
い
。

 
・
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
。

 

２
０
分

 
⑤
今
日
の
本
題
で
す
。
こ
の
「
負
の
連
鎖
」
を
ど
う
し
た
ら
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

 
「
負
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
私
た
ち
は
ど
ん
な
支
援
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
内
容
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
た
理
由
も

書
い
て
下
さ
い
。

 
 【
個
人
】

 
↓

 
【
班
】
一
人
ず
つ
支
援
案
を
出
し
合
う
。

 
�
�
�
協
力
し
て
、
た
く
さ
ん
の
支
援
策
を
考
え
る
。

 
 ＊
【
個
人
】
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
裏
に
記
入
す
る
。

 
＊
【
班
】
の
プ
リ
ン
ト
に
は
赤
ペ
ン
で
記
入
す
る
。

 
 

・
途
上
国
の
人
達
が
「
貧
困
の
輪
」

か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
な
支
援
を

行
う
。

 
ど
ん
な
支
援
が
あ
れ
ば
「
貧
困
」

か
ら
抜
け
出
せ
る
か
。

 
 ＊
例
を
参
考
に
。

 
 

１
５
分

 
⑥
班
ご
と
に
発
表
す
る
。

 
 

 

ま
と
め

 
５
分

 
⑦
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
途
上
国
が
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
現
状
（「

貧
困
の
連
鎖
」）

を
理
解
さ
せ
る
。

 
②
ど
ん
な
支
援
を
し
た
ら
、
途
上
国
は
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
（
本
当
に
必
要
な
支
援
）
を
考

え
る
。
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目
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各
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内
容
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師
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に
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た
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の
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の
向
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う
に
は
途
上
国
の
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」
と
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と
を
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ま
し
た
。
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ー
ナ
ち
ゃ
ん

の
生
活
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知
っ
て
、
ど
ん
な
支
援
が
出
来
る
か
も
考
え
ま
し
た
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・
振
り
返
り
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
先
進
国
の
消
費
行
動
が
、
途
上
国
の
貧
し
さ
を
生
み
出
す
一

 
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
か
？

 
 

  振
り
返
り
を
配
る
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展
開

 
  ５
分

 
     ５
分

 
 

②
 今

日
は
、「

貧
困
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
途
上
国
の
現
状
に
対
し

 
て
、
な
ん
と
か
打
開
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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【
個
人
】

 
・
プ
リ
ン
ト
を
見
て
下
さ
い
。

 
・「

負
の
連
鎖
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 
・
８
つ
の
項
目
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
、

 
・「

負
の
連
鎖
」
の
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

 
 ④
【
班
】

 
  

 ・
班
で
話
し
合
っ
て
、
班
の
プ
リ
ン
ト
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

 

 ★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

 
    ・
正
解
は
一
つ
で
は
な
い
。

 
・
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
。

 

１
５
分

 
⑤

 今
日
の
本
題
で
す
。
こ
の
「
負
の
連
鎖
」
は
ど
う
や
っ
た
ら
断

 
ち
切
れ
る
で
し
ょ
う
か
。「

負
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
支
援
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
内
容
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
そ
う
考
え
た
理
由
も
書
い
て
下
さ
い
。

 
 【
個
人
】

 
↓

 
【
班
】
一
人
ず
つ
支
援
策
を
出
し
合
う
。

 
 
 
 
協
力
し
て
、
た
く
さ
ん
の
支
援
策
を
考
え
る
。

 
 ＊
【
個
人
】
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
裏
に
記
入
す
る
。

 
＊
【
班
】
の
プ
リ
ン
ト
に
は
赤
ペ
ン
で
記
入
す
る
。

 
 

・
途
上
国
の
人
達
が
「
貧
困
の
輪
」

か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
な
支
援
を

行
う
。
ど
ん
な
支
援
が
あ
れ
ば
「
貧

困
」
か
ら
抜
け
出
せ
る
か
。

 
 ＊
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
「
国
際

理
解
教
育

 実
践
資
料
集
」
中
の

 
「
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

起
こ
る

"負
の
連
鎖

"ワ
ー
ク
」
も
参

考
に

な
る

。
（

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
あ

り
）

 
 

１
５
分

 
⑥

 班
ご
と
に
発
表
す
る
。

 
 

 

ま
と
め

 
５
分

 
⑦

 今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①

途
上

国
が

貧
し
さ
か

ら
抜

け
出

せ
な

い
現

状
（
「
貧

困
の

連
鎖

」
）
を

理
解

さ
せ

る
。

 
②

ど
ん

な
支

援
を

し
た

ら
、
途

上
国

は
貧

し
さ
か

ら
抜

け
出

す
こ
と
が

で
き

る
の

か
（
本

当
に

必
要

な
支

援
）
を

考
え

る
。
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★
「
負
の
連
鎖
」
の
状
況
を
見
て
・
・
・

�

�
�

� �
�

� � � 【
自
分
の
考
え
】
�

� � � � � � � 【
班
の
人
の
考
え
】
�

※
自
分
の
考
え
と
比
べ
て
違
う
も
の
を
書
き
留
め
る
�

� � � � � � � � � � � � � � � � ★
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

�

� � � � �

自
分
が
こ
の
「
負
の
連
鎖
」
の
中
に
い
た
と
し
た
ら
・
・
・
？
自
分
一
人
の
力
で
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
？
・
・
・

と
考
え
る
と
、
な
か
な
か
自
分
一
人
の
力
で
は
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
ね
。
で
は
、
外
部
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
こ
の

悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
？
�

 �
�
�
�
の
部
分

 

支
援
の
内
容
：

 
  そ
の
理
由
：

 

 �
�
�
�
の
部
分

 
支
援
の
内
容
：

 
  そ
の
理
由
：

 

 �
�
�
�
の
部
分

 

支
援
の
内
容
：

 
  そ
の
理
由
：

 

「負
の
連
鎖
」の

①
～
⑧
の
ど
の
部
分
を
断
ち
切
れ
ば
良
い
か
？

 

展
開

計
画

　
9時

間
目

 ： 
わ

れ
ら

地
球

市
民

そ
の

１「
負

の
連

鎖
」　

2/
4

わ
れ
ら
地
球
市
民
①
�

～
「
負
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
～
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�
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�
組
�
�
�
班
�
メ
ン
バ
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（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）
�
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自
分
が
こ
の
「
負
の
連
鎖
」
の
中
に
い
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と
し
た
ら
・
・
・
？
自
分
一
人
の
力
で
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
？
・
・
・
と
考
え
る
と
、
な
か
な
か
自
分

一
人
の
力
で
は
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
ね
。
で
は
、
外
部
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
？
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � 班
で
考
え
た
支
援
の
内
容
（
理
由
）

 

� � � � � � � � �

 
 

 

 

 

 

 

�

貧
�
困
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①
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③
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�
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⑥
�
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目
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球

市
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の
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負

の
連

鎖
」　

3/
4

★
「
負
の
連
鎖
」
の
状
況
を
見
て
・
・
・

 

 
 

  
 

   【
自
分
の
考
え
】

 
       【
班
の
人
の
考
え
】
 

※
自
分
の
考
え
と
比
べ
て
違
う
も
の
を
書
き
留
め
る
 

                ★
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

     

自
分
が
こ
の
「
負
の
連
鎖
」
の
中
に
い
た
と
し
た
ら
・
・
・
？
自
分
一
人
の
力
で
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
？
・
・
・

と
考
え
る
と
、
な
か
な
か
自
分
一
人
の
力
で
は
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
ね
。
で
は
、
外
部
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
れ
ば
こ
の

悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
る
で
し
ょ
う
か
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の
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の
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：
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：
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支
援
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内
容
：
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由
：
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分

 

支
援
の
内
容
：

 
  そ
の
理
由
：

 

「
負

の
連
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」
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⑧
の

ど
の

部
分

を
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れ
ば

良
い

か
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ら

地
球

市
民

そ
の

１「
負

の
連

鎖
」　

4/
4

能
力
や
技
術
が
�

身
に
つ
か
な
い
�

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
�

貧
困
�

収
入
が
足
り
な
い
�

学
校
に
行
け
な
い
�

栄
養
不
良
に
な
る
�

家
計
を
助
け
な
け
れ
ば
�

な
ら
な
い
�

健
康
を
損
な
う
�

別
紙
③

�
教
師
海
外
研
修
�
授
業
実
践
報
告
書
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

�

１
２

月
�

⑩
�

「
総

合
」
�

各
ク

ラ
ス

�
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。
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す
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世
界
を
作
り
ま
す
！
 

 

 

わ
れ
ら
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球
市
民
②
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「
地
球
国
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か
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を
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か
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不
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を
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は
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･？
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� � � � � � ★
世
界
中
の
不
平
等
さ
を
な
く
す
た
め
の
『
マ
ニ
フ
ェ
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ト
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を
作
成
し
、
地
球
大
統
領
選
挙
を
し
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す
！
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環
境
問
題
�

食
料
問
題
�

�

�
  

★
今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

�

� � � � ��
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
中
で
、「

世
界
は
不
平
等
だ
！
お
か
し
い
！
」「

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
･･
･で

も
ど
う
や
っ
て
？
」

と
い
う
よ
う
な
振
り
返
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
日
は
･･
･･
･･
地
球
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
々
と
「
地
球

国
」
を
作
る
と
す
る
な
ら
ば
？
と
考
え
ま
す
。
ど
ん
な
政
策
を
打
ち
出
せ
ば
「
地
球
国
」
か
ら
世
界
中
の
不
平
等
を
な
く

せ
る
で
し
ょ
う
か
？
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
班
ご
と
に
「
地
球
大
統
領
」
の
選
挙
に
出
る
の
で
す
。「

ど
ん
な

地
球
国
」
を
め
ざ
し
て
、
各
省
庁
か
ら
「
ど
ん
な
政
策
」
を
打
ち
出
せ
ば
よ
い
か
、
真
剣
に
考
え
ま
し
ょ
う
！
�

班
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
の
担
当
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
か
ら
も
政
策
を
出
し
ま
す
。
�

そ
し
て
、
班
で
一
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
�
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【
３
年
】
１
２
月
⑪
�
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
総
合
」
各
ク
ラ
ス
�

 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
５
分

 
 

①
今
日
は
２
学
期
の
「
国
際
理
解
」
の
ま
と
め
と
し
て
、
み
な
さ
ん

と
「
地
球
大
統
領
選
挙
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

  ★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

 

展
開

 
 分

 
 

②
各
班
で
「
よ
り
良
い
『
地
球
国
』」
を
目
指
し
て
話
し
合
っ
て
作

成
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
み
ん
な
に

PR
し
て
く
だ
さ
い
。

 
最
後
は
投
票
を
し
ま
す
。

 
 ③
１
班
か
ら
９
班
の

PR
【
発
表
は
３
分
】

 
１
．
模
造
紙
を
貼
る

 
２
．
班
で
考
え
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
理
念
」

 
３
．
各
省
庁
の
担
当
か
ら
政
策
の

PR
！

 
４
．
ま
と
め

 
    ④
投
票
す
る
。

 
・
な
ぜ
そ
の
班
を
選
ん
だ
の
か
、
理
由
を
一
人
ず
つ
書
く
。

 
 

      ＊
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
黒
板
に
磁

石
を
使
っ
て
貼
る
。

 
       

 ま
と
め

 
１
０
分

 
 

ど
の
班
も
す
ば
ら
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
し
た
。
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
た
発
想
豊
か
な
支
援
策
を
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
・
・
・

 
⑤
中
学
生
で
も
出
せ
る
案
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

 
「
な
ぜ
実
現
し
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
か
」
？

 
プ
リ
ン
ト
の
空
欄
に
書
き
込
む
。

 
 ⑥
み
ん
な
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
   ⑦
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
書
く
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
国
際
理
解
の
内
容
の
ま
と
め
（
２
学
期
の
し
め
く
く
り
）

 
②
み
ん
な
が
考
え
た
理
想
の
世
界
（
平
和
、
自
由
、
平
等
、
笑
顔
）
な
ど
の
価
値
観
を
改
め
て
大
切
だ
と
認
識
す
る
。�

③
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
、
貧
富
の
差
は
な
く
な
る
の
か
、
み
ん
な
が
公
平
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
世
界
に
な
る
の
か
を

考
え
る
。
共
感
や
納
得
あ
る
い
は
反
論
を
大
切
に
す
る
。

 
 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

11
時

間
目

-1
-

氏
名
（

）

文
部
科
学
省

貿
易
産
業
省

保
健
人
権
省

環
境
食
料
省

私
た
ち
は

な
世
界
を
作
り
ま
す
！

展
開

計
画

　
10

時
間

目
 ： 

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

の
た

め
の

シ
ン

キ
ン

グ
ツ

ー
ル（

お
花

）

【
３
年
】
１
２
月
⑪
 
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
総
合
」
各
ク
ラ
ス
 

 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
５
分

 
 

①
今
日
は
２
学
期
の
「
国
際
理
解
」
の
ま
と
め
と
し
て
、
み
な
さ
ん

と
「
地
球
大
統
領
選
挙
」
を
し
ま
す
。

 
 

  ★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

 

展
開

 
 ３
５
分

 
 

②
よ
り
良
い
『
地
球
国
』
を
目
指
し
て
、
班
で
話
合
い
考
え
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
今
日
は
み
ん
な
に

PR
し
て
く
だ
さ
い
。

 
最
後
は
投
票
を
し
ま
す
。

 
 ③
１
班
か
ら
９
班
の

PR
【
発
表
は
３
分
】

 
１
．
模
造
紙
を
貼
る

 
２
．
班
で
考
え
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
理
念
」
を
発
表

 
３
．
各
省
の
担
当
か
ら
政
策
を

PR
す
る

 
４
．
ま
と
め

 
    ④
投
票
す
る
。

 
な
ぜ
そ
の
班
を
選
ん
だ
の
か
、
理
由
を
一
人
ず
つ
書
く
。

 
 

      ＊
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
黒
板
に
磁

石
を
使
っ
て
貼
る
。

 
       

 ま
と
め

 
１
０
分

 
 

ど
の
班
も
す
ば
ら
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
し
た
。
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
た
発
想
豊
か
な
支
援
策
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
・
・
・

 
⑤
中
学
生
で
も
出
せ
る
案
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

 
「
な
ぜ
実
現
し
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
か
」
？

 
プ
リ
ン
ト
の
空
欄
②
に
書
き
込
む
。

 
 ⑥
み
ん
な
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
   ⑦
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
書
く
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①

国
際

理
解

の
内

容
の

ま
と

め
（２

学
期

の
し

め
く
く
り

） 

②
み

ん
な

が
考

え
た

理
想

の
世

界
（平

和
、

自
由

、
平

等
、

笑
顔

な
ど

）の
価

値
観

は
大

切
だ

と
改

め
て

認
識

す
る

。
 

③
意

見
を

交
流

し
な

が
ら

、
貧

富
の

差
は

な
く
な

る
の

か
、

み
ん

な
が

公
平

に
暮

ら
せ

る
幸

せ
な

世
界

に
な

る
の

か
、

考
え

る
。

共
感

や
納

得
あ

る
い

は
反

論
を

大
切

に
す

る
。

 

 
- 1

 -

氏
名

（
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

                                   

 
文

部
科

学
省

 
 
貿

易
産

業
省

 

 
保

健
人

権
省

 

 
環

境
食

料
省

 

私
た

ち
は

 

 
 

 
な

世
界

を
作

り
ま

す
！
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【
３
年
】
１
２
月
⑪
�
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
総
合
」
各
ク
ラ
ス
�

 

時
間

 
内
容

 
教
師
の
動
き

 
導
入

 
５
分

 
 

①
今
日
は
２
学
期
の
「
国
際
理
解
」
の
ま
と
め
と
し
て
、
み
な
さ
ん

と
「
地
球
大
統
領
選
挙
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

  ★
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
。

 

展
開

 
 分

 
 

②
各
班
で
「
よ
り
良
い
『
地
球
国
』」
を
目
指
し
て
話
し
合
っ
て
作

成
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
み
ん
な
に

PR
し
て
く
だ
さ
い
。

 
最
後
は
投
票
を
し
ま
す
。

 
 ③
１
班
か
ら
９
班
の

PR
【
発
表
は
３
分
】

 
１
．
模
造
紙
を
貼
る

 
２
．
班
で
考
え
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
理
念
」

 
３
．
各
省
庁
の
担
当
か
ら
政
策
の

PR
！

 
４
．
ま
と
め

 
    ④
投
票
す
る
。

 
・
な
ぜ
そ
の
班
を
選
ん
だ
の
か
、
理
由
を
一
人
ず
つ
書
く
。

 
 

      ＊
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
黒
板
に
磁

石
を
使
っ
て
貼
る
。

 
       

 ま
と
め

 
１
０
分

 
 

ど
の
班
も
す
ば
ら
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
し
た
。
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
た
発
想
豊
か
な
支
援
策
を
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
・
・
・

 
⑤
中
学
生
で
も
出
せ
る
案
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

 
「
な
ぜ
実
現
し
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
か
」
？

 
プ
リ
ン
ト
の
空
欄
に
書
き
込
む
。

 
 ⑥
み
ん
な
で
考
え
を
共
有
す
る
。

 
   ⑦
今
日
の
授
業
で
感
じ
た
こ
と
考
え
た
こ
と
を
書
く
。

 
  

 

★
指
導
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

 
①
国
際
理
解
の
内
容
の
ま
と
め
（
２
学
期
の
し
め
く
く
り
）

 
②
み
ん
な
が
考
え
た
理
想
の
世
界
（
平
和
、
自
由
、
平
等
、
笑
顔
）
な
ど
の
価
値
観
を
改
め
て
大
切
だ
と
認
識
す
る
。�

③
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
、
貧
富
の
差
は
な
く
な
る
の
か
、
み
ん
な
が
公
平
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
世
界
に
な
る
の
か
を

考
え
る
。
共
感
や
納
得
あ
る
い
は
反
論
を
大
切
に
す
る
。

 
 

略
案

 : 
展

開
計

画
　

11
時

間
目

-1
-

氏
名
（

）

文
部
科
学
省

貿
易
産
業
省

保
健
人
権
省

環
境
食
料
省

私
た
ち
は

な
世
界
を
作
り
ま
す
！

展
開

計
画

　
10

時
間

目
 ： 

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

の
た

め
の

シ
ン

キ
ン

グ
ツ

ー
ル（

お
花

）
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①
一
番
良
い
と
思
っ
た
班
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
な
ぜ
そ
れ
が
良
い
と
思
っ
た
の
か
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

� � � � � � � � � � � ②
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

� � � 今
日
の
授
業
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
�

� � � � � 【
他
の
人
の
考
え
】
�

� � � ③
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

� � � � � � �

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
班

 

理
由

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�

 
 �
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 �
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 �
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�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�

 

展
開

計
画

　
11

時
間

目
 ： 

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

投
票

　
2/

2

松
任
中
学
校
３
年
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
�
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
�
�
�
�
��
��
��
��
��

��
��
��

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来

 

�
�
�
組
�
�
�
番
�氏

名
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�  

  � � わ
れ
ら
地
球
市
民

�
地
球
大
統
領
選
挙
を
し
ま
す
！

��

� � � �
班
�

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
理
念
�

特
に
良
い
と
思
っ
た
点
�

１
�

班
�

�
�

２
�

班
�

�
�

３
�

班
�

�
�

４
�

班
�

�
�

５
�

班
�

�
�

６
�

班
�

�
�

７
�

班
�

�
�

８
�

班
�

�
�

９
�

班
�

�
�

４
人
班
で
「
こ
ん
な
地
球
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
発
表

し
て
く
だ
さ
い
。
聞
く
と
き
は
、
ど
ん
な
地
球
に
な
っ
た
ら
不
平
等
が
な
く
な
っ
て
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
の
か
、
真
剣
に
考
え
な
が
ら
聞
き
ま
し
ょ
う
。
�

Sh
ar

e�
H

ap
py

! 

展
開

計
画

　
11

時
間

目
 ： 

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

投
票

　
1/

2

①
 
一
番
良
い
と
思
っ
た
班
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
な
ぜ
そ
れ
が
良
い
と
思
っ
た
の
か
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

         ②
 
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)の

は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

      【
他
の
人
の
考
え
】
 

   ③
 
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

       

班
 

松
任
中
学
校
３
年
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
 
国
際
理
解
「
世
界
に
目
を
向
け
る
」
 
 
 
 
  
  
  
  
  

No
.1
1 

S
h
ar

e 
H
ap

p
y
?
 

と
も

に
生

き
る

地
球

の
未

来
 

 
 
 
組
 
 
 
番
 氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    わ
れ
ら
地
球
市
民

 
地

球
大

統
領

選
挙

を
し

ま
す

！
  

    班
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
理
念
 

特
に
良
い
と
思
っ
た
点
 

１
 

班
 

 
 

２
 

班
 

 
 

３
 

班
 

 
 

４
 

班
 

 
 

５
 

班
 

 
 

６
 

班
 

 
 

７
 

班
 

 
 

８
 

班
 

 
 

９
 

班
 

 
 

 

４
人
班
で
「
こ
ん
な
地
球
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
自
信
を
持
っ
て
発
表

し
て
く
だ
さ
い
。
聞
く
と
き
は
、
ど
ん
な
地
球
に
な
っ
た
ら
不
平
等
が
な
く
な
っ
て
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
る
の
か
、
真
剣
に
考
え
な
が
ら
聞
き
ま
し
ょ
う
。
 

Sh
ar

e 
H

ap
py

! 
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３
年

組
番

氏
名

課
題

（
ロ
ゴ
貼
る
）

現
状

原
因

未
来
へ
の
提
案

参
考
文
献

展
開

計
画

　
12

〜
15

時
間

目
 ： 

SD
G

sレ
ポ

ー
ト

枠

-1
-

３
年
国
際
理
解
「
と
も
に
生
き
る
地
球
の
未
来
」

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
調
べ
】
～
個
人
レ
ポ
ー
ト
～

１
用
紙

・
Ｂ
４
サ
イ
ズ

１
枚

・
白
色

・
横
型
、
横
書
き

※
「
枠
あ
り
」
か
「
無
地
」
か
を
各
自
に
選
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

２
手
順

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
番
号
を
１
つ
決
め
る

→
そ
の
タ
グ
を
レ
ポ
ー
ト
用
紙
所
定
の
場
所
に
の
り
付
け
。

②
そ
の
分
野
が
包
括
し
て
い
る
内
容
か
ら
、
課
題
を
決
め
る
。

（
例
）
～
～
～
？
と
い
う
形
に
す
る
。

③
レ
ポ
ー
ト
は
、
見
出
し
を
付
け
て
項
目
ご
と
に
ま
と
め
る
。

・
必
ず
入
れ
る
５
項
目

＊
現
状

＊
そ
の
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。
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が
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岐
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。
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＊
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＊
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れ
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＋
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＋
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Japan International Cooperation Agency

JICAは、開発途上国に関する「知見の還元」、自分に何ができるかを「考える機会の提供」、国際理解教育推進のた

めの「橋渡し役」の 3つを柱に、日本国内で開発教育支援事業を実施しています。

参加型・体験型の学習を通して、世界各国で起こっているさまざまな問題が、私たちの生活と関連していること

に気づき、一人一人がその問題の解決に向けて考えることが出来る様、JICA北陸では以下の国際理解教育メニュー

を用意しています。どうぞ積極的にご活用ください。

JICA国際協力出前講座
　開発途上国の現場で国際協力に携わった経験のある青年海外協力隊等のJICA海外協力隊

経験者やJICA職員、JICA外国人研修員を学校や地域の学習会などに派遣します。現場で

活躍した講師達から国際協力の体験談や開発途上国の実状・文化を直接聞くことができ

ます。

教師海外研修
　開発教育・国際理解教育に取り組む教員の方々に、実際に開発途上国を訪問する機会を提供することで、まずはその現状

や国際協力の現場、日本との関係について理解を深めて頂きます。帰国後は、訪問によって得た気づきや素材を教材にして

学校現場で国際理解の授業を実践して頂きます。本プログラムは研修の成果を次代を担う児童・生徒への国際理解教育に役

立てて頂くことを目的としています。また、研修終了後も、開発教育・国際理解教育の中核的指導者として活躍いただくこ

とを期待しています。

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
　次の世代を担う中学生・高校生を対象に作文コンクールを毎年開催しています。身近な地域や世界が直面している問題や

課題について、「なぜこのようなことが起きるのだろう？」、「解決するために私たちには何ができるのだろう？」、と考える

ところからまずは始めてみましょう。日本国内

や国際社会で起こっている様々な現実を「自分

にも関係のある出来事」として受け止め、そし

て考えることは、みなさんの人生をより豊かに

し、また世界をより良くしていく一歩になると

思います。

～大きな世界を変えるのも、一人の意識から～

世界地図もご用意しています
　世界では様々な言葉が話されています。多様性を知るきっかけとして、JICA

北陸の世界地図、「世界の言葉でありがとう／こんにちは」を授業などでご活用

ください。

　世界各国の民族衣装を着たキャラクターがそれぞれの現地語で「ありがとう」

と「こんにちは」を紹介しています。無料で提供していますので、必要な方は

JICA北陸までお問い合わせください。

大学生向け人材育成プログラム：グローバルキャンパス
　JICA北陸では、国際理解・国際協力体験型プログラム

「JICA北陸グローバルキャンパス」を毎年開催しています。

対象は北陸3県に在住の大学生、大学院生、専門学校生

の方々です。グローバルキャンパスは、海外での国際協力

活動や国内で出来る国際貢献について知り、考えるための

入門プログラムです。同じ興味・目標を持っている、違う

学校の人達とも知り合える機会になります。国際協力の専

門機関であるJICAがアレンジするプログラムだからこそ体験出来る内容が確実にあります。学校から飛び出して、教科書や

教室では学べないことを皆で一緒に体験して成長しませんか？

学校で使える国際理解授業用 セット一式
　JICA北陸は、教師海外研修に参加された先生方が作成した授業用の

教材一式をウェブサイト上で提供しています。誰でもそのまま使える、

真似できるセットになっていますので、作業負担を減らしながら国際

理解教育に取り組むことができます。

　アップロードしているデータは全て著作権フリーの教材として皆さ

まにご活用頂けるものです。ワードファイルなどの

元データも掲載しています。元データをダウンロー

ドして、そのまま使うことも、必要部分を上書き修

正し利用することも可能です。ぜひご活用ください。

民族衣装を着て講師を務めるJICA職員

南 回 帰 線

赤 　 道

北 回 帰 線
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付

変
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1.国旗の国名は上段左より、あいうえお
順になっています。

2.見つけたい国の座標を調べます。
（日本なら　D-⑯）

3.調べた座標から国を探します。
アルファベットはタテ軸から探しま
す。数字はヨコ軸から探します。

4.両方の範囲が重なった場所やその線
上に、探している国の首都マーク（　）
があります。

国の見つけ方国の見つけ方
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ピ
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ラプテフ海

オホーツク海

東シベリア海

セレベス海

アラフラ海

サンゴ海

タ ス マ ン 海

ソロモン海
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礁
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東
シ
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南
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本

海
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ー
ト
バ
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バレンツ海

大　 西　 洋
たい　　 　   せい　　 　   よう
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たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  へい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よう

大　　西　　洋

かい

かいはっ

かい

かい

かい

かい

こっ

ちゅう

ち
かい

かい
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かい

かい

かい

かい
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に

わん

かい

かい

かい かい

かい
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ほ
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かい

かい

かい

ひがし

こう

ぼっ

かい

みなみ

よう

こう

かいひがし

グレートオーストラリア湾
わん

ハドソン湾
わん

メ キ シ コ 湾
わん

西サハラ
にし

バヌアツ
Vanuatu

デンマーク
Denmark

オーストリア
Austriaリヒテンシュタイン

Liechtensteinスイス
Switzerland

オランダ
Netherlands

ベルギー
Belgium

ルクセンブルク
Luxembourg

アンドラ
Andorra

モルドバ
Moldova

タジキスタン
Tajikistan

キルギス
Kyrgyz

ネパール
Nepal

キプロス
Cyprus

エストニア
Estonia

ラトビア
Latvia

リトアニア
Lithuania

スロベニア
Slovenia

モナコ
Monaco

サンマリノ
San Marino

バチカン
Vatican

マルタ
Malta

スロバキア
Slovakia

マケドニア
Macedonia

カーボベルデ
Cape Verde

サントメ・プリンシペ
Sao Tome and Principe

マラウイ
Malawi

モーリシャス
Mauritius

セーシェル
Seychelles

コモロ
Comoros

オ ー ストラリア
Australia

ニュージーランド
New Zealand

インドネシア
Indonesia

シンガポール
Singapore

パラオ
Palau

東ティモール
Timor-Leste

ひがし

フィジー
Fiji

エジプト
Egypt

リビア
Libya

マリ
Mali

モーリタニア
Mauritania

ナイジェリア
Nigeria

スペイン
Spain

モロッコ
Morocco

フランス
France

イタリア
Italy

ギリシャ
Greece

ジブチ
Djibouti

ブルガリア
Bulgaria

ウクライナ
Ukraine

イギリス
United Kingdom

ハンガリー
Hungary

チェコ
Czech Rep.

ノルウェー
Norway

アルジェリア
Algeria

スウェーデン
Sweden

フィンランド
Finland

ドイツ
Germany

アイルランド
Ireland

アイスランド
Iceland

ポーランド
Poland

イラン
Iran

ベラルーシ
Belarus

ポルトガル
Portugal

チュニジア
Tunisia

セネガル
Senegal

ガンビア
Gambia

ギニアビサウ
Guinea-Bissau ギニア

Guinea

シエラレオネ
Sierra Leone

リベリア
Liberia

スーダン
Sudan

チャド
Chad

ニジェール
Niger

エチオピア
Ethiopia

イラク
Iraq

シリア
Syria

トルコ
Turkey

ヨルダン
Jordan

カタール
Qatar

バーレーン
Bahrain

クウェート
Kuwait

エリトリア
Eritrea

ソマリア
Somalia

モザンビーク
Mozambique

ジンバブエ
Zimbabwe

レソト
Lesotho

ボツワナ
Botswana

ナミビア
Namibia

アンゴラ
Angola

ウガンダ
Uganda

ケニア
Kenya

ルワンダ
Rwanda

コンゴ共和国
Rep.of Congo

ブルキナファソ
Burkina Faso

ガーナ
Ghana

トーゴ
Togo

ベナン
Benin

ガボン
Gabon

カメルーン
Cameroon

ブルンジ
Burundi

ザンビア
Zambia

マダガスカル
Madagascar

オマーン
Oman

イエメン
Yemen

サウジアラビア
Saudi Arabia

ウズベキスタン
Uzbekistan

トルクメニスタン
Turkmenistan

アフガニスタン
Afghanistan

パキスタン
Pakistan

マレーシア
Malaysia

パプアニューギニア
Papua New Guinea

ミャンマー
Myanmar

フィリピン
Philippines

ブルネイ
Brunei

カンボジア
Cambodia

タイ
Thailand

ラオス
Laos

ベトナム
Viet Nam

アゼルバイジャン
Azerbaijan

ジョージア
Georgia

ブータン
Bhutan

大韓民国
Rep. of Korea

だい  かん  みん  こく

ちょう せん みん  しゅ　しゅ　 ぎ　

じん  みん きょう　わ こく
朝鮮民主主義
人民共和国
D.P.Rep. of Korea

バングラデシュ
Bangladesh

スリランカ
Sri Lanka

モルディブ
Maldives

ロ　シ　ア　連　邦
Russia

れん ぽう

カザフスタン
Kazakhstan

モンゴル
Mongolia

中 華 人 民 共 和 国
China

ちゅう   か 　  じん み ん きょう　 わ 　 こく

インド
India

プレトリア

ウィントフック

ルアンダ

キンシャサ

ブラザビル

ハボローネ

ムババーネ

マセル

モロニ

リロングウェ

ビクトリア

ルサカ

カイロ

リヤド

ハルツーム

アディスアベバ

モガディシュ

ナイロビ

バンギ

ンジャメナ

アブジャ

バマコ

コナクリ

フリータウン

ヌアクショット

ダカール
バンジュール

ビサウ

ニアメ

アクラ ロメ

ヤムスクロ

モンロビア
ヤウンデ

リーブルビルサントメ

アンタナナリボ

マプート

マスカット

サヌア

アテネ

バレッタ

マドリード

アルジェ

トリポリ

チュニス

パリ

アンドララヴェリャ

リスボン

ラバト

コペンハーゲン

ベルリン

モナコ
サンマリノ

ベオグラード

ブダペスト

ブカレスト

ソフィア
ポドゴリツァ

スコピエ
ティラナ

ウィーン

ワルシャワ

プラハ

ブラチスラバ

キエフ

キシニョフ

ヘルシンキ

タリン

リガ

ビリニュス

ブリュッセル

ルクセンブルク

ダブリン

レイキャビク

アンカラ

ニコシア

マナーマ
ドーハ
アブダビ

クウェート

バグダッドダマスカス

アンマン

北京
ペキ ン

ニューデリー

カトマンズ
ティンプー

ダッカ

ネーピードー

マニラ

マルキョク
パリキール

ディリ

ハノイ

バンコク

バンダルスリブガワン

ビエンチャン

プノンペン

ジャカルタ

スリジャヤワルダナプラコッテ
クアラルンプール

シンガポール

ウェリントン

キャンベラ

ポートモレスビー

モスクワ

ミンスク

ストックホルム
オスロ

イスラマバード

カブール

ドゥシャンベ

タシケント

ビシュケク

ウランバートル

アスタナ

テヘラン

アシガバート

バクー
エレバン

トビリシ

ツバル
Tuvalu

キリバス
Kiribati

ナウル
Nauru

カ　　ナ　　ダ
Canada

メキシコ
Mexico

ブラジル
Brazil

アルゼンチン
Argentina

ボリビア
Bolivia

ペルー
Peru

エクアドル
Ecuador

ベネズエラ
Venezuela

コロンビア
Colombia

パナマ
Panama

トリニダード・トバゴ
Trinidad and Tobago

ベリーズ
Belize

ジャマイカ
Jamaica

ハイチ
Haiti

スリナム
Suriname

ガイアナ
Guyana

パラグアイ
Paraguay

ウルグアイ
Uruguay

チリ
Chile

ブラジリア

ブエノスアイレス モンテビデオ

アスンシオン

メキシコシティ

グアテマラシティ

マナグア

サンホセ

サンサルバドル

ベルモパン

テグシガルパ

パナマシティ
カラカス

ジョージタウン

パラマリボボゴタ

ワシントンD.C.

ハバナ

ナッソー

キングストン

サンティアゴ

リマ

キト

ラパス

サモア
Samoa

トンガ
Tonga

マレ

日本
Japan

にっ  ぽん

東京
とうきょう

ミクロネシア連邦
Micronesia

ソロモン諸島
Solomon Islands

しょ　とう

しょ　とう

しょ　とう

れん　ぽう

マーシャル諸島
Marshall Islands

ドミニカ共和国
Dominican Rep.

ギアナ
Guiana

ア メ リ カ 合 衆 国
United States

がっ しゅう こく

コンゴ民主共和国
Demo.Rep.of the Congo

南アフリカ共和国
Rep. of South Africa

中央アフリカ
Central African Rep.

台湾
たい わん

プライア ワガドゥグー
アスマラ

ジブチ

マラボ

カンパラ

キガリ

ポートルイス

ブジュンブラ

ポルトノボ
マジュロ

タラワ

ヤレン

ホニアラ
フナフティ

アピア

ヌクアロファ

ポートビラ スバ

ベイルート

セルビア
Serbia

ボスニア・ヘルツェゴビナ
Bosnia and Herzegovina

ポルトープランス

バセテール セントジョンズ

ロゾー
カストリーズ

ブリッジタウンキングスタウン
セントジョージズ

ポートオブスペイン

サントドミンゴ

オタワ

キューバ
Cuba

グアテマラ
Guatemala

エルサルバドル
El Salvador

ホンジュラス
Honduras

ニカラグア
Nicaragua

コスタリカ
Costa Rica

バハマ
Bahamas

きょう　わ　こく

こく

しょ とう

アンティグア・バーブーダ
Antigua and Barbuda

ドミニカ国
Commonwealth of Dominica

セントルシア
Saint Lucia

セントビンセント・
グレナディーン諸島

Saint     Vincent and
the Grenadines

グレナダ
Grenada

バルバドス
Barbados

モンテネグロ
Montenegro

アラブ首長国連邦
United Arab Emirates

セントキッツ・ネービス
Saint Kitts and Nevis

コートジボワール
Côte d'Ivoire

アルメニア
Armenia

タンザニア
Tanzania

ドドマ

南スーダン
South Sudan

ジュバ

アバルア

クック諸島
Cook Islands

ファドゥーツ

ルーマニア
Romania

ベルン

サラエボ

クロアチア
Croatia
ザグレブ

コソボ
Kosovo

プリシュティナ

アルバニア
Albania

ローマ

アムステルダム
ロンドン

ソウル

リュブリャナ

ハラーレ

プエルトリコ
Puerto Rico

［フランス］

［アメリカ合衆国］
がっしゅうこく

アロフィ
ニウエ

Niue

レバノン
Lebanon

赤道ギニア
Equatorial Guinea

せき  どう
きょう　わ　こく

しゅちょうこくれんぽう

ちゅうおう
みなみ

みん しゅ きょう　わ　こく

きょう　わ　 こくみなみ

ピョンヤン

エスワティニ
Eswatini

イスラエル
Israel

エルサレム

パレスチナ
Palestine

グリーンランド
（デンマーク）

ロシア連邦

カナダ

アメリカ合衆国
（アラスカ）

アイスランド
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ラ
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ド
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デンマーク海峡

デーヴィス海峡

バ
フ
ィ
ン
湾

ボーフォート海

ベーリング海

ピアリー到達
（アメリカ 1909年）

南極点

太　平　洋

大　西　洋

南極半島

アムンゼン隊到達
（ノルウェー 1911年）

みずほ基地
（日本）

あすか基地
（日本）

マクマード基地
（アメリカ合衆国）

ミールヌイ基地
（ロシア連邦）

昭和基地
（日本）

イ

ン

ド

洋

ウエッデル海

ロンネ棚氷

アメリー棚氷
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南　極　大　陸

1：109,700,0001：109,700,000

南　極北　極

タ イ
コープン カー
サワディー カー

世界の言葉で
せ　  かい こと　  ば

フランス
メルスィー
ボンジュール

ドイツ
ダンケ

グーテン ターク

日 本
ありがとう
こんにちは

キューバ
グラシアス

オラ

ネパール
ダンニャバード

ナマステ

ブルガリア
ブラゴダリャ
ズドラベイテ

ハワイ（ハワイ語）

マハロ
アロハ

ギリシャ
エフハリストー

ヤサス

イタリア
グラッツィエ
ボンジョルノ

ケニア（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

ウガンダ（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

インド
ダンニャワード

ナマステ

オーストラリア
サンキュー
グダァイ

ペルー
グラシアス

オラ

クロアチア
ホゥヴァラ

ボーク

ルーマニア
ムルツメスク
ブナ ズィワ

ベトナム
カム オン

キン チャオ

オランダ
ダンク ユ

フーデダッハ

フィンランド
キートス

ヒュヴァー パイヴァー

ブラジル
オブリガード
ボア タルヂ

イラン
モテシャケラム

サラーム

パキスタン
シュクリヤ

アッサラーム アレイクム

エチオピア（アムハラ語）

アムセッグナロ
テナイステリン

ブータン
カディンチェ
クズザンポー

バヌアツ（ビスラマ語）

サンキュートゥマス
ハロ

パプアニューギニア
サンキュートゥルー
アピヌントゥルー

タヒチ
マウルール

イア オラーナ

フィジー（フィジー語）

ヴィナカ
ブラー

マダガスカル（マダガスカル語）

ミソチャ
マナウナトゥンプク

モザンビーク（シャンガナ語）

カニマンボ
リッシーレ

ボツワナ（ツワナ語）

ケアレボーハ
ドゥメラ

ベナン（フォン語）

アワニュカカ
アフォンガンジャ

ガーナ（チュイ語）

メダーシ
マーハ

ジンバブエ（ショナ語）

タテンダ
マシカティ

ザンビア（ニャンジャ語）

ジコモ
マチョマブワンジ

イギリス
サンキュー

ハロー

エジプト
シュクラン
マルハバ

トルコ
テシェッキュル エデリム

メルハバ

メキシコ
グラシアス

オラ

スイス
メルスィー

グリュエツィ

ミャンマー
チェーズーティンパァデェ
ミンガラバー

ラオス
コープ チャイ
サバイディー

パナマ
グラシアス

オラ

シンガポール
ナンリッ

ワナッカム

カンボジア
オークン

スオスダイ

マーシャル諸島
コンモール
ヤクウェ

グアテマラ
グラシアス

オラ

モンゴル
バイラルラー

サイン バイノー

オーストリア
ダンケ シェーン
グリュース ゴット

スウェーデン
タック
ヘイ

アルゼンチン
グラシアス

オラ

台湾
ドォウシャー
リゥーホゥー

ポーランド
ヂェンクゥイェン
ジン ドーブリ

フィリピン
サラマット

マガンダン ハポン

カナダ
サンキュー

ハロー

イヌイット
コヤンナミ
ファッカア

インドネシア
テリマ カシー
スラマット シアン

マレーシア
テリマ カシー
アパカバー

ハンガリー
クセネム

ヨーナポト キーヴァノク

ノルウェー
タック

グ ダーク

モロッコ
シュクラン
マルハバ

デンマーク
タック
ゴ デイ

ニュージーランド（マオリ語）

カパイ
キア オラ

トンガ
マロ

マロ エ レレイ

ありがとうこんにちは
チェコ

ジェクユ
ドブリーデン

イラク
シュクラン
マルハバ

アフガニスタン
タシャコル
サラームサウジアラビア

シュクラン
マルハバ

アラブ首長国連邦
シュクラン
マルハバ

アルジェリア
シュクラン
マルハバ

ニジェール（ハウサ語）

ナゴデー
バルカ

セネガル（ウォロフ語）

ジュルジュフ
サラマレクン

タンザニア（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

南アフリカ共和国
サンキュー

ハロー

チリ
グラシアス

オラ

ジャマイカ
サンキュー

ハロー

ロシア連邦
スパスィーバ

ズドラストヴィッチェ

大韓民国
カムサハムニダ
アンニョンハセヨ

中華人民共和国
シェシェ
ニーハオ

アメリカ
サンキュ－

ハロー

ネイティブアメリカン
アッフェヘ

ヤッテ

※ひとつの国が複数の公用語を持つ場合や、標準語と方言の違い、話しかける側
と答える側やその性別や立場の違いによって変わる言葉もあります。また、外国
語の発音をカタカナ表記にするには限界があり、発音を正しく表現することは難
しいので、異文化交流のきっかけとしての参考程度としてご覧下さい。

がい  こく  じん

ぼ　こく　ご あん しん かん した

こう りゅう とき あい  て つか こと　ば

くに

こた がわ せい  べつ たち ば ちが か こと　 ば がい こく

ご はつ  おん はつ  おん ただ ひょうげん むずひょう  き げん  かい

い　ぶん　 か　こう りゅう さん こう てい ど らん  くだ

ふく  すう こう　よう　ご も ば　あい ひょうじゅん  ご ほう  げん ちが はな がわ

外国人と交流する時に、相手が使う言葉であいさつしてみませんか？
母国語でのあいさつは安心感とともに親しみがもてます。

日本の私たちの生活はたくさんの国々に支えられて
なりたっているよ。みんなで「ありがとう」を伝えよう！
日本の私たちの生活はたくさんの国々に支えられて
なりたっているよ。みんなで「ありがとう」を伝えよう！

に  ほんに  ほん わたしわたし せい かつせい かつ

つたつた

くに ぐにくに ぐに ささささ

サモア（サモア語）
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赤道における縮尺（ミラー図法）
1：56,800,000
北極・南極は正距方位図法

ニューデリー
当日の午前8時30分
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貴社だけの世界地図を作ります
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sekaichizu Co.Ltd.  2018.12

開発途上国と日本のつながり

■ エネルギー編
私たちの生活はお風呂や料理、車での移動など
様々なエネルギーによって支えられています。
しかし、日本はエネルギーなどの資源が乏しい
国です。エネルギーの自給率はわずか6％、石油
や石炭、天然ガスなどの資源のほとんどは、開
発途上国を含む外国からの輸入でまかなって
います。

ＪＩＣＡ（国際協力機構）のお仕事
JICA（ジャイカ）は日本語で国際協力機構、英語では
Japan International Cooperation Agencyと言い、英
語の頭文字をとってJICA（ジャイカ）と呼ばれています。
JICA（ジャイカ）は、開発途上国で暮らす人たちが安心
して、笑顔で暮らしていけるように、困っていることを
一緒に解決するお手伝いをしています。
途上国の問題を解決するために日本の知識や技術を
持った専門家を途上国に派遣したり、開発途上国から
人を招いて日本の技術を学ぶ研修をおこなったり、日本
と開発途上国を結ぶ懸け橋となって国際協力のお仕事
をしています。

日本と開発途上国のつながりは日本が国際協力をしているだけではありません。 私たちの暮らしや産業は、開発途上国から多くの食糧や医療品、石油や木材など、たくさんのものを輸入して成り立っています。

■ ごはん編
私たちが食べているもののうち、半分以上が外国からやってきたもので、国内生
産されている食べ物は約4割しかありません。もし外国から食べ物が輸入されな
くなったら毎日の食事はどんな風になるでしょうか？

開発途上国ってどんな国？ 世界にどれくらいあるの？
世界には、経済的にゆたかで発展している国がある一方で、水や食糧、学校や病院などが
十分になく困っている国、そうした問題を解決しながら開発を進めている国が多くあり

「開発途上国」と呼ばれています。
世界の196ヵ国（※1）のうち143ヵ国（※2）は開発途上国で、開発途上国に暮らす人々の数
は、世界の全人口（約73億人）の8割以上だといわれています。

※1/日本が認めている国の数
　　（国連加盟国は193ヵ国。日本が認めている国のうちバチカン、コソボ、クック、ニウエは

国連未加盟国です。また、日本が認めていない北朝鮮は国連に加盟しています。）
※2/経済協力機構、開発援助委員会「援助受取国・地域リスト」に掲載されている国数

■ 洋服
毎日着ている服も実は日本で作
られたものは少なく、多くは開
発途上国から輸入しています。
中国、ベトナム、カンボジア、バン
グラデシュなどアジアなどに工
場を持つ日本のメーカーも多く
あります。

開発途上国から
食べ物やエネルギーが
日本にこなくなったら
僕たちの生活は

どうなるんだろうー？？

開発途上国は
日本を支えてくれる
大切なパートナー
なんだね！

えー！ 知らなかったな！
世界の国々の75％（4分の3）も

開発途上国なんだね。

朝食朝食 昼食昼食 夕食夕食
えーっ、これだけなの！！

ごはん1杯
（精米75g分）

ごはん1杯
（精米75g分）

ふかしいも2個
（じゃがいも2個・300g分）

ふかしいも1個
（じゃがいも1個・150g分）

焼きいも2本
（さつまいも2本・200g分）

焼きいも1本
（さつまいも1本・100g分）

焼き魚1切れ
（魚の切り身84g分）くだもの

（りんご4分の1・50g分）ぬか漬け1皿
（野菜90g分）

もし日本で作られた食料のみで一日に必要な食事を作ると…

参考：農林水産省【いちばん身近な「食べ物」の話】 参考：経済産業省ウェブページ【日本のエネルギーの今 抱える問題】

〒920-0853　石川県金沢市本町1-5-2　リファーレ（オフィス棟）4階
TEL. 076-233-5931（代表）   FAX. 076-233-5959

E-mail： jicahric@jica.go.jp
U R L： https://www.jica.go.jp/hokuriku/index.html
facebook： https://www.facebook.com/jicahokuriku

富山県デスク： TEL. 076-464-6491   FAX. 076-464-6491
福井県デスク： TEL. 0776-28-8800   FAX. 0776-28-8818

独立行政法人 国際協力機構 北陸センター
JICA北陸
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みなさまからのご要望にお応えし、目的に会った講師を派遣します。

こんな活用法
があります！

例１　講師：青年海外協力隊　内容：開発途上国で行ったボランティア活動を紹介

例２　講師：JICA 職員　内容：国際協力の仕事やキャリアパスを紹介

●応募について●

募　集：毎年6月中旬～9月中旬（応募は１人１作品、日本語で書かれた未発表のもの）

文字数：中学生は本文1200字（400字詰原稿用紙3枚）以内、高校生は本文1600字（400字詰原稿用紙4枚）以内

最優秀賞・優秀賞・審査員特別賞には、賞状および約1週間の海外研修が副賞として贈られます。海外研修には、JICAプロジェクトの訪

問やホームステイ、現地の人たちとの交流などが含まれます。

研修の流れ

募　集
国内事前
研修

海外研修
国内事後
研修

実践授業 報告会

2月～5月 6月～7月 8月 8月＆2月 9月～1月 2月～3月

海外研修前に事前研修を行います。メンバー間の親
睦を深めながら、訪問国の概要などを学習します。

海外研修中は、JICAの国際協力の現場や現地の学
校を訪問します。

海外研修終了後はそれぞれの所属校で様々なテー
マで授業を行います。

開発教育支援事業

国内事前研修 海外研修 実践授業

JICA研修員と交流を深める参加学生 ワークショップを通したSDGs学習
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JICAは、開発途上国に関する「知見の還元」、自分に何ができるかを「考える機会の提供」、国際理解教育推進のた

めの「橋渡し役」の 3つを柱に、日本国内で開発教育支援事業を実施しています。

参加型・体験型の学習を通して、世界各国で起こっているさまざまな問題が、私たちの生活と関連していること

に気づき、一人一人がその問題の解決に向けて考えることが出来る様、JICA北陸では以下の国際理解教育メニュー

を用意しています。どうぞ積極的にご活用ください。

JICA国際協力出前講座
　開発途上国の現場で国際協力に携わった経験のある青年海外協力隊等のJICA海外協力隊

経験者やJICA職員、JICA外国人研修員を学校や地域の学習会などに派遣します。現場で

活躍した講師達から国際協力の体験談や開発途上国の実状・文化を直接聞くことができ

ます。

教師海外研修
　開発教育・国際理解教育に取り組む教員の方々に、実際に開発途上国を訪問する機会を提供することで、まずはその現状

や国際協力の現場、日本との関係について理解を深めて頂きます。帰国後は、訪問によって得た気づきや素材を教材にして

学校現場で国際理解の授業を実践して頂きます。本プログラムは研修の成果を次代を担う児童・生徒への国際理解教育に役

立てて頂くことを目的としています。また、研修終了後も、開発教育・国際理解教育の中核的指導者として活躍いただくこ

とを期待しています。

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
　次の世代を担う中学生・高校生を対象に作文コンクールを毎年開催しています。身近な地域や世界が直面している問題や

課題について、「なぜこのようなことが起きるのだろう？」、「解決するために私たちには何ができるのだろう？」、と考える

ところからまずは始めてみましょう。日本国内

や国際社会で起こっている様々な現実を「自分

にも関係のある出来事」として受け止め、そし

て考えることは、みなさんの人生をより豊かに

し、また世界をより良くしていく一歩になると

思います。

～大きな世界を変えるのも、一人の意識から～

世界地図もご用意しています
　世界では様々な言葉が話されています。多様性を知るきっかけとして、JICA

北陸の世界地図、「世界の言葉でありがとう／こんにちは」を授業などでご活用

ください。

　世界各国の民族衣装を着たキャラクターがそれぞれの現地語で「ありがとう」

と「こんにちは」を紹介しています。無料で提供していますので、必要な方は

JICA北陸までお問い合わせください。

大学生向け人材育成プログラム：グローバルキャンパス
　JICA北陸では、国際理解・国際協力体験型プログラム

「JICA北陸グローバルキャンパス」を毎年開催しています。

対象は北陸3県に在住の大学生、大学院生、専門学校生

の方々です。グローバルキャンパスは、海外での国際協力

活動や国内で出来る国際貢献について知り、考えるための

入門プログラムです。同じ興味・目標を持っている、違う

学校の人達とも知り合える機会になります。国際協力の専

門機関であるJICAがアレンジするプログラムだからこそ体験出来る内容が確実にあります。学校から飛び出して、教科書や

教室では学べないことを皆で一緒に体験して成長しませんか？

学校で使える国際理解授業用 セット一式
　JICA北陸は、教師海外研修に参加された先生方が作成した授業用の

教材一式をウェブサイト上で提供しています。誰でもそのまま使える、

真似できるセットになっていますので、作業負担を減らしながら国際

理解教育に取り組むことができます。

　アップロードしているデータは全て著作権フリーの教材として皆さ

まにご活用頂けるものです。ワードファイルなどの

元データも掲載しています。元データをダウンロー

ドして、そのまま使うことも、必要部分を上書き修

正し利用することも可能です。ぜひご活用ください。

民族衣装を着て講師を務めるJICA職員
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1.国旗の国名は上段左より、あいうえお
順になっています。

2.見つけたい国の座標を調べます。
（日本なら　D-⑯）

3.調べた座標から国を探します。
アルファベットはタテ軸から探しま
す。数字はヨコ軸から探します。

4.両方の範囲が重なった場所やその線
上に、探している国の首都マーク（　）
があります。
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パラマリボボゴタ

ワシントンD.C.

ハバナ

ナッソー

キングストン

サンティアゴ

リマ

キト

ラパス

サモア
Samoa

トンガ
Tonga

マレ

日本
Japan

にっ  ぽん

東京
とうきょう

ミクロネシア連邦
Micronesia

ソロモン諸島
Solomon Islands

しょ　とう

しょ　とう

しょ　とう

れん　ぽう

マーシャル諸島
Marshall Islands

ドミニカ共和国
Dominican Rep.

ギアナ
Guiana

ア メ リ カ 合 衆 国
United States

がっ しゅう こく

コンゴ民主共和国
Demo.Rep.of the Congo

南アフリカ共和国
Rep. of South Africa

中央アフリカ
Central African Rep.

台湾
たい わん

プライア ワガドゥグー
アスマラ

ジブチ

マラボ

カンパラ

キガリ

ポートルイス

ブジュンブラ

ポルトノボ
マジュロ

タラワ

ヤレン

ホニアラ
フナフティ

アピア

ヌクアロファ

ポートビラ スバ

ベイルート

セルビア
Serbia

ボスニア・ヘルツェゴビナ
Bosnia and Herzegovina

ポルトープランス

バセテール セントジョンズ

ロゾー
カストリーズ

ブリッジタウンキングスタウン
セントジョージズ

ポートオブスペイン

サントドミンゴ

オタワ

キューバ
Cuba

グアテマラ
Guatemala

エルサルバドル
El Salvador

ホンジュラス
Honduras

ニカラグア
Nicaragua

コスタリカ
Costa Rica

バハマ
Bahamas

きょう　わ　こく

こく

しょ とう

アンティグア・バーブーダ
Antigua and Barbuda

ドミニカ国
Commonwealth of Dominica

セントルシア
Saint Lucia

セントビンセント・
グレナディーン諸島

Saint     Vincent and
the Grenadines

グレナダ
Grenada

バルバドス
Barbados

モンテネグロ
Montenegro

アラブ首長国連邦
United Arab Emirates

セントキッツ・ネービス
Saint Kitts and Nevis

コートジボワール
Côte d'Ivoire

アルメニア
Armenia

タンザニア
Tanzania

ドドマ

南スーダン
South Sudan

ジュバ

アバルア

クック諸島
Cook Islands

ファドゥーツ

ルーマニア
Romania

ベルン

サラエボ

クロアチア
Croatia
ザグレブ

コソボ
Kosovo

プリシュティナ

アルバニア
Albania

ローマ

アムステルダム
ロンドン

ソウル

リュブリャナ

ハラーレ

プエルトリコ
Puerto Rico

［フランス］

［アメリカ合衆国］
がっしゅうこく

アロフィ
ニウエ

Niue

レバノン
Lebanon

赤道ギニア
Equatorial Guinea

せき  どう
きょう　わ　こく

しゅちょうこくれんぽう

ちゅうおう
みなみ

みん しゅ きょう　わ　こく

きょう　わ　 こくみなみ

ピョンヤン

エスワティニ
Eswatini

イスラエル
Israel

エルサレム

パレスチナ
Palestine

グリーンランド
（デンマーク）

ロシア連邦

カナダ

アメリカ合衆国
（アラスカ）

アイスランド
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グ
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ド
海

デンマーク海峡

デーヴィス海峡

バ
フ
ィ
ン
湾

ボーフォート海

ベーリング海

ピアリー到達
（アメリカ 1909年）

南極点

太　平　洋

大　西　洋

南極半島

アムンゼン隊到達
（ノルウェー 1911年）

みずほ基地
（日本）

あすか基地
（日本）

マクマード基地
（アメリカ合衆国）

ミールヌイ基地
（ロシア連邦）

昭和基地
（日本）

イ

ン

ド

洋

ウエッデル海

ロンネ棚氷

アメリー棚氷

ロス棚氷

ロス海
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南　極　大　陸

1：109,700,0001：109,700,000

南　極北　極

タ イ
コープン カー
サワディー カー

世界の言葉で
せ　  かい こと　  ば

フランス
メルスィー
ボンジュール

ドイツ
ダンケ

グーテン ターク

日 本
ありがとう
こんにちは

キューバ
グラシアス

オラ

ネパール
ダンニャバード

ナマステ

ブルガリア
ブラゴダリャ
ズドラベイテ

ハワイ（ハワイ語）

マハロ
アロハ

ギリシャ
エフハリストー

ヤサス

イタリア
グラッツィエ
ボンジョルノ

ケニア（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

ウガンダ（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

インド
ダンニャワード

ナマステ

オーストラリア
サンキュー
グダァイ

ペルー
グラシアス

オラ

クロアチア
ホゥヴァラ

ボーク

ルーマニア
ムルツメスク
ブナ ズィワ

ベトナム
カム オン

キン チャオ

オランダ
ダンク ユ

フーデダッハ

フィンランド
キートス

ヒュヴァー パイヴァー

ブラジル
オブリガード
ボア タルヂ

イラン
モテシャケラム

サラーム

パキスタン
シュクリヤ

アッサラーム アレイクム

エチオピア（アムハラ語）

アムセッグナロ
テナイステリン

ブータン
カディンチェ
クズザンポー

バヌアツ（ビスラマ語）

サンキュートゥマス
ハロ

パプアニューギニア
サンキュートゥルー
アピヌントゥルー

タヒチ
マウルール

イア オラーナ

フィジー（フィジー語）

ヴィナカ
ブラー

マダガスカル（マダガスカル語）

ミソチャ
マナウナトゥンプク

モザンビーク（シャンガナ語）

カニマンボ
リッシーレ

ボツワナ（ツワナ語）

ケアレボーハ
ドゥメラ

ベナン（フォン語）

アワニュカカ
アフォンガンジャ

ガーナ（チュイ語）

メダーシ
マーハ

ジンバブエ（ショナ語）

タテンダ
マシカティ

ザンビア（ニャンジャ語）

ジコモ
マチョマブワンジ

イギリス
サンキュー

ハロー

エジプト
シュクラン
マルハバ

トルコ
テシェッキュル エデリム

メルハバ

メキシコ
グラシアス

オラ

スイス
メルスィー

グリュエツィ

ミャンマー
チェーズーティンパァデェ
ミンガラバー

ラオス
コープ チャイ
サバイディー

パナマ
グラシアス

オラ

シンガポール
ナンリッ

ワナッカム

カンボジア
オークン

スオスダイ

マーシャル諸島
コンモール
ヤクウェ

グアテマラ
グラシアス

オラ

モンゴル
バイラルラー

サイン バイノー

オーストリア
ダンケ シェーン
グリュース ゴット

スウェーデン
タック
ヘイ

アルゼンチン
グラシアス

オラ

台湾
ドォウシャー
リゥーホゥー

ポーランド
ヂェンクゥイェン
ジン ドーブリ

フィリピン
サラマット

マガンダン ハポン

カナダ
サンキュー

ハロー

イヌイット
コヤンナミ
ファッカア

インドネシア
テリマ カシー
スラマット シアン

マレーシア
テリマ カシー
アパカバー

ハンガリー
クセネム

ヨーナポト キーヴァノク

ノルウェー
タック

グ ダーク

モロッコ
シュクラン
マルハバ

デンマーク
タック
ゴ デイ

ニュージーランド（マオリ語）

カパイ
キア オラ

トンガ
マロ

マロ エ レレイ

ありがとうこんにちは
チェコ

ジェクユ
ドブリーデン

イラク
シュクラン
マルハバ

アフガニスタン
タシャコル
サラームサウジアラビア

シュクラン
マルハバ

アラブ首長国連邦
シュクラン
マルハバ

アルジェリア
シュクラン
マルハバ

ニジェール（ハウサ語）

ナゴデー
バルカ

セネガル（ウォロフ語）

ジュルジュフ
サラマレクン

タンザニア（スワヒリ語）

アサンテ
ジャンボ

南アフリカ共和国
サンキュー

ハロー

チリ
グラシアス

オラ

ジャマイカ
サンキュー

ハロー

ロシア連邦
スパスィーバ

ズドラストヴィッチェ

大韓民国
カムサハムニダ
アンニョンハセヨ

中華人民共和国
シェシェ
ニーハオ

アメリカ
サンキュ－

ハロー

ネイティブアメリカン
アッフェヘ

ヤッテ

※ひとつの国が複数の公用語を持つ場合や、標準語と方言の違い、話しかける側
と答える側やその性別や立場の違いによって変わる言葉もあります。また、外国
語の発音をカタカナ表記にするには限界があり、発音を正しく表現することは難
しいので、異文化交流のきっかけとしての参考程度としてご覧下さい。

がい  こく  じん

ぼ　こく　ご あん しん かん した

こう りゅう とき あい  て つか こと　ば

くに

こた がわ せい  べつ たち ば ちが か こと　 ば がい こく

ご はつ  おん はつ  おん ただ ひょうげん むずひょう  き げん  かい

い　ぶん　 か　こう りゅう さん こう てい ど らん  くだ

ふく  すう こう　よう　ご も ば　あい ひょうじゅん  ご ほう  げん ちが はな がわ

外国人と交流する時に、相手が使う言葉であいさつしてみませんか？
母国語でのあいさつは安心感とともに親しみがもてます。

日本の私たちの生活はたくさんの国々に支えられて
なりたっているよ。みんなで「ありがとう」を伝えよう！
日本の私たちの生活はたくさんの国々に支えられて
なりたっているよ。みんなで「ありがとう」を伝えよう！

に  ほんに  ほん わたしわたし せい かつせい かつ

つたつた

くに ぐにくに ぐに ささささ

サモア（サモア語）

ファフェタイ
マロ

ポルトガル
オブリガード
ボア タルデ

スペイン
グラシアス

オラ

Ｓ

赤道における縮尺（ミラー図法）
1：56,800,000
北極・南極は正距方位図法

ニューデリー
当日の午前8時30分

カナダ
3,700万人

11万人

490万人

4,900万人

290万人

57万人

セントキッツ・ネービス
56,000人

セントビンセント・グレナディーン諸島
11万人

セントルシア
18万人

チリ
1,800万人

ドミニカ国
7万人

ドミニカ共和国
1,100万人

トリニダード・トバゴ
140万人

ニカラグア
630万人

1,100万人

420万人

40万人

690万人

29万人

3,200万人

38万人

3,300万人

940万人

コ
ン
ゴ
共
和
国

ジ
ブ
チ

ガ
ン
ビ
ア

サ
ン
ト
メ・プ
リ
ン
シ
ペ

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

ス
ー
ダ
ン

950万人

390万人

タジキスタン
910万人

トルクメニスタン
590万人

91万人

53,000人

ナウル
11,000人

ニュージーランド
480万人

22,000人

840万人

ソロモン諸島
62万人

トンガ
11万人

ツバル
11,000人

28万人

20万人

アフガニスタン
3,600万人

アラブ首長国連邦
950万人

イエメン
2,900万人

イスラエル
850万人

イラク
3,900万人

イラン
8,200万人

インド
13億5,400万人

インドネシア
2億6,700万人

オマーン
480万人

カタール
270万人

朝鮮民主主義人民共和国
2,600万人

120万人

420万人

17,000人

3,400万人

1,800万人

580万人

スリランカ
2,100万人

タイ
6,900万人

中華人民共和国
14億1,500万人

日本
1億2,700万人

160万人

2億100万人

1億6,600万人

130万人

43万人

130万人 880万人

1,100万人

420万人

34,000人

1,000万人

4,600万人

スロバキア
550万人

チェコ
1,100万人

1,100万人

3,800万人

350万人

210万人

ギ
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シ
ャ
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マ
リ
ノ

ス
ペ
イ
ン

ス
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ツ
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ナ

マ
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ニ
ア

アイスランド
34万人

1,100万人

2,000万人

ニジェール
2,200万人

ナミビア
260万人

ナイジェリア
1億9,600万人

トーゴ
800万人

チュニジア
1,200万人

タンザニア
5,900万人

セネガル
1,600万人

赤道ギニア
130万人

セーシェル
10万人

スロベニア
210万人

4,200万人

97万人

770万人

1,800万人

21万人

8,400万人

540万人

82万人

2,500万人

220万人

210万人520万人1億800万人
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国
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ル
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フ
ァ
ソ
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ジ

2,600万人

230万人

アイルランド
480万人 990万人

アゼルバイジャン アメリカ合衆国
3億2,700万人 4,200万人

アルジェリア アルゼンチン
4,400万人

アルバニア
290万人 290万人

アルメニア
3,100万人
アンゴラ アンティグア・バーブーダ

10万人 8万人
アンドラ

6,700万人
イギリス

5,900万人
イタリア

4,400万人
ウガンダ

4,400万人
ウクライナ

3,200万人
ウズベキスタン ウルグアイ

350万人
エクアドル
1,700万人 9,900万人

エジプト エストニア エチオピア エリトリア エルサルバドル
640万人

オーストラリア
2,500万人

オーストリア
1,700万人
オランダ

2,900万人
ガーナ

55万人
カーボベルデ ガイアナ

78万人
カザフスタン
1,800万人

ガボン
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カ
ン
ボ
ジ
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ギ
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ア

ギ
ニ
ア
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キ
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ー
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キ
リ
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ル
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コ
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ン
ビ
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ウ
ジ
ア
ラ
ビ
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サ
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ャ
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イ
カ

シ
リ
ア
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ン
ガ
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ー
ル

1,700万人

ジ
ン
バ
ブ
エ

850万人

ス
イ
ス

ス
リ
ナ
ム

ソマリア
1,500万人

中央アフリカ
470万人

チャド
1,500万人

デンマーク
580万人

ドイツ
8,200万人

トルコ
8,200万人

ネパール
3,000万人

ノルウェー
540万人

800人

バ
チ
カ
ン

パ
キ
ス
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ン

パ
ナ
マ

バ
ヌ
ア
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バ
ハ
マ

パ
プ
ア
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パ
ラ
オ

パ
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970万人

ハ
ン
ガ
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ー

バ
ル
バ
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ス

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

東
テ
ィ
モ
ー
ル

1億700万人

フ
ィ
リ
ピ
ン

550万人

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

82万人

ブ
ー
タ
ン

2億1,100万人

ブ
ラ
ジ
ル

6,500万人

フ
ラ
ン
ス

700万人

ブ
ル
ガ
リ
ア

ブ
ル
ネ
イ

9,600万人

ベ
ト
ナ
ム

1,100万人

ベ
ナ
ン

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

ベ
ラ
ル
ー
シ

ベ
リ
ー
ズ

ペ
ル
ー

ボ
ツ
ワ
ナ

1,100万人

ボ
リ
ビ
ア

1,000万人

ポ
ル
ト
ガ
ル

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

大韓民国
5,100万人

セルビア
700万人

ク
ロ
ア
チ
ア

180万人

コ
ソ
ボ

フ
ィ
ジ
ー

ニウエ
2,000人

ハ
イ
チ

ク
ッ
ク
諸
島

青年海外協力隊ミクロネシア連邦
11万人

マレーシア
3,200万人

マルタ
43万人

マラウイ
1,900万人

マリ
1,900万人

南アフリカ共和国
5,700万人

メキシコ
1億3,100万人

モルドバ
400万人

ロシア連邦
1億4,400万人

EU(欧州連合)国際連合ミャンマー
5,400万人

モルディブ
44万人

モンゴル
310万人

ヨルダン
990万人

ラオス
700万人

レバノン
610万人

モナコ
39,000人

モンテネグロ
63万人

ラトビア
190万人

リトアニア
290万人

リヒテンシュタイン
38,000人

ルーマニア
2,000万人

ルクセンブルク
59万人

モザンビーク
3,100万人

モーリシャス
130万人

モーリタニア
450万人

モロッコ
3,600万人

リビア
650万人

リベリア
490万人

ルワンダ
1,300万人

レソト
230万人

南スーダン
1,300万人

バ
ー
レ
ー
ン

2,500万人

カ
メ
ル
ー
ン

エスワティニ
140万人
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開発途上国と日本のつながり

■ エネルギー編
私たちの生活はお風呂や料理、車での移動など
様々なエネルギーによって支えられています。
しかし、日本はエネルギーなどの資源が乏しい
国です。エネルギーの自給率はわずか6％、石油
や石炭、天然ガスなどの資源のほとんどは、開
発途上国を含む外国からの輸入でまかなって
います。

ＪＩＣＡ（国際協力機構）のお仕事
JICA（ジャイカ）は日本語で国際協力機構、英語では
Japan International Cooperation Agencyと言い、英
語の頭文字をとってJICA（ジャイカ）と呼ばれています。
JICA（ジャイカ）は、開発途上国で暮らす人たちが安心
して、笑顔で暮らしていけるように、困っていることを
一緒に解決するお手伝いをしています。
途上国の問題を解決するために日本の知識や技術を
持った専門家を途上国に派遣したり、開発途上国から
人を招いて日本の技術を学ぶ研修をおこなったり、日本
と開発途上国を結ぶ懸け橋となって国際協力のお仕事
をしています。

日本と開発途上国のつながりは日本が国際協力をしているだけではありません。 私たちの暮らしや産業は、開発途上国から多くの食糧や医療品、石油や木材など、たくさんのものを輸入して成り立っています。

■ ごはん編
私たちが食べているもののうち、半分以上が外国からやってきたもので、国内生
産されている食べ物は約4割しかありません。もし外国から食べ物が輸入されな
くなったら毎日の食事はどんな風になるでしょうか？

開発途上国ってどんな国？ 世界にどれくらいあるの？
世界には、経済的にゆたかで発展している国がある一方で、水や食糧、学校や病院などが
十分になく困っている国、そうした問題を解決しながら開発を進めている国が多くあり

「開発途上国」と呼ばれています。
世界の196ヵ国（※1）のうち143ヵ国（※2）は開発途上国で、開発途上国に暮らす人々の数
は、世界の全人口（約73億人）の8割以上だといわれています。

※1/日本が認めている国の数
　　（国連加盟国は193ヵ国。日本が認めている国のうちバチカン、コソボ、クック、ニウエは

国連未加盟国です。また、日本が認めていない北朝鮮は国連に加盟しています。）
※2/経済協力機構、開発援助委員会「援助受取国・地域リスト」に掲載されている国数

■ 洋服
毎日着ている服も実は日本で作
られたものは少なく、多くは開
発途上国から輸入しています。
中国、ベトナム、カンボジア、バン
グラデシュなどアジアなどに工
場を持つ日本のメーカーも多く
あります。

開発途上国から
食べ物やエネルギーが
日本にこなくなったら
僕たちの生活は

どうなるんだろうー？？

開発途上国は
日本を支えてくれる
大切なパートナー
なんだね！

えー！ 知らなかったな！
世界の国々の75％（4分の3）も

開発途上国なんだね。

朝食朝食 昼食昼食 夕食夕食
えーっ、これだけなの！！

ごはん1杯
（精米75g分）

ごはん1杯
（精米75g分）

ふかしいも2個
（じゃがいも2個・300g分）

ふかしいも1個
（じゃがいも1個・150g分）

焼きいも2本
（さつまいも2本・200g分）

焼きいも1本
（さつまいも1本・100g分）

焼き魚1切れ
（魚の切り身84g分）くだもの

（りんご4分の1・50g分）ぬか漬け1皿
（野菜90g分）

もし日本で作られた食料のみで一日に必要な食事を作ると…

参考：農林水産省【いちばん身近な「食べ物」の話】 参考：経済産業省ウェブページ【日本のエネルギーの今 抱える問題】

〒920-0853　石川県金沢市本町1-5-2　リファーレ（オフィス棟）4階
TEL. 076-233-5931（代表）   FAX. 076-233-5959

E-mail： jicahric@jica.go.jp
U R L： https://www.jica.go.jp/hokuriku/index.html
facebook： https://www.facebook.com/jicahokuriku

富山県デスク： TEL. 076-464-6491   FAX. 076-464-6491
福井県デスク： TEL. 0776-28-8800   FAX. 0776-28-8818

独立行政法人 国際協力機構 北陸センター
JICA北陸
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みなさまからのご要望にお応えし、目的に会った講師を派遣します。

こんな活用法
があります！

例１　講師：青年海外協力隊　内容：開発途上国で行ったボランティア活動を紹介

例２　講師：JICA 職員　内容：国際協力の仕事やキャリアパスを紹介

●応募について●

募　集：毎年6月中旬～9月中旬（応募は１人１作品、日本語で書かれた未発表のもの）

文字数：中学生は本文1200字（400字詰原稿用紙3枚）以内、高校生は本文1600字（400字詰原稿用紙4枚）以内

最優秀賞・優秀賞・審査員特別賞には、賞状および約1週間の海外研修が副賞として贈られます。海外研修には、JICAプロジェクトの訪

問やホームステイ、現地の人たちとの交流などが含まれます。

研修の流れ

募　集
国内事前
研修

海外研修
国内事後
研修

実践授業 報告会

2月～5月 6月～7月 8月 8月＆2月 9月～1月 2月～3月

海外研修前に事前研修を行います。メンバー間の親
睦を深めながら、訪問国の概要などを学習します。

海外研修中は、JICAの国際協力の現場や現地の学
校を訪問します。

海外研修終了後はそれぞれの所属校で様々なテー
マで授業を行います。

開発教育支援事業

国内事前研修 海外研修 実践授業

JICA研修員と交流を深める参加学生 ワークショップを通したSDGs学習
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JICA北陸へようこそ

国際協力のことならおまかせ！

金沢駅兼六園口（東口）から徒歩5分
北鉄バス「リファーレ前」バス停目の前

9：30～17：45（12：30～13：15は昼休み）
土･日･祝日･年末年始
〒920-0853
石川県金沢市本町1-5-2リファーレ (オフィス棟) 4F
TEL 076-233-5931
FAX 076-233-5959
jicahric@jica.go.jp

受付時間／
休　　日／
所 在 地 ／

連 絡 先 ／

E - m a i l ／

■ウェブサイト
　JICA全体　http://www.jica.go.jp
　JICA北陸　http://www.jica.go.jp/hokuriku/
■Facebook（フェイスブック）
　JICA北陸　http://www.facebook.com/jicahokuriku

富山・福井にもJICAデスクがあります

　富山県と福井県の国際交流協会内に、「国際協力推進員」をJICAデスクとして
配置しています。皆さまの身近な国際協力のサポート役として、様々な地域の国際
協力に取り組んでいます。
　JICA事業や国際協力に関することなら何でもお気軽にご相談ください。

富山県デスク

富山市牛島新町5-5 インテックビル4F
公益財団法人 とやま国際センター内　富山県国際協力推進員
TEL：076-464-6491　FAX：076-464-6491
jicadpd-desk-toyamaken@jica.go.jp

福井県デスク

福井市宝永3-1-1 福井県国際交流会館
公益財団法人 福井県国際交流協会内　福井県国際協力推進員
TEL：0776-28-8800　FAX：0776-28-8818
jicadpd-desk-fukuiken@jica.go.jp

E-Mail：jicadpd-desk-toyamaken@jica.go.jp

E-Mail：jicadpd-desk-fukuiken@jica.go.jp


